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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　あとがき









　「明けましておめでとうございま～す」







「明けまして、おめでとうございま～す！」

　華はなやかな五ご重じゆう唱しようが響ひびいた。時は新年、所は柾まさ木き家の客間である。

「ど、どうも……おめでとお……」

　元旦の朝だというのにいつもの作さ務む衣え姿の天てん地ちは、目前に並ぶ綺き羅ら星ぼしの如ごとき振ふり袖そで姿の美女たちに圧倒され、突っ立ったまま愛あい想そう笑わらいを浮かべた。

　左から順に、一番、柾木阿あ重え霞か。

　宇う宙ちゆうのどこかにある樹じゆ雷らい星せい、その樹雷皇おう家け、第一皇おう女じよ。完かん璧ぺきなお姫様を自他ともに認ずる、大和やまと撫なでし子こ型美女であるが、思い詰つめると怖こわ～い性格でもあるのはみんな身にしみている。

　二番。柾木砂さ沙さ美み。

　同じく樹雷皇家、第二皇女。阿重霞の妹で、この家唯ゆい一いつの実用的才能（つまりは家事一般）の持ち主。かわいくて、しっかりしていて、頭もいい。

　三番。魎りよう呼こ。

　元ミイラ。いやいや、ほこらの鬼おに。いやいや、高い戦闘力と知能を誇る元サイバーマリオネット。だが、この平和時には使い道がない。壁かべ抜ぬけができたり、空を飛んだり、はたまた魔ま剣けんを作り出したり、魑ち魅み魍もう魎りようを呼んだりするのもただ単にはたメーワクなだけという声もある。性格は意外と純情。

　四番。美み星ほし。

　ギャラクシーポリスの敏びん腕わん一級刑事。解決した事件、壊こわした建物の数、請求書の総額、ついでに苦情書の枚数全てがトップクラスの名物刑事であるが、本人はな～んにも考えていない。今ものんきに枝毛の手入れなんかしている。

　そして最後は、鷲羽わしゆう。

　科学アカデミー始まって以来の天才科学者。専門はバイオテクノロジー。今は亡なき神か我が人との教授プロフエツサーにして、魎呼の生みの親でもある。一見子どものように見えるが実は五人のうちで一番年長（の、はずである）。性格は……まあ、これは大体想そう像ぞうがつくというもの。

　何な故ぜこの五人が、しかも妙みよう齢れいの美女が天地の家、つまり柾木家に集まっているかというと、これには宇う宙ちゆうより深～い訳わけがあって……。

『天地無用！』第一巻～第六巻を見ている人はそのへんよ～く知ってるでしょうが、たまたま知らない人もいると思うので、例の、《今までのお話》というやつをやろう。知ってる人は読み飛ばしちゃってもいいよ。




　今からちょうど半年前……。

　岡山県立岡山東高校一年、柾木天地は、夏休みだっていうのに海にも行かず、山にも行かず、じっちゃんのいる柾木神社へ武道の修しゆ行ぎように来ていた。

　と、いうのは表向きの話で、実際は朝六時の起き床しようから始まって畑仕事やら家事手伝いやら、じっちゃん一人っきりの柾木神社の雑用係をやらされ、合間に武道の稽けい古こもしなきゃならないという結構ハードな毎日を送っていたのである。

　山奥の神社には天地がお付き合い出来るようなかわいい女の子もいない。自分の楽しみは自分で見つけなきゃ、と言うわけで、天地の興きよう味みは別のところに向かった。それが、柾木神社に伝説として伝わる、「鬼を封ふうじたほこら」、そして「鬼の力を封じたという御ご神しん剣けん」だったというわけである。

　さて、そのほこらに眠っていたミイラを起こしてしまってから、天地の運命は急変する。夏も過ぎ、学校に戻もどった天地の前に現れたのは一七歳の超能力少女、あのほこらのミイラだった魎呼であったのだ。これが一人目。

　魎呼はヒナが親鳥を追うごとく天地を追い回し、とんでもない奴やつがやってくるから一いつ緒しよに逃げてくれ、などと言い出す。やがて天地の家の上空に、巨大な宇う宙ちゆう船せんが現れた。樹雷皇家第一皇女、阿重霞の操あやつる船、龍りゆう皇おうである。いきなり砲ほう撃げき戦せんが始まった。魎呼は自分の船、魎りよう皇おう鬼きを呼び出し、天地共々逃げようとするがその結果、龍皇と魎皇鬼は一緒に柾木神社近くの池に墜つい落らく、大破してしまったのである。第一皇女、阿重霞とその妹の砂沙美は行き場がなくなってしまい、不本意ながら柾木家に居い候そうろうすることになった。これが二人目、三人目。

　何な故ぜこんなことになったのか。それは本人たちに聞くのが一番早い。

「あたしが宇宙海かい賊ぞくだった頃ころ、樹雷皇家に天地剣という凄すごい宝があるのを聞いて、ちょっとお借りしに行ったら、遥よう照しようとかいう阿重霞のお兄ちゃんが出て来てさ。追われ追われてついに地球まで逃げて来たわけ。そこであたしは天地剣に力を封じられちゃってそれっきり七百年。やっと天地が来て、起こしてくれたってわけ。だから、天地はあたしのものなのさ」（魎呼）

「遥照は腹違いの兄ですが、私の婚こん約やく者しやですわ。兄が行方ゆくえ不ふ明めいになったのも、私が結婚できないのも、みーんな魎呼あなたのせい。でも、天地様には感謝しておりますことよ。ショックで悲しみに沈んでいた私を慰なぐさめて下さったんですもの。天地様は強くてお優しいし、寄る辺べのない私を守って下さいますわね？」（阿重霞）

　この後、阿重霞の兄、遥照とは、実は天地の祖父、柾木勝かつ仁ひとであったという衝しよう撃げきの事実が判明するのだが、その頃には天地にほれた阿重霞と魎呼の三角関係はしっかり定着していたのであった。まあ、若くて美しかった婚約者も、すっかりじいちゃんになっていたのだから、仕方がないか。でも、樹雷星の人間て、長生きね。と、それはさておき、

　柾木家にまたもや珍客が現れた。ギャラクシーポリスの刑事さんで、極ごく悪あく犯はん罪ざい人にんの神か我が人とという科学者を追っているという、美星である。その神我人は何と、天地剣を狙ねらっているというのだ。これが四人目。

　いよいよ、神我人見けん参ざん！

　神我人の船、双そう蛇じやと、合がつ体たいした龍皇＆魎皇鬼は星々の大海を挟はさんで睨にらみ合った。かたや、重厚長大な超大型戦闘艦。かたやコンピュータに変身した魎皇鬼が船の頭脳を務める軽量機動艦。

　双蛇の主しゆ砲ほうが龍皇を貫つらぬいた！　天地危あやうし……とまあ、その辺はいろんないきさつがあって、（砲撃戦とか、阿重霞貞てい操そうの危機とか、死んだはずの天地が蘇よみがえってジャスト・タイミングで現れるとか）……天地は見事、神我人をやっつけたのであった。で、その時拾って来たのが魎呼の生みの親だという天才科学者鷲羽。これが五人目。

　一同揃そろって家に帰って来て、物語はめでたしめでたしで終わるはずだったのだが……。




　はあ……疲れた。読んでる方も疲れたでしょ？　やっぱり見た方が早いよね。……と、さりげなく強調しておこう。さて。




「天地！　何そんなとこで突っ立っとるんじゃ！　早うこっち来て座らんか」

　じっちゃん、つまり柾木勝仁、またの名を柾木遥照の声が響いた。

「いやあ、天地！　こんなめでたい正月は結婚以来だな」

　と、これは天地の父、柾木信のぶ幸ゆき。

　床の間には花が生けられ、鏡かがみ餅もちが飾られ、どっしりとした座卓の上には既におせちのお重が並び、用意万端正月のセッティングが整っている。

　上座に祖父、左に父と砂沙美、鷲羽。右に阿重霞、一つおいて魎呼と美星というラインナップ。

　皆、正装である。どこから調達したのか、五人の女たちは艶あでやかな振り袖姿で、それは、浦島太郎ならずとも、こう呟つぶやきたくなる程の晴れやかさであった。

　いわく、絵にもかけない美しさ。

「天地様、何をお考えになっていらっしゃるか、当ててみましょうか」

　阿重霞が恥ずかしそうに声をかけた。

「私たちがこんな恰かつ好こうをしているので、びっくりなさったんでしょう。天地様を驚かせようって、お買い物に行く時から決めてたんですのよ。嬉うれしいわ。天地様のお顔を見れば、お言葉を戴いただかなくっても、もう充分分かりますもの。ねえ、きれいでしょ？」

「おめーの場合は着物だけ、な」

　魎呼の呟きは、幸いなことに、舞い上がっている阿重霞の耳には届かなかったようである。

　天地は、晴れ着の展示場のごとき風景に圧倒されたまま、阿重霞と魎呼の間に、ちょうど一人分だけ空いている空間に目を移した。

　俺おれに、そこに座れってことか？

　阿重霞さんも、魎呼も、さっきから一回も視線を交わしていない。

　この席順が決まるまで、どれほど熾し烈れつな争いがあったんだろう。

　天地は、思わず助けを求めて父の顔を見た。

　この～、幸せ者め、というにやにや笑いが返って来た。

　駄だ目めだこりゃ。と、天地が思ったその時。

「ささ、天地様」

　阿重霞が隣となりの座ざ布ぶ団とんの埃ほこりを払った。別に埃がついている訳ではなくて、これは意思表示というものだ。

「ほら、天地」

　じれったそうに杯さかずきを振って見せる魎呼。隣では何を勘かん違ちがいしているのか、美星が洋酒のビンを抱かかえて待たい機きしている。

「着物……似合いますね……」

　誰だれに言うでもなく、天地は呟つぶやき、内心、溜ため息をついた。これから二階のベッドに戻るっていうのは駄目だろうな。多分……。

　その五分後、天地の杯には際限なくお屠と蘇そが満たされ、その合間を縫ぬって様さま々ざまな料理が天地の口に運ばれた。天地の箸はしはまだ箸置きの上にのっかったままである。

「も、もういいですよ、阿重霞さん。俺おれ、自分でやりますから……」

「まあ、そんなことおっしゃらないで、これ、私が作ったんですのよ。いかが？」

　黒豆を一粒一粒、天地の口に運びながら、世にも嬉うれしそうな顔で阿重霞が答えた。

「これも？　いやー、上手なんですね」

「あら、それ程でも……ほほほ」

　何な故ぜかうろたえ気味の阿重霞。

「天地、そんなもの食うと腹こわすぞ。やっぱ男はこっちだよな。ほら、一気に空けろってば」

　目の前になみなみと酒を満たした湯飲み茶ぢや碗わんが突き出され、同時に、これも嬉しそうな魎呼の顔が天地を覗のぞき込こんだ。

「天地様！　そんな女の言うことをお聞きになってはいけません。第一、そんなにお飲みになってはお体をこわしますわ」

「うるさいな、いちいち。おめーの女房気取りはむかつくんだよ！」

　魎呼の罵ば声せいに阿重霞の表情が堅かたくなった。

「まあ！　いずれは夫おつととなる方にお仕つかえして何が悪いんですの？　あなたこそ、汚きたない口を挟はさまないで下さいまし！」

「おっとぉ？　おめー、何勝手に盛り上がってんだよ。天地はオレのもの。オレは天地のもの。出会った瞬しゆん間かんからそう決まってたんだ。な、天地？」

「え？……」

　こういう状じよう況きようでいきなり振られても返事が出来ようはずもない。

「そういうのを勝手な言い草と言うんです！　天地様のお顔を見てごらんなさい。困っていらっしゃるじゃないですか。いくら天地様が優ゆう柔じゆう不ふ断だん……いえ、お優しいからといって、つけこむにも程がありますわよ！」

　ここまで言われてさすがに魎呼も表情が変わってきた。

「阿重霞、おめー、黙だまって聞いてりゃ言いたいこと抜かしやがって、外で存分に話つけてやろうじゃねえか！」

　いきなり天地の頭越しに魎呼の手が伸びたかと思うと、阿重霞の胸むな倉ぐらをつかんだ。

　晴れ着の胸元がはだけ、雪のような肌はだが覗いた。

「あっ……」

　天地の視線と阿重霞の視線が、同時に、同じ部分に落ちた。

　微妙なカーブを描く、たおやかな曲線が、肌はだ襦じゆ袢ばんの陰かげに消えている。

　天地は思わず息を飲み、阿重霞はたちまち耳まで赤くなって、乱暴に襟えり元もとを引き寄せ、魎呼を殺しかねない勢いで睨にらみつけた。

「離しなさい！　この暴力女！」

「何だとお！　これが暴力ならおめーの言い草は何なんだ？　やることなすこと文句ばかりつけやがって、おめーの星には友好って文字はないのかよ？」
















「そういう言葉は化ばけ物相手には使わないんです！」

「化け物ぉ？　阿重霞、おめーと言う奴やつは……それが一いつ緒しよに戦った相手に言う言葉か？」

「あの時はあの時。私の結婚には樹雷皇家の未来がかかっているんです！　相手が誰であろうと、天地様は譲ゆずれませんわ！」

「天地はモノじゃねえぞ！　オレの命だ。てめえ、命まで取ろうってのか？」

「あなた、自分で言ってて恥はずかしくありません？」

　天地はさっきから頭を引っ込めたままの姿勢で思し案あんにくれていた。もうちょっと頭を下げれば座ざ卓たくの下をくぐって、反対側に出られるかな。そうだ。それが一番……。

「お姉ちゃんたち。元旦から喧けん嘩かは止よしてよね。せっかくみんなで和なごやかにお正月を迎えようとこのお膳ぜんを整えたあたしの努力はどうしてくれんのよ」

　砂沙美の声に、互いにつかみ合ったままの二人が振り向いた。

「どーしてもやりたいって言うならあたしも止めないわよ。お庭に出て、どうぞつかみ合いでも、殴なぐり合いでも、好きにしたら。天地兄ちゃんにも立ち会ってもらってさ」

「砂沙美ってば……ほんの冗じよう談だんよ。私がそんなはしたないまねするわけないじゃない」

　天地の手前、ということを思い出し、たちまち冷静になった阿重霞は、ロイヤル・スマイルを取り戻もどし、ついでに魎呼の襟えり元もとも直してやりながらにっこり微笑ほほえんだ。

「薄気味悪い、離せよっ……ったく、お前のせいでこんなことになったんだからな。天地。聞いてんのか？　天地！」

「は、はい！」

　座卓の下から返事が返って来た。思わず覗き込んだ魎呼と天地の目がばっちり合う。

「……ちょっと聞かせてもらおうか。おめー、そんなとこで何やってんだ？」

「ちょっと、気分を変えようかな……なんちゃって……」

「…………」

　その救いがたい沈黙を破って、勝仁の笑い声が響ひびいた。

「ほっほっほっ。若いもんは元気があっていいのお。天地。お前ももう少し覇は気きがあるといいんじゃが、ま、何事も慣なれじゃて」

　勝仁はほっほっほっ、と笑いながら立ち上がり、天地を招まねいた。

「さて、初はつ稽げい古こと行くかの。わしゃ、向こうにおるから、食い過ぎないうちに来るんじゃぞ。では」

　一同に軽く会え釈しやくすると、勝仁は悠ゆう々ゆうと部屋を出て行った。

「さ、さ、お嬢さんがた、向こうでカルタでもどうです？」

　毒どつ気きを抜かれた一同を持ち前のサービス精神で救ったのは天地の父である。

「お父様がそうおっしゃるなら、お相手を務めさせて戴いただきますわ」

　と、阿重霞。こういうところはそつがない。

「あっ、砂沙美もやるう～」

「私もやりますう～」

　お餅もちをくわえたまま、美星が慌あわてて顔を上げた。

「ちょっとこれ、うまく食べられなくってぇ、スライムの親戚かなんかなの？」

　まだ雑ぞう煮にを食べている美星である。

「それ、お餅っていうんだよ。お米から出来てんだよ」

「まあ、砂沙美ちゃんて、何でも知ってるのね。今日のごちそうだってお姉ちゃんが教えてくれたんでしょ？　私も今度お料理教えてもらおうかしら」

「えっ？　う、うん……」

　砂沙美はちらりと姉の方を見て、言葉を濁にごした。ここで料理の話を云うん々ぬんするのはまずい。

「あのね、お姉ちゃんて、外よその人に教えるの慣なれてないの。また後でね」

「？？？」

　見送る美星の顔に大きなクエスチョン・マークが浮かんだ。

「あの、私、何か悪いこと言ったかしら？」

　今まで、一言もしゃべらずに黙もく々もくと食べていた鷲羽が黒豆をつまみ上げたかと思うと、指の腹で潰つぶして見せた。

「あんた、あのお姫様に料理が出来ると思う？　これだって、自分で作ったとか言ってたけど、このふくよかな出来から見ても阿重霞じゃないってことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ。料理の話はしない方がいいわね」

「まあ、そうなんですか？　私、気がつかなくて……」

「あのお姫様に出来そうなことっていったら、豆を一晩水につけるぐらいよね。分かる？　お姉ちゃんに教えてもらったんじゃなくて、砂沙美ちゃんがお姉ちゃんに教えたのよ」

　事実、そうであった。

「あんた、刑事でしょ？　もうちょっと観察眼鋭するどくてもいいんじゃない？」

「はあ、すみません……」

「ま、私に謝あやまってもらってもしょうがないんだけど」

「はあ……」

「じゃ、行こうか」

　慣なれない着物につんのめりそうになった美星に手を貸しながら、鷲羽は改めてこの名物刑事の顔を吟ぎん味みした。

「もしかしたらあんたが勝ち取るかもしれないわね」

「え？」

「天地のことよ」

「勝ち取るって……まさか」

　美星の頰ほおが染そまった。

「どうしましょ。私なんかグズでとろくて、運がいいこと以外何の取りえもないのに。魎呼さんや阿重霞さんを差し置いて私だけそんな幸せになっていいのかしら。ね、そう思うでしょ？　鷲羽さ……あら？」

　美星は、派手に引っくり返った鷲羽を助け起こしながら、この人、どうしたのかしら、という顔で鷲羽を覗き込んだ。

「いててて……。つい、ギャグ的なコケをしてしまったじゃないのっ」

　鷲羽が晴れ着の裾を直しながら、美星を恨めしげに見返した。

「あのね、そう決まったわけじゃないのよ。あの二人が喧けん嘩かばっかりしてればあんたにもチャンスがあるって言っただけなの。ところでそういう努力はしてるの？」

「努力だなんて……私が努力するとなんか裏目に出そうで……」

「うーん……それは鋭するどい」

「でも、どうしてそんなに私のこと気にかけてくれるの？　あなたは魎呼さんの生みの親なんでしょ？　魎呼さんを応援してるんじゃないの？」

「あたし、恋愛ざたは嫌きらいなの」

　鷲羽は、冷静な天才科学者の顔に戻って、きっぱりと言い放った。

「え？」

「誰だれでもいいから早く天地とくっついてくれないかな。そうしないと遺い伝でん的研究が出来ないじゃない？」

「??」

「天地の能力は一体何なのか、あたしはそれが知りたいのよ。特異体質なのか、精神的エネルギーなのか、それを知るにはやっぱり一から育ててみないとねえ」

「一から育てるって……」

「子どもよ、子ども。あっ、そうか。何も待ってることないんだわ。あたしがちょっと天地に協力してもらえば……」

「えっ、鷲羽さんまさか……」

　天地さんを手ごめに……と言いそうになった美星は慌あわてて口に手を当て、一層赤くなった。

「……と思ったけどやっぱ止めるわ。いくら研究のためとは言え、そこまではね……」

「そうですよ!!」

　思わず力説してしまう美星。

「天地さんが誰を選ぼうと、やっぱりフェアプレーで行かなくっちゃ。私、誰にでもチャンスは平等にあると思うんです。地位をカサにきたり、脅きよう迫はくしたり、遺い伝でん子しで釣ったりしちゃいけないと思うわ。正々堂々と行きましょう！　ね、鷲羽さん」

　うーん、当たってる……かもしれない。

「あんたって結構真ま面じ目めなのね。見直したわ。よし！　鷲羽はあんたを応援する。がんばんなさいよ」

「はい！」

「ところで具体的な作戦はもう考えてあるの？」

「…………」

「それだけ言うからには何かあるんでしょ？」

「…………」

「まさか、何にも考えてないとか？」

「……済すみません」

　やっぱり何にも考えていない美星であった。

「はあ……こりゃまだまだだわね。だけど、天地は一体誰が好きなんだろ」

　そうなのだ。全ての問題はここから始まり、ここで終わるのである。で、肝かん心じんの天地なのだが。

　もうとっくに姿を消していたのであった。







　「今のお気持ちは？」







「今のお気持ちは？」

　もし、天地に向かって誰だれかがこう聞いたとする。すると天地はこう答えることだろう。

「いや……幸せです。（照れながら、だがきっぱりと）だって、かわいい女の子に囲まれて、その上、俺おれのことで喧けん嘩かまでしてくれて……有り難がたいじゃないですか。俺、去年の正月はじっちゃんと、父さんと、三人だけで過ごしたんですよね。うち、父子家庭でしょ？　今までずっとそうだったんです。女の人がいる正月なんて、考えられないですよね。それだけでも幸せです」

　その、誰かというのが、軽～いレポーターだったとする。次の質問はこうだ。

「成る程。よ～く分かります。では、ずばり、お聞きしましょう。阿あ重え霞か皇おう女じよと御ご婚こん約やくなさったというのは本当ですか？」

　天地は慌あわてふためく。

「噓うそですよ！　婚約なんて、してません。ちょっと、いろいろ誤ご解かいがあって……」

　レポーターは天地の発言を無視してこう続けるだろう。

「魎りよう呼こさんて、幼なじみの恋人がいますでしょ？　そちらの方はどうなんですか？　ギャラクシーポリスの美み星ほしさんとの噂うわさも聞いてますが。天才科学者、鷲羽わしゆうさんともお付き合いなさってますよね。それから、これはまあ、今の時点でどうこうと言うことじゃありませんけれども、阿重霞皇女の妹の砂さ沙さ美みちゃん、彼女まだ子どもですけどね、この子をかわいがってるという話も聞きますよね。これは、将来自分好みの花はな嫁よめに仕立てようっておつもりですか？」

　天地は絶句する。

「な、なんてことを言うんです！　俺は、俺はまだ、誰にも、指一本触ふれてないんですよ！　誰が好きとか、勿もち論ろん結婚とか以前の問題です。そりゃ、俺だって男です。女の子に迫せまられて悪い気がするはずないじゃないですか。でも、本当なんですよ。温泉行った時だって、俺からは指一本触れてません！　勿論キスもまだです！　付き合ってるって言ったって、みんな俺の家にいるんだから、しょうがないじゃないですか！」

　レポーターはここぞとばかり畳たたみ掛ける。

「それで、何にもないんですか？　いやー、信じられないですねえ。正直におっしゃって下さいよ。そんなに否定なさっても、ノゾキの事実とかみんな知ってますからねえ、温泉で」

「だ、か、ら、あれは父さんに無理やり……俺は純真な高校一年生です！　女の子は大好きだけど、指一本触れたこともありません！　あなた何が言いたいんですか？」

「指一本にこだわりますねえ。それじゃまあ、タッチはしたことがあると。その後はオフレコということで……」

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶ。記事にはしませんから、本当のところをちょっとだけ……」

「…………！」

「ほんとはアレでしょ？　やっぱり魎呼さんでしょ？　あの人大だい胆たんですもんね」

「…………!!」

　天地が犬だったらとっくにこのレポーターを食いちぎっていただろう。

　だが。

　そう簡単に済すまないのが人生というものである。




　正月だというのに閑かん散さんとした柾まさ木き神社の境けい内だいに入って来た天地は、足を止め、大きな溜ため息をついた。

「俺、どうしたらいいんだろう。阿重霞さんはすっかりその気になってるし、魎呼は魎呼で迫りまくるし……」

　天地は思った。そりゃ、阿重霞さんは魅み力りよく的だ。魎呼と喧けん嘩かしてる時はともかく、あんな楚そ々そとした女性は今時いないよな。気位の高いところも、いかにもお姫様って感じだし。

　でも、魎呼もかわいいんだよな。乱らん暴ぼうなところはしょうがないとして、あの一途なところがいいんだよな。俺が起こしたからって、責任とることないんだけどさ。でも、あんなに好いてくれるのに答えないっていうのも悪いよな……。

　それに。

　美星さん。空から落っこって来た時はびっくりしたけど、仕事持ってる女の子って、ちょっと違うよな。そりゃ、刑事っていう仕事に向いてるかどうかはまあ異い論ろんがあるだろうけど、一応神か我が人と事件だって解決したんだし、何より、あったかい感じがするのが魅力だよな。面と向かって何にも言わないけど、一いつ緒しよにいて、気が抜けるところがいいよな。あっ、気が休まるって言うのか。

　天地は更に、残りの二人を思い浮かべた。

　かわいくて、しっかり者の砂沙美ちゃん。将来誰と結婚することになっても、きっと、誰よりもいい奥さんになるに違いない。

　天才科学者、鷲羽。そもそも恋愛とか結婚とか、そういう世俗的なことに興きよう味みを持ってるのかどうか、それすら謎なぞだけど、あの目を見ただけでも、尋じん常じようの才能じゃないことぐらいは分かる。俺なんか太た刀ち打うち出来るとは思えないけど、彼女が恋をしたら一体どうなるんだろう。こっち見て、にこっと笑っただけでも俺、ドキッとするもんな。

　天地は再び溜ため息をついた。

　ああっ、もう。俺おれってどうしてこう、優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんだろう。いっそのこと、魎呼と出会わなければ良かった。そうすれば、俺だって普ふ通つうの高校生でいられたし、女の子に囲まれて、こんなに悩むこともなかったのに。

　そうか！

　天地ははたと思った。

　女の子は一人で十分だ。三人も四人も五人もいらない。多けりゃいいってもんでもないんだ。うん。これは真理だよな。

　ここでまた悩み出す天地なのである。

　あれ？　そういうのを何て言うんだっけ？

「帯おびに短し、襷たすきに長し」

　じゃない。

「羹あつものに懲こりてなますを吹く」

　でもない。

　えーと……。




「『過ぎたるは、及ばざるがごとし』じゃろ？」

「わっ!!」

　天地は腰こしを抜かしそうになった。

「じっちゃん！　いつの間に!?」

　涼しい顔で勝仁は木ぼく刀とうを放ってよこした。

「妙なことを考えておるから、わしの気け配はいも読めんのじゃ。ほれ、さっさとやらんか」

　神社の境内の、その一角にしつらえた稽古場。

　その稽古場で、いつも通り、距離を取って向かい合いながら、天地は思った。

　どうして俺おれの考えてることが分かったんだろう。これこそ秘ひ伝でん奥おう義ぎだよな。

「そんなもん、お前の顔に書いておったわい。鼻の下伸ばしおって、誰だれが見たって一いち目もく瞭りよう然ぜんじゃ。ことわざも使えんで、何が高校一年生じゃ」

　負けた。天地は諦あきらめて、基本姿勢を取った。樹雷皇家に伝わる柾木流光こう鷹おう剣けんの型である。流れるような独特の立ち回りが続いた。

「俺、ほんとにそんなにやけてたかなあ。結構深刻に悩んでたんだけどな」

　基本姿勢に戻もどった時、天地はぽつりと呟つぶやいた。幼さの残る顔が上気している。ふっと勝仁が微笑ほほえんだ。

「何を気に病んでおる。お前にはお前の良さがある。悩むということは、お前が真ま面じ目めに考えている証拠じゃ。そういう優しいところがみんなに好かれとるんじゃないかの。気にせんでええ」

　意外な言葉に天地は顔を上げた。そうか。じっちゃんはやっぱり分かっててくれたんだな。

　天地の顔に照れたような笑みが浮かんだ。

「俺、まだまだだよな。早くじっちゃんみたいに光鷹剣を使いこなせるようにならなくちゃ。いざという時、大事な人も守れないよな」

　微笑んだまま、勝仁が頷うなずいた。師し匠しようと愛まな弟で子し。そして祖父とその孫。感動のツーショット。だが、こういう場面は長続きしないのがこの話の特徴である。




「はろ～。頑がん張ばってるじゃん？」

「りょ、魎呼！」

　もう来たのか。天地は内心がっくり来た。カルタ大会はどうなってるんだ。人がせっかくうまく抜け出して来たっていうのに。

「あっ、気にしないで。続けていいよ。あたし、ここで見てるから」

　何という思いやりのあるお言葉だろう。天地は再び基本姿勢を取りながら、そっと魎呼の顔を盗ぬすみ見た。いつもなら……。




「なーに、ちんたら稽けい古こしてんだよ。おめーの動きなんてトロくて見てられねーんだよ。あたしが稽古つけてやるからこっち来な。ほら！　行くぞ！」

「てっ。急に消えるなよ。俺は人間なんだからなっ。お前みたいに空飛んだり、空間移動したりできないんだぞ」

「そんなこと言ってるからいつまでたってもダメなんだよ。ほら、後ろ取ったぞ」

「いててて。爪つめ出すな。嚙かみつくな。首絞しめるなよっ。お前は山やま猫ねこかっ」

「山猫型異い星せい人じんと戦う時、役に立つぞ」

「そんなのあるかよ」

「あるっ。あたしが宇う宙ちゆう海かい賊ぞくだった時、どんぐり山という星で……」

「は？」

「果たし状が来てさ。勝ったら、秘ひ宝ほう《金のどんぐり》をやるという……」

「金のどんぐりィ？　そりゃ、山猫から手紙が来て、行ってみるとどんぐりどもが誰が一番偉いかで揉もめてて、その裁判の手伝いをしてやったら、山猫がお礼に、しゃけの頭と金のどんぐりとどっちがいいかって言う、あれか？　もしかして、それ童話じゃなかったっけ？　『どんぐりと山猫』って言う……」

「説明ゼリフをありがとうよ、天地。おめェ、良く知ってんな」

「良く知ってんなじゃないっ。そうやって俺のこといじめてお前楽しいか？」

「だって天地ってかわいいんだもん」




　と、なるのがいつものパターンである。日本のファンタジーの元がん祖そ、宮澤賢治先生ごめんなさい。

　妙な回かい想そうをしている間に稽けい古こが始まり、天地は余計なことを考えている暇がなくなってしまった。

　むむ。まずい。

　いつしか防戦一いつ本ぽん槍やりになってしまった天地は心の中で呟つぶやく。人が見てると思うとつい堅かたくなっちゃうんだよな。でも、魎呼の奴やつ、何で今日はおとなしいんだろ？　きっと何か魂こん胆たんがあるに違いない。

　再び天地は魎呼の方を盗み見た。着物を着て縁えん側がわに腰こし掛かけている魎呼は妙にしおらしく見える。

　あいつ、さっき阿重霞さんと喧けん嘩かしたことちょっとは気にしてんのかな。それにしても……。

　いや、こんなこと考えてる場合じゃない。

　天地は強ごう引いんに気持ちを稽古に集中させようと試みた。

　正月早々、女の子にかまけていてどうする。

　今、俺に必要なのはもっと自分を磨みがくことだ。

　じっちゃんは俺に、自分の力を信じろ、と言った。あれは、神か我が人とと戦う前だっけ。まだ天地剣も使いこなせるかどうか分からなかった俺を信じてくれたんだ。今の俺は、その時と比べて少しはましになったんだろうか。

　唐とう突とつに、神我人の姿と、ぼろ切れのように投げ出された魎呼の姿が天地の脳のう裏りを過よぎった。そして、神我人の力に太た刀ち打うちできなかった自分の姿も。

　あの後、確かに、俺は勝った。

　だが、あれは俺の力じゃない。伝説の船、津つ名な魅みの精せい霊れいが与えてくれた不ふ思し議ぎな力がなかったら、あの圧倒的な力の前で、俺はこの宇宙から塵ちり一つ残さずに消えていただろう。あの時神我人に勝てたのは何だったのか、俺おれにはまだ分からない。

　光こう鷹おう翼よく。そして光鷹真しん剣けん。宇宙最大の謎なぞ、そして最大のエネルギーと呼ばれるものを確かに俺は使いこなしていた。いや、そんな意識すらなかったのだ。

　俺の中に津名魅の意志が、心が、乗り移っていたようだった。あの、溢あふれるような光と、そして力。俺はその一部になっていたようだった。

　あの力についてはじっちゃんも、何一つ語らない。

　俺はここに帰ってからじっちゃんに聞いたんだ。だが、じっちゃんは首を振ってこう言ったきりだったっけ。

「天地。それがお前の力。お前の運命なのだ。自分を磨みがくが良い。わしに言えるのはそれだけじゃ」

　と……。

　俺の運命？

　天地の脳のう裏りを突然、魎りよう呼この顔が過よぎった。

「あたしは天地のもの。天地はあたしのもの。天地はオレの命なんだあああっ」

　余りの唐とう突とつさに、思わず木ぼく刀とうを取り落としそうになったその時。

「とりゃっっ」

　勝かつ仁ひとの一いつ刀とうが天地の額から僅わずか一ミリのところで停止していた。

　天地は思わずその場にへたり込んだ。

　その時。




「お茶が入ったよお」

　魎りよう呼この呼ぶ声がした。

「おお、済すまんの。今日はここまでにしとくか」

　相変わらず飄ひよう々ひようとした顔かおで勝仁が振り向いた。

　魎呼がお茶だって？　まるで、この世の終わりが来たんじゃないか、というような表情で、へたり込んだままの天地も振り向いた。

　これは変だ。絶対何かある。阿あ重え霞かさんならともかく、魎呼にお茶を入れるなどという発はつ想そうがあるとは思えない。今日は一体どうしたって言うんだ？

　という天地の疑ぎ惑わくなど知らぬ気に、魎呼と勝仁は縁えん側がわに座って和なごやかに談笑を始めていた。

「いやー、やっぱり女の子の入れたお茶は一味違うの。魎呼、お前も最近少しは女らしくなって来たな。その着物もよう似合っとる」

　勝仁に誉ほめられて、魎呼はちょっと俯うつむいた。まるで、恥はじらっているようだ。

　恥じらってる？

　天てん地ちがひっくりかえったんじゃなかろうか。

　おずおずと、天地は声を掛けた。

「魎呼。……あのー……」

「はい、お茶」

　間かん髪はつを入れず、湯飲み茶ぢや碗わんが手渡された。笑顔が眩まぶしい。ファーストフード店でいうところのスマイル＝０円、というやつだ。

　天地は爆ばく弾だんを手渡されたような気分で、立ったまま茶を啜すすった。頭の中ではさっき言いかけた疑問がエコーしている。

　どうしたんだ。一体何があったんだ。俺に何を言いたいんだ。どうして今日に限ってお茶なんか入れてくれるんだ？

　と、天地の心を見み透すかしたように、魎呼が聞いた。

「おいしい？」

「あっ、ああ……」

　危あやうくお茶にむせるところだった。

　おいしい？　おいしいだって？

　魎呼が気き配くばりしてる。

　天地は絶句した。これは魎呼じゃない。少なくとも、さっき阿重霞さんと喧けん嘩かしてた魎呼じゃない。

　天地は魎呼を見み詰つめたまま無意味に頷うなずいた。今度は何が起こるんだろう。頼たのむから、「私、きれい？」なんて言わないでくれよ。俺おれは生まれつき、気が弱いんだ。そんなことを聞かれたら、一体何て返事したらいいんだ？

　すると、それもまた、見み透すかしたかのように、魎呼が口を開いた。

「ねえ、天地ぃ……」

「わっっ」

　天地の手から茶ちや碗わんが滑った。この状態で茶碗を落とさないようにするにはマジック・ジョンソンなみの反射神経が必要である。あいにく天地の反射神経は、そこまで上等に出来ていなかった。

「何をやっとんじゃ」

　落下寸前の茶碗をひょいと受け止めた勝仁は、あきれ顔で天地の手に茶碗を収めてやりながら、ついでに腰こしを伸ばし、肩を二、三度回した。

「さて。魎呼は何か、天地に話があるんじゃろ？　ついでと言っては何じゃが、二人でにんじん畑を見て来てくれんか。わしは母おも屋やの方に戻もどっとるから」

　それだけ言うと、勝仁はさっさと母屋、つまり柾まさ木き家の方へ歩き出した。

「ま、待ってくれ」

　俺を一人にしないでくれ。

　思わず後を追おうとした天地の腕を、思いがけない強さで引き留とめるものがあった。

　意外にほっそりした指。今まで散々天地を小こ突づき回したり、襟えり首くびつかんだりしていた同じ魎呼の手とは思えない。着物の袖そでから出ているだけで、どうしてこうも印象が違うんだろう。

　天地は振り返り、視線を顔に上げた。

　半なかば、開かれた唇くちびる、何かを訴うつたえているような、心なしか濡ぬれた瞳ひとみ。上気した頰ほお。

　まずいっ。これはいけないっ。

　天地の背を戦せん慄りつが走った。神か我が人とと対決した時とは別の種類の戦慄である。

「魎呼……？」
















　と、その声に引き寄せられるかのように、魎呼が手を伸ばし、もう片方の腕を捕とらえた。

「天地……」

　ま、まずい。自分で自分を追い詰つめてしまった。こういう状じよう況きようでこんな声の掛け方をすれば、そういう返事が返って来るに決まっている。俺は何という愚おろか者なんだろう。

　と、魎呼が一歩、前に踏ふみ出した。熱い息が感じられる程、二人の顔は接近している。これ以上接近すれば、行き着くところは一つしかない。

　天地の脳のう裏りのワイドスクリーンは、もう次のカットを映し出していた。主演、天地。衝しよう撃げきのキスシーン。

「ま、待てっ。ちょっと、待ってくれっ」

　天地は残っていた全ての理性をかき集めて、魎呼から身を引き離した。

「魎呼。俺は、そんなつもりじゃなかったんだ。心の準じゆん備びをさせてくれ。いきなりこれじゃ、俺の立場ってものが……魎呼？」

　一杯に見開かれた瞳ひとみが潤うるみ出した。唇くちびるが震ふるえている。

「りょ、魎呼??」

　天地は心底、自分のベッドに帰りたい、と願った。この状況を救えるものがあるとすれば、それは暖かい布ふ団とんで作られた、何の不安もない暗くら闇やみだけである。

　と、その時。

「バカヤロおおお!!」

　ショック・パターンが走り、脳のう天てんに響ひびくような衝しよう撃げきが来た。

「あたしが、あたしがどんな思いで来たか、分かってんのかよ！　阿重霞みたいにすれば、お前がこっち向いてくれるかと思って、必死で考えて来たのに。もう、いいよっ。お前はあたしのこと嫌きらいなんだ。阿重霞にはキスしても、あたしにはしてくれないんだっ。お前なんか、お前なんか……」

「ま、待てっ。キスなんか……」

　してないっ。噓うそじゃない。と、言おうと思った天地の言葉は嵐あらしのような魎呼の叫び声に搔かき消されてしまった。

「お前なんか、あの時、本当に死んじゃえば良かったんだあああ！」

　万ばん事じ窮きゆうす。

　怒りに肩を震ふるわせている魎呼の後ろ姿を前に、天地はなすすべもなく、ただ、突っ立っていた。

　ごめんよ、魎呼。でも、噓じゃない。情けない話だけど、俺は誰ともキスなんかしたことないんだ。だって、そうだろう？　キスなんて、そんな簡単に出来るもんじゃない。もっと、そういうのは特別な……。

　特別な？

　思いがけず、胸が痛んだ。

　この気持ちは特別じゃないって言うのか？

　こんなに、なりふり構わず、俺とキスしたいっていう、この気持ちは？




「魎呼……」

　ふっと、魎呼が振り向いた。

　涙が、幾筋もその頰ほおを伝っている。まるで、母親に叱られた子どもみたいに。

「魎呼、ごめん」

　泣き顔が驚おどろいた表情に変わった。

「ちょっと、その、何て言っていいか、分かんなくて」

　驚きが、訝いぶかし気げな表情に変わった。

「俺おれ、うまく言えないけど、いつもの魎呼の方がいいな。何て言うか、あんな風にされちゃうと俺もどうしていいか、分かんなくなっちゃうし……」

　訝し気な表情がふっと緩ゆるんだ。

「天地。あたし……」

　魎呼は言い澱よどんだ。言葉を一生懸命探してるように見える。

「あたし、お前のこと、誰だれにも取られるの、イヤなんだ。こういうの、好きって言っちゃいけないのか？　どう言っていいのか分かんないんだ。阿重霞や美星みたいに、親があって育ったんじゃないしさ」

　魎呼の顔が寂さびし気に陰かげる。

　そうだっけ。魎呼は鷲羽わしゆうに作られたんだ。生まれた時からこの姿で、神か我が人とに使われる為ためだけに訓練されたんだ。戦闘と、破は壊かいのエキスパートとして。

「好きっていうの、あたしが初めて、自分ひとりで覚えた気持ちなんだ。七〇〇年間、ほこらの中からはい出ることばかり考えてて、精神体だけやっと外に出られた時、お前がいたんだ。小さくって、撥はね回ってるばかりで、でも必ず『お母ちゃん』のところへ帰ってくお前がさ……。あたし、うらやましかった」

　天地は、何も言えずに、魎呼の顔を見た。こんな話をする魎呼は初めてだ。

「そのお前が、言ってたんだ。『お母ちゃん、大好き！　お母ちゃん、一番大好き』って」

　魎呼は顔を上げて、天地の顔をまっすぐに見た。

　食い入るような瞳ひとみだった。

「魎呼……」

　そうか。そうだったのか。

　恋なんていうんじゃないんだ。俺は、魎呼にとって、生まれて初めて出会う、『お母ちゃん』みたいな存在だったのか。

「お前……」

　言葉が詰つまった。記憶の奥底に封ふうじられていた面おも影かげが鮮あざやかに甦よみがえって来る。

　藤ふじ色いろの着物が良く似合っていた母。

　白い日ひ傘がさの下で、優しく微笑ほほえんでいた母。

　思い出という写真のフレームに閉じ込められた、永遠の夏。

　たった五年しか、一いつ緒しよにいられなかった母……。

　だめだ、思い出しちゃ。せっかく、せっかく今まで忘れていたのに。




　気がつくと、天地は顔を背そむけたまま、爪つめが食い込む程拳こぶしを握にぎり締しめていた。

　視界が滲にじんでいる。

　天地は慌あわてて作さ務む衣えの袖そでで涙を拭ぬぐった。

「くそ……。思い出しちまった」

　と、背に暖かい感かん触しよくを感じた。腕が回され、振ふり袖そでが羽根のように天地の体を包みこんだ。

「見てたよ。……ずっと、見てた」

　はっと体を堅かたくした天地を宥なだめるかのように、魎呼の頰ほおが天地の背に押し付けられた。

「何にも出来なかったけど、ずーっと、見てたんだ。お前は良く、ほこらに泣きに来てたよな。……どんなに、声を掛けてやりたいと思ったか。この手で撫なでてやりたいと思ったか。……でも、出来なかったんだ。そしてお前は、じっちゃんと稽けい古こを始めて、ほこらに来なくなった。あたしは、神社の中には入れなかった。だけど、お前が外にいる時……遊んでる時も、転ころんで泣いた時も、いつだってそばにいたんだぜ。でも……。段々と、お前はあたしの気け配はいを感じなくなっていった。まるで、子どもの時の全てを忘れようとしているみたいだった。そして、ある日、お前は出て行ったんだ」

　魎呼は、少しの間、天地の感触を確かめるかのように口をつぐんだ。そして、つっかえながら話し出した。

「寂さびしかったよ。……寂しいってことが、どんなに辛つらいことか、その時初めて分かった。あたしに、こんな思いをさせたお前が無む性しように憎かった。あたしは、お前をつかまえて、粉々にしてやりたいと思ったよ。でも、実体のあたしは、暗くて冷たいほこらの中に沈んだまま、指一本動かせなかったんだ……」

　すっと温もりが離れ、魎呼が後ずさる気配がした。

「……あたし、化ばけ物だもんな。阿重霞の言う通りだよ。人間みたいになれないんだ。魎りよう皇おう鬼きと一いつ緒しよに、ずーっと、ずーっと、宇う宙ちゆうを飛んでた方が良かったな。いつか、再生器官がやられて、倒れたまんま、意識がなくなるまで……」

　天地は、たまらなくなって振り向いた。

「違う！　そんなこと言うなよ。魎呼!!」

　思わず手が伸びて、天地は我知らず、魎呼を引き寄せていた。

「そんなこと、どうでもいいじゃないか。魎呼は、魎呼なんだ。そのままでいいんだ。無理に、人間になろうなんて思わなくていいんだ。だって、俺は、そのままの魎呼が好きなんだから！」

　魎呼の動きがはっと止まった。

　好き？

　魎呼が好き？

　今、本当にそう言ったのか？

「天地……」

　魎呼の頰ほおがかっと熱くなった。

　変だ。どうしてこんなに震ふるえてるんだろう。

　どうしてこんなに、体が熱いんだろう。

「天地。……あたし、変だ。力が入らない」

　弱々しく、魎呼は天地の手を振り払おうとした。そして、バランスを崩くずし、天地の胸に倒れかかった。

「魎呼？」

　天地に抱き止められたまま、魎呼は一いつ瞬しゆん、身をもがいた。

　いや。

　あたし、……怖こわい。

　顔を背そむけ、子猫のように爪つめを立てて、魎呼は必死にこの、なんと名付けていいか分からない自分の感情を制せい御ぎよしようとしていた。

「どうしたんだ、魎呼？」

　返事はなかった。早い息いき遣づかいだけが伝わって来た。

「魎呼！」

　無理やり振り向かせた顔に、懇こん願がんとも、脅おびえともつかぬ表情がひらめいた。

「天地……ダメだ……こんなに苦しいなんて……あたし……」

　不意に体が引き寄せられたかと思うと、魎呼は抗あらがう間もなく、天地の腕に抱き締しめられていた。

　一瞬、息が止まった。

　魎呼の中で、何か、堅かたいものが弾はじけたような気がした。

　やがて、それは、とろけるような暖かさの中で、ゆっくりと消えていった。

　魎呼は、目を閉じた。

　暖かい、闇やみ。

　こんな気持ちがあるなんて。

　これが、好きっていうこと？

　離れたくない。

　このままずっと、こうしていて。

　これが……。

　これが、恋なのね。




　穏おだやかな初春の日差しの中で、二人の姿は永遠という瞬しゆん間かんを切り取ったかのように見えた。

　誰だれにでも、そんな瞬間が訪おとずれる。

　お互いの腕の中で、今この時、この温もりだけが永遠なのだ、と信じられるような瞬間が。

　それがたとえ、春の淡あわ雪ゆきのように消え行く永遠であろうとも。

　だが。

　二人の上に一瞬舞い降りた永遠の女神は、もう次の瞬間へと飛び去って行った後だった。

　そして、その後に訪れる現実というものは、やけに残ざん酷こくだったりするのが落ちである。

　現実は、明らかな悪意を持っていた。

　そして、それは今、ちょうど鳥とり居いをくぐろうとしているところだった。







　「何をなさっているのです……!?」







「何をなさっているのです……!?」

　その声に、本能的な危険を感じ取った二人は、さっと身を離はなした。

　振ふり向くまでもなかった。

　最悪の現実である。

　阿あ重え霞かは、バックに雷らい雲うんと破は滅めつの予感を引きずって、つかつかと二人の前にやって来た。

　そして、一歩も引かぬ構えで、退路の真ん中に立ちはだかった。

「あ、阿重霞さん」

　天地が上ずった声で返事を返した。

「一体、どうしたんですか？」

　カルタ大会は。と、付け加えるのを天地はすんでのところで思い止とどまった。天地としては、上出来である。だが、欲を言うなら、もうちょっと適切な言葉を探さがした方が良かっただろう。

「何がです？」

　氷のような返答が返って来た。

「何って？」

　天地は自みずから墓ぼ穴けつを掘っているような気がした。いっそのこと、埋うめられてしまった方がはるかに楽だったに違いない。

「魎りよう呼こさんと、今、何をなさっていたかとお聞きしているのです!!」

　バウンティーハンターのような視線が、天地の顔にターゲット・ロックされた。

　天地の脳のう裏りに、今まさに凶きよう風ふうに吹き消されようとしている蠟ろう燭そくがくっきりと浮かび上がった。

　笑ってはいけない。

　少年の心は、この種の緊きん張ちように耐え得るようには出来ていないのである。

「天地さまっっ」

　阿重霞の声が頭の中の蠟燭ごと、天地を吹き倒した。

「は、はいっ」

　阿重霞の視線はぴたりと天地の顔に据すえられたままだ。

　天地はほとんど空からっぽになった頭の中で、懸命に文章を組み立てようとしていた。

「あの、俺おれ……別に、何かしてたわけじゃなくて……」

　阿重霞の視線に打ち落とされていく言葉が目に見えるようだった。

「魎呼がちょっと、気分が悪くなったんで、その……」

　阿重霞の目がすっと細められた。

「心配で……」

　空っぽになった頭の中から最後の言葉が出ていった。

　阿重霞は重々しく、魎呼の方に視線を移動した。

「この女が、気分が悪くなった、ですって？」

　再び、バジリスクのような視線が天地の方へ戻もどって来た。

「もう少し、まともな噓うそをついて戴いただきたかったですわ」

　あくまでも、冷静に、阿重霞は天地を詰きつ問もんしようとした。

　だが、出来なかった。裏切られた怒りの方が大き過ぎたのだ。

　阿重霞の唇くちびるが震ふるえた。

「私……私……天地様を信じておりましたのに。結婚前から浮うわ気きなさるなんて」

　阿重霞はきっと魎呼を睨にらみつけ、皇女にあるまじき勢いで魎呼につかみかかろうとし、そして、虚こ空くうをつかんだ。

「何やってんだよ、てめーは」

　阿重霞の背後から、声がした。心底、うんざりした、といった調子の声だ。

　阿重霞はかっとして、今度こそ、この憎い敵を捕つかまえようとし、また虚空をつかんだ。

「あたしと天地が一いつ緒しよにいちゃ悪いか？　え？　何でそう下げ世せ話わなことばっか考えつくんだよ」

　再び、阿重霞の背後から声がした。

　阿重霞の顔が引きつった。もう許せない。

「下世話なのはあなたの方ですっ。私は樹じゆ雷らい皇家、第一皇女なのよ。その私に向かって、下世話とは何よっ。出たり消えたりしないで、じっとしてたらどうなのっ」

　阿重霞の言葉を無視するように、魎呼は近付いてきた。その距離約十センチ。

「じっとしてどうするんだ。え？　阿重霞お嬢さま。あたしが黙っておめーに殴なぐられるとでも思ってんのかよ？」

「な、何ですって？」

　不意に、魎呼の姿が消えた。と、思う間もなく、阿重霞の上に脱ぬぎ捨てられた魎呼の着物がばさりと落ちて来た。

「魎呼？」

　天地は仰ぎよう天てんして空を見上げた。

「ちょっと、何よ！」

　阿重霞が頭から着物を毟むしり取った時には、ボディスーツ様の戦闘服に身を包んだ魎呼が、阿重霞の頭上でオーラ・ブレードをぴたりと構えていた。

　魎呼の目が金色の光を帯おびている。危険な兆ちよう候こうだ。

「あたしはなあ、何かっていうとおめーが出てくんのに、もううんざりしてんだ。天地、天地って、天地がいつおめーと婚こん約やくしたんだよ。おめーが一人で騒さわいでるだけじゃないか。宇う宙ちゆうはおめーの回りを回ってるわけじゃないんだぞ。言っとくけどな。あたしは、おめーの家来でも何でもないんだ。今度何か言ってみろ、こいつで叩たたっ切ってやるからな！」

　魎呼は、オーラ・ブレードの切っ先を、ずいと阿重霞の鼻はな先さきに突き付けた。

「な、何よっ」

　阿重霞はオーラ・ブレードを押し退のけようとし、急に手を止めた。

　違う。これは、いつも喧けん嘩かしてる魎呼じゃない。

　阿重霞がたじろいだ瞬しゆん間かん、オーラ・ブレードが一いつ閃せんした。晴れ着の帯おびが真っ二つに切れ、はらりと前が開いた。

　一瞬、阿重霞は自分の身に何が起こったのか、把は握あくできなかった。

　天地も同様である。

　理解に至ったのは、更に、晴れ着の両袖そでが切って落とされてからであった。

「や、止めろ……魎呼！　止めてくれ！」

　天地は咄とつ嗟さに二人の間に入った。

「どけェ、天地!!」

　魎呼の剣が真横に薙なぎ払われ、衝しよう撃げきの余波が天地の作さ務む衣えを切り裂さいた。

「あなたっ!!　天地様まで殺すおつもり!?」

　絶ぜつ叫きように近い阿重霞の悲ひ鳴めいが響ひびき渡った。

「うるさいっ！　いつもいつも、いつもいつも邪じや魔ましやがって、あたしが天地を好きになって何がいけないんだよっ。おめーに渡すぐらいなら、この場で天地を殺してやる！　あたしも死ぬっ」

「ひえぇっ、魎呼！」

　魎呼の一いつ閃せんが天地の頸けい動どう脈みやくすれすれのところを通過した。

　これが、さっきと同じ魎呼か？

　あの、初めてかいま見た、青春映画のような一コマは何だったんだ？

　いや。

　こんなこと考えてる場合じゃないっ。

　俺おれは、こんなこと考えてる間に、十六歳の生しよう涯がいを閉じているかも知れない。

　でも。

「俺が、何をしたって言うんだあああ！」

　天地は死に物狂いで、宙に浮かぶ魎呼の足にすがりついた。

「止めろっ。何でもいいから止めてくれっ。俺は、生きて帰って来たばっかりなんだぞっ。二人とも、あの時は手を取り合って喜んでたじゃないか。なのに、どうしてこうなっちゃうんだよっ」

「ちくしょうっ。離せ、天地っ。あたしはこの女を叩たたっ切ってやるんだ！」

　天地に引きずり降ろされた魎呼は猛もう然ぜんと反はん撃げきを開始した。

　殴なぐるわ、嚙かみつくわ、引っ搔かくわ。

「いててっ。俺はお前の爪つめ研とぎ板じゃないんだぞ。頼たのむから、冷静になってくれよっ」

「あなたっ、私の天地様に何するのっ」

　阿重霞がその攻防に加わった。

　もはや、オーラ・ブレードも、結けつ界かいも忘れ去られている。

　とても人間同士の争いとは思えない。

　三匹の猫ねこの喧嘩である。

　冷静な者がこの現場を見たら、きっとバケツ一杯の水を汲くみに行ったことだろう。




「あのー、鷲羽わしゆうさん。どうしてバケツなんか持ってくんですか？」

「いいのいいの。もうすぐ分かるからね」

　重いんですけど。と、続けようと思ったところに先を越されてしまい、美星は黙だまって石段を上がり始めた。

　その後をちょこちょこと魎りよう皇おう鬼きがついて来る。

　と、魎皇鬼がぴんと耳を立てた。

　美星の耳にもそれは聞こえて来た。

　女の金かな切きり声、喚わめき声、その合間を縫ぬって哀あい願がんする男の声。

　いくら、美星がトロくても、これなら分かる。

　痴ち話わ喧げん嘩かだ。

「まああ、大変！」

　刑事としての本能で、重いバケツを抱かかえたまま、美星は走り出していた。

　バケツの水を一いつ滴てきもこぼさないところは、さすが刑事である。

　きっと、辺境勤務の間に消火訓練もやらされていたに違いない。

　それはともかく。




　ばっしゃ～ん!!




　一ミリの狂いもない、正確かつ迅じん速そくな消火活動が功こうを奏そうした。

　びしょ濡ぬれの頭が三つ、揃そろって振り向いた。

「美星さん……！」

「銀河を股またに掛けた痴話喧嘩ってわけ？」

「鷲羽さん!!」

　天地が間まの抜けた返事をしている間に、阿重霞と魎呼はさっと飛び離れ、自分たちの姿を少しでも見苦しくないものにしようと、身み繕づくろいを始めていた。

「大事な話をしようと思ったんだけど、三人とも、着き替がえが先だわね」

　と、いうのが科学者としての鷲羽の助言であった。

　と、言っても、都つ合ごう良く着替えが出て来るわけではない。

　鷲羽は被ひ災さい者しやのごとき三人を前に、と言うより、悪たれ坊主を前にした担任教師のように溜ため息をついた。

「まあ、いいわ。とにかくちゃんと着替えて、顔を洗って、私の部屋においで。いつまでたっても帰って来ないと思ったら、案の定じよう……。あんたたち、お姫様に皇おう子じ様でしょ？　もっと他にやることないの？」

「だって魎呼が……」

　思わず言い返そうとした阿重霞は、鷲羽の冷静な視線の前に言葉を失い、赤面した。

　そりゃそうだけど……。どうして皇女の私がこんな、子どもみたいに怒られなきゃならないのよ。

　自分の子どもじみた言動を忘れて、阿重霞は魎呼を睨にらみつけた。

　言わせてもらえば、全てはこの、泥どろ棒ぼう猫ねこのせいなのよ。

　こいつさえいなければ。

　天地様と私の間を邪じや魔まする奴やつはこの宇う宙ちゆうに一人もいないのに。

　思わず、視線がきつくなる。

　それを無視するように、魎呼が立ち上がった。わざとらしく埃ほこりを払い、猫のように体を伸ばす。

「あーあ、せっかく人が水入らずで楽しもうって時にさ。あたしゃ疲れたから、帰って寝るわ」

　その言葉が又、阿重霞の神経を逆さか撫なでした。

「ちょっと、魎呼さん!!」

　阿重霞がすっくと立ち上がる。慌あわてて天地も立ち上がった。

「又なの？　そんなことばっかりしてるんなら、絶対見せてやんないわよ。あーあ、あんたたちを大人おとな扱あつかいした私がバカだったわ。さよなら」

　鷲羽は踵きびすを返して歩き出した。美星が慌てて後を追う。

「どうしたんですか、鷲羽さん？」

「いいのいいの。あんなガキどもはほっといて、好きなだけ果たし合いでもさせときゃいいのよ。大体、この宇宙一の天才科学者が何をしてるか、関心も持たないような低級な連中の為ために、せっせと働いてたかと思うと自分が厭いやになるわ」

「はあ？」

「色ボケだわよ。どうせ男のことしか頭にないんなら、さっさと実行に移せばいいのに。魎皇鬼、そんなとこに隠かくれてないで、鷲羽のところにおいで！」

「みゃ??」

　危険を避さけて、植え込みの陰かげに隠れていた魎皇鬼が、にんじんをくわえ、耳を立てて振り向いた。

「またにんじん！　あんたその姿だと、全く、ケモノ同然ね。そりゃ、どこに行っても、エネルギーを補ほ給きゆう出来るように作ったのはこの私なんだけどさ。あああ、腹が立つ！」

「ど、どうしたんですか、鷲羽さん？」

　美星には、何な故ぜ鷲羽が急に怒り出したのか、さっぱり分からなかった。恐らく、その場にいる誰だれ一人、分かっている者はいなかっただろう。

　そりゃそうだ。言わなきゃ分かるはずもない。

　だが、鷲羽の頭には、そういう回路は存在していない。

　大事な話がある、これだけで分からない者はみな、頭が悪い。

　そういう世界である。

　と、鷲羽は振り向いた。

「私、暇なの！　退たい屈くつで退屈で死にそうなのよ!!　この鷲羽に、誰もモノを頼たのみに来ないじゃない。おまけに、絶ぜつ海かいの孤島みたいなこの星の原始的な生活になじんじゃってさ。聞こえて来る話は天地様、天地様、ばっかり。それも、言ってるだけで、誰も実行に移そうとしない。人がせっかく、この辺境の星を銀河一の大科学都市にしようと思ってるのに!!」

「どぇ～!?」

　そんな大構想があったのか。

　食事時以外は部屋にこもって、一体何してるのかと思ってたら。

　天才の考えることは分からない。

　そう言えば、もう一人、良く似た人物がいたっけなー。もう御お亡なくなりになったけど。

　美星は、神か我が人とのことを思い出し、思わず呟いた。

「類るいは類を呼ぶって、本当だったのね」

「え？」

　鷲羽が聞き咎とがめた。

「いいえ、ちょっと、鷲羽さん。そりゃまずいですよぉ」

「どうして？」

　こう無む邪じや気きに聞き返されると、返事に困る。

「だって、ここ、地球はぁ、一応、銀河特別保護地域だしぃ、高次文明の干かん渉しよう、接せつ触しよく、一いつ切さい禁じられてるんですよぉ。勿もち論ろん、戦闘も、基礎工事も、禁止です！」

　美星は思わず、拳こぶしを振り上げて力説した。

「だから……あんた、人の話聞いてないわね」

　聞いてますけど。と言いかけたのを美星は咄とつ嗟さに飲み込こんだ。

　天才を怒らせるとどんな崇たたりがあるか分らないではないか。

「いい？　だからまず、手初めに、アンシブルを作ったわけ。龍りゆう皇おうは木こっ端ぱみじんだし、あんたの船はブラックホールに飲み込まれちゃうし、魎皇鬼はお尋ね海かい賊ぞく船せんだし、このままじゃ私の才能を、宇宙に知らしめる方法がないでしょ？　ああ、私って、やっぱり天才だわ。ちょっと、美星一級刑事！」

「は、はいっ」

　思わず返事をしてしまうところが、宮みや仕づかえの悲しさである。

「あんたを私の研究室助手に任命してあげるわ。早くおいで。走るのよ！」

　鷲羽は喜々として、石段を駆かけ降り始めた。

「ま、待って……」

　アンシブル？　高次文明の象しよう徴ちようとも言えるあの、汎はん宇う宙ちゆう即時通信機を作ったって？

　やったぁ！　これで、神か我が人と事件解決の報ほう告こく書しよが送れるわ！

　その後は、休暇よ。休暇！

　私も晴れて休暇を取って、の～んびり、出来るんだわ。

　あの、天地さんと初めて会った、上かみ竹だけ温泉に行こうかな。

　二人っきりでなくともいいわ。

　チャンスぐらい、作ればいいんですもん。




　自分の空想に舞い上がってしまった美星は、その報告書がどういう波は紋もんを巻き起こす結果になるか、全く失しつ念ねんしていた。

「阿重霞さ～ん、魎呼さ～ん」

　せっかく駆かけ降りて来た石段を、また駆け上りながら、美星は晴れやかな声で叫んだ。

　そして、わけが分からないまま降りて来た三人とぶつかった。

「大ニュースよ、大ニュース!!」

　五月さつき晴ばれのような美星の笑顔は、疲れ果てた三人にはちょっと眩まぶしすぎたようだ。

「今度は一体何なんだ!!」

　早くも人生に疲れてしまったかのような声で、天地は聞き返した。

　俺おれ、こんな毎日に耐えられるんだろうか？

　阿重霞も魎呼も、美星も鷲羽も、ちょっとの間でいいから大ニュースと一いつ緒しよにどっか行ってくれないかな。

　一いつ瞬しゆん、天地は本気でそう願った。

　無理もない。

　やがて、その報むくいが数倍になって返って来るなどと、今の天地には知る由よしもなかったのだから。

　それは、嬉うれしそうに石段を駆け降りて行く美星も、家で待っている柾木家の面めん々めんもまた、同様であった。







　「これはね、アンシブルって言うのよ」







「これはね、アンシブルって言うのよ」

　雑然とした部屋の中央で、鷲羽わしゆうは得意げにその装そう置ちを指さした。

　アンシブルは全宇う宙ちゆうの共通財産である。この汎はん宇宙即時通信システムなしに銀河間連合などあり得ない。勿もち論ろん、ギャラクシーポリスや、経済連合や、商業組合や、マスコミや、その他あらゆる汎宇宙的ネットワークも、である。

　このシステム・ネットワークを、この二十世紀末の地球で予見していたただ一人の人間は、アメリカはオレゴン州ポートランドに住む、アーシュラ・ル・グィンという女性ＳＦ作家なのだが、彼女にしたところで、まさか自分の書いた通信システムや、それを使った通信が、日常的に宇宙を飛び交かっている、とは思ってもいなかっただろう。

　現実は、空くう想そうより奇きなり、である。

　勿論、そんなものが天てん地ちの想そう像ぞうの埒らち外がいにあったことは言うまでもない。

「これが、ですか？」
















　天地は近付き、その装置をしげしげと見た。

　何の変へん哲てつもないモニターとキーボードの組み合わせ。但ただし、その後ろの家電の残ざん骸がいと配線の山や、得え体たいの知れないカプセル入りのゲル状の物を除いては。

　天地は、この後ろにあるものは何ですか、とか、どうなってるんですか、とか、そういうことは一いつ切さい聞かないことにした。

　賢明な判はん断だんと言えよう。

　天地は、そういったことを聞く代わりに、こう言った。

「じゃあ、樹じゆ雷らい星せいとも通信出来るわけですね？」

　鷲羽はにっこり笑った。

「なかなか飲み込こみが早いじゃない、坊や」

　と、天地の背後ではっと息を飲む音が聞こえた。

「待って。まだ、連れん絡らくしないで」

　阿あ重え霞かははた目に分かるほど、動揺していた。

　けして、考えていなかったわけではない。それどころか、いつも考えていたのだ。龍りゆう皇おうが池の底に沈み、しばらくは通信装置が使えない、と知った時点から。そして、神か我が人とによって龍皇が破は壊かいされ、何か、代わりの船を見付けなければ、と思った時点から。

　兄、遥よう照しようのことを父、樹じゆ雷らい皇おうに伝えなくてはならない。

　そして、兄に帰る意志がなければ、私が砂さ沙さ美みを連れて、樹雷星に戻もどらなければならない。余程のことがない限り、もう地球には戻れないだろう。

　天地様とも会えなくなってしまう……。

　阿重霞の鼓こ動どうが早くなった。

「どうしてですか？」

　不ふ思し議ぎそうに天地が振ふり返った。

「じっちゃん、いや遥照お兄さんも見つかったんだし、お父さんやお母さんも心配してるんじゃないですか」

　天地の言葉には、何の含ふくみもない。

　そこが天地の良いところなのだが、今の阿重霞には、ただの鈍どん感かんとしか映らない。

　阿重霞は、金かな切きり声を上げたい気分になった。

　私がいなくなっても平気なのね。

　あなたにとっては、私なんか、所しよ詮せん、それだけの女だったのね。

　頭の中に、否いや応おう無しに、不快な考えが忍び込んで来る。

　天地様ってば、本当は、魎りよう呼この方が好きなんだわ。

　私なんか、ただのお邪じや魔ま女だったんだわ。

　阿重霞の脳のう裏りのスクリーンに、タイミング良くさっきのシーンが挿そう入にゆうされた。

　恋人同士としか思えないポーズで抱き合っていた天地と魎呼。

　次の瞬しゆん間かん、阿重霞は言うつもりのなかったことを叫んでいた。

「嫌いやです!!　天地様が私と婚こん約やくして下さらない限り、樹雷には戻りません！」

「えっっ？」

　天地は思わずよろめいた。

　ど、どうしよう。

　どうやって、この場を収めよう。

　りょ、魎呼……。

　助けてくれなくてもいいから、ここで刃にん傷じよう沙ざ汰ただけは止めてくれよ。

　だが、視界の端はしにちらりと映った魎呼の顔は、冷たい笑いを浮かべていた。

「へええ、そうかい。でも、迷子の阿重霞お嬢ちゃんはお家に帰らなきゃならないもんねえ。かわいそうだけど、こればっかりはしょうがないよねェ」

　へっへっへっ、と魎呼は勝ち誇ったように笑い、何なら、魎りよう皇おう鬼きで送ってあげようか、と慇いん懃ぎんに申し出た。

　さすがの阿重霞も、言葉が出ない。

　もし、婚約を取りつけたとしても、そんなものはこの女の前では何の役にも立たないのだ。私がいなくなれば、有らん限りの悪知恵を絞しぼって、天地様をたぶらかしてしまうに違いない。そして、天地様は、すっかりこの女の言いなりになってしまうのだ。

　ああ、どうしましょう！

　阿重霞は、生まれて初めて、人生の難なん題だいにぶつかった。お金や権力ではどうすることも出来ない問題である。

　阿重霞は進退谷きわまったまま、哀あい願がんするように天地を見み詰つめた。

　行かせない、と言って。

　君に、そばに居て欲しい、と。

　だが、天地は困ったような顔で阿重霞を見詰め返すばかりだった。

「さあさあ、どうするのよ。私、のんびり待っている程、暇ひまじゃないんだけど」

　鷲羽がせかした。先程、暇で暇で……と言っていた、同じ人物とは思えない。

　阿重霞が、かくなる上は、天地様を誘ゆう拐かいして、魎皇鬼を乗っ取り、行方ゆくえも知れぬ宇そ宙らの旅……と、思い始めた矢先である。

　今まで黙だまって聞いていた美み星ほしが口を出した。

「あのー、もし宜よろしかったら、私、先に報ほう告こく書しよを送りたいんですけど。でね、阿重霞さん。もし、お嫌いやなら、阿重霞さんと砂沙美ちゃんのことは伏せときますわ。それなら、ご自分で、お好きな時に、連れん絡らく出来るでしょ？　それでいいですか？」

　自分の好きな男が当の女に婚約を迫せまられているという時に、何とも寛かん大だいなお言葉である。

　類たぐい希まれな心の広さであった。

　もっとも、意識しての発言ではない。

　人が困っているのを見ると、自然に助けたくなるという優しい性格なのである。例え、それが恋こい敵がたきであろうと、殺し屋であろうとも。

　思わぬ助け舟に、阿重霞の顔がぱっと輝かがやいた。

「まあ、ありがとう。美星さん」

　阿重霞は感激して、美星の手を取った。

「何とお礼を申して良いか……」

　美星はにっこりと頷うなずいて、端たん末まつの前に座り、ギャラクシーポリスのコード・ナンバーを打ち込み始めた。

　だが既に、美星の想そう像ぞうの及ばぬところまで、情勢は動いていた。

　そして、こののどかな山村をひっくり返すような緊きん迫ぱくした情勢は、アンシブルを通して、いきなり、のんきな一級刑事を怒ど鳴なりつけたのである。




「美星かっ？　本当に美星なんだな？　待てよ。今度こそ、勝手に切るなよ。今、アンダーソン署長につなぐからなっ」

　美星の上司、ギャラクシーポリス第七方面本部、太陽圏分署、捜そう査さ一課の野の辺べ山やま課長のどアップがモニター上に現れた。

　完全に声が上ずっている。

「野辺山課長？　どうも、ご無ぶ沙さ汰たしちゃって……」

　課長の背後から、懐なつかしい署内の喧けん噪そうが聞こえて来た。いつもと違うのは、それにコーヒーカップを落としたようながちゃんという音、走り寄って来る足音、署員同士がぶつかる音などが混まじっていることである。

　と、「美星ですってぇ～!?」という声が、迫せまって来たかと思うと、いきなりモニター一杯に柳りゆう眉びを逆さか立だてた女の顔が取って代わった。

「生きてるなら生きてると、何で連れん絡らくして来ないのよっ。アンタのお陰かげで今、こっちは大変なのよっ。神か我が人との船、双そう蛇じやが現れたってんで、銀河中に散らばってた機動隊やらスペ・パトやらが集められてさっ、現場に直行したら樹雷皇家の船の残ざん骸がいが散らばってるわ、双蛇の残骸が漂ただよってるわ、おまけにあの、極ごく悪あく犯はん罪ざい戦せん艦かん、魎りよう皇おう鬼きが太陽系第三惑わく星せいに向かって逃亡中だって言うじゃないっ。アンタ、いくらギャラクシーポリスだって、あそこには降りられないのよ。でも、場合が場合だって言うんで、ウチの署長やら、本部長やらが、アンタのおじいちゃんに掛け合って、連合評議会を動かしてさっ、やっと特例として、惑星捜索隊を派遣することに決まったのよっ。その間、アンタは一体、何やってたのよっ!!」

　はあはあ、と肩で息をしているその女の顔を見、さすがの美星もちょっとたじろいだ。

「あ、あら……清きよ音ねちゃん、お久し振り……」

　清音と呼ばれたその女の顔がピクッと引きつった。

「お久し振りとは何よっ。他に言うべきことがあるでしょぉぉ！　アタシがどれくらい心配したか、アンタ、ほんとに分かってんの!!」

　魎呼を凌しのぐ迫力である。しかも、凄せい絶ぜつなまでに美しい。流れるような濃こい紫むらさきの髪かみは、きっちりと二つに分けて編あみ込まれ、後ろでまとめられている。アメジストのような、スミレ色の瞳ひとみが強い光を放ち、全体から危険な雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　この女こそ、美星の同どう僚りようにして、ギャラクシーポリスの紫し電でん光こうとして勇名を馳はせた、清音一級刑事、清音真ま備きびであった。
















「清音ちゃん。あれほど黄き緑みどり色いろのスカーフは止めなさいって、言ったのにぃ。それも、黄緑にオレンジの水玉なんて。瞳の色に合わせなきゃダメッて言ったでしょ？　そんな色組み合わせるから、顔色が変に見えちゃうのよぉ」

　たじろぎながら、それでも美星は言わずにはいられなかった。

　このファッションセンスさえなければ。

　完かん璧ぺき、美人なのに。

　でも、こいつってば、昔むかしっから、私の言うこと、聞いてくれたためしがないもんなあ。

「美星っっ！」

　清音の唇くちびるが、ワナワナと震ふるえた。

「アンタ、今どういう状じよう況きようだか、分かってんのっ!!　今すぐ、現在地と接せつ触しよくした人物、それから、事件の推すい移いと現在の状況を報ほう告こくするのよっ。あと一言でもファッションセンスがどうこうとか言ったら、射殺するわよっ」

　モニター上にブラスターをぴたりと構えた清音のバスト・ショットが映った。

「またあ……」

　しゃべるわよ。清音がちょっとでも黙っててくれたら。いっつも、私にしゃべらせてくれないんだもん。それに、ファッションセンスがどうこうとは言ってないんだけどなあ。思っただけで。

「ちょっと、失礼」

　フレーム外で深いバリトンの声が響ひびいた。

「私の言いたいことを、全て言ってくれて、ありがとう。清音君、良ければ、ちょっと代わってほしいんだが」

「ア、アンダーソン署長……」

　振り向いた清音の背後から、獅し子し面づらの人間型異い星せい人じんが現れた。

「失礼しました。署内で銃じゆうを抜いてしまい、誠に申し訳わけありません」

　たちどころに優秀な女刑事の顔に戻った清音は、きりっと敬礼しつつ、席を譲ゆずった。

　これが、本来の清音である。樹雷星出身、ＩＱ二〇〇を越える優秀な頭脳、戦闘のエキスパート、ギャラクシーポリス・アカデミー始まって以来の超エリートとして将来を嘱しよく望ぼうされたが、惜おしいかな、運だけが伴ともなわない。美星とコンビさえ組まなかったら、今頃は本部庁勤務だったはずの逸いつ材ざいである。

「聞いての通りだ。我が本部は微び妙みような状況にある。はっきり言えば、存そん亡ぼうの危機だ。だが、美星君、君の元気な顔を見て、取り敢あえず要因の一つは消えた。だが、まだ第二、第三の要因が残っている。一級指名手配犯、神か我が人とはどうした？」

　署長の顔は真剣だった。心なしか、やつれたようである。

　美星の胸が痛んだ。

「ほんとに、ご心配かけてすみませんでした。神我人は、消しよう滅めつしました」

　モニターの向こうで署長がのけ反ぞった。

「何と、君一人でか？」

「いいえ。天地さんが……」

「天地？　何者かね？」

「私を助けて下さった方です。初恋の人なんです。きゃっ」

　美星は頰ほおを染そめ、恥はずかしげに笑った。

　モニターの向こうで署長のこける音が聞こえ、画面はしばらく空席を映し出した。

「そ、そうじゃない」

　椅い子すにはい上がった署長が続けた。

「どこの星の生まれで、どういう人物なのかと聞いておるのだ」

「なあんだ。じゃ、本人に出てもらった方が早いですよね。ちょっと待って下さい」

　署長の目の前から美星の姿が消えたかと思うと、何やら言い争う声が聞こえてきた。

「お、俺おれが出るって？　冗じよう談だんじゃない。俺はそんな、外人としゃべったこともないのに」

「外人じゃないですぅ。レオニス星人ですぅ」

「同じことだっ」

「だめですぅ。証しよう人にんなんですから。神か我が人と事件解決の生き証人ですよ。大だい丈じよう夫ぶ、普ふ通つうにしゃべればいいんです。これ、自動翻ほん訳やく装そう置ち付きみたいだし」

「そ、そういう問題じゃないっ」

「君は、地球人ではないか？」

　その声に天地は思わずモニターの向こうのアンダーソン署長を見た。

「見たところ、まだ少年のようだが、君があの神我人を倒したというのか？　とにかく、席に着きたまえ。どうやってあの指名手配犯を倒したのだ？」

　天地はアンシブルの前に座り、モニター上のレオニス星系人の顔を見、美星の顔を見上げた。

「俺……」

「何だ？」

「神我人がここに……って、俺の家ですけど、現れて、魎呼をさらってったんです。それで、俺……取り返しに行こうと。阿重霞さんと美星さんが助けてくれて、魎皇鬼で、あいつの船に……」

「待て。阿重霞さんというのは、樹雷皇家第一皇女、阿重霞姫のことかね？」

「はい」

「阿重霞姫は無ぶ事じかね？　妹の砂さ沙さ美み姫は？　そににいるのかね？」

　しまった。阿重霞さんのこと、ばらしてしまった。だが、こうなってはもう手て遅おくれである。

「みんな、無事です。元気です。あの、美星さんと代わっていいですか？」

「みんな？　みんなと言うのは？」

「阿重霞さん、砂沙美ちゃん。美星さん。魎呼。魎皇鬼。俺のじっちゃんと父さん……」

　天地は、余計なことをばらしてしまった気まずさも手伝って、半ばヤケになったように並べ立てた。

「待てっ。全員、モニターの前に並べっ。今すぐだ」

「いいえ。それには及ばないわ」

　フレーム外でまた、聞き覚えのない女の声がしたかと思うと、ぱっと画面が切り替かわり、一人一人の顔が映し出された。

「地球産の小型ヴィデオカメラを接続してあるの。原始的なメカだけどしょうがないわ。ところで署長さん。この私がいなかったら、報ほう告こくはおろか、部下の安否すら分からないところだったのよ。少しは感謝して戴いただきたいわ」

　まだ、いるのか？　美星は一体何人の現地人と接せつ触しよくしたんだ？　いや、アンシブルの扱あつかいを知っているところを見ると、地球人とは思えない。署長は眉をひそめた。

「誰だれだ？　何者だ？」

　ふふふ、という含み笑いが聞こえた。と、思うとぱっと画面が切り替わり、小こ柄がらな少女の姿が映し出された。

「あたしよ。天才科学者、鷲羽よ！　この鷲羽がアンシブルを作ったの。魎呼も、双そう蛇じやも、魎皇鬼も、みいんな鷲羽が作ったのよ！」

「鷲羽!?」

　署長は絶句した。

　鷲羽だと？　あの、何世紀も前に誘ゆう拐かいされたという、伝説の天才女学生？

「ところで、このアンシブルはコレクト・コールですからね。あたしは今、一文無しなの。リアル・マネーは双蛇と一いつ緒しよに宇う宙ちゆうの藻も屑くずになっちゃったし、銀行の口座は開いてなかったし。でね、表彰状なんかいらないから、礼金の相談をしようじゃないの。こっちは今んところ船がなくて動けないから、御ご足そく労ろう願いたいわね。ここの座標コードを送るわ。じゃ、そういうことで」

　鷲羽はアンシブルを切ろうとした。

「ま、待て待てっ。ちょっと待てっ」

　署長の必死な声が、すんでのところで鷲羽の指先を止めた。

「そこは特別保護地域だと言わなかったか？　無人地帯じゃないだろう？　現地人のうじゃうじゃいるところに着陸できるか。何か、方法を考えないと……」

　鷲羽が遮さえぎった。

「何だ、そんなこと？　そっちに転移装そう置ちはないの？」

　署長は、顔をしかめた。

「あれは本部庁だ。それに、それで問題が解決するわけでもない」

「あのー……」

　天地が顔を出した。

「余計なことかも知れませんけど、龍皇も、魎皇鬼も、岡山上空に出現してるんですよね。墜おちる時、瀬戸大橋もぶっ壊こわしてるし。あれは、隕いん石せきってことになってて、それ以上の騒さわぎにはなりませんでした。だから、でかい宇う宙ちゆう船せんに降りて来られちゃ困るけど、来た後の処置さえ考えてもらえれば、その、転移装置ってので大だい丈じよう夫ぶだと思います。でも、ウチだけですよ。他よ所その庭なんかに出てもらっちゃ困りますよ」

　署長は、少し安心したようだった。

「成る程。隕石か。怪かい現げん象しようと思われているわけだな。特別保護条約が功こうを奏そうしているわけだ。保護地域では、全ての宇宙船の航行が禁止されている。止むを得ずに航行する場合には、自動的に電でん磁じシールドを張るようになっている。つまり、レーダーであれ、何であれ、探知不可能な状態になるのだ。要するに、視し認にんするしかない。視認しても、探知出来ないものは、未確認飛行物体として扱われる。君たちの言葉で何と言ったっけな」

「ＵＦＯですか？」

「そう。ＵＦＯだ。しかし君……」

「はい？」

「そんなに知っているとは由ゆ々ゆしき問題だ。君のような人間が他にもいれば、保護条約自体が無意味になってしまう。まさか……」

「いや、俺と父さんとじっちゃんだけです。正確に言えば、俺も、半分は地球人じゃないんです。俺のじっちゃんというのが、実は、阿重霞さんのお兄さんで……」

　アンダーソン長官のアゴが音を立てて落ちた。

　それから更に、一分が経過した。

「まさか」

「本当です。柾まさ木き遥照というんです」

　天地は、この、人の良さそうな獅子面の人間型異星人を、気の毒そうに見つめながら答えた。

「何世紀も行方ゆくえ不ふ明めいだった、あの樹雷皇家第一皇おう子じか？」

「そうです」

「じゃあ、君は」

「柾木天地です。あの、俺も色々あって、知ったんですよ。それまでは、普ふ通つうの人間として過ごして来たんですから」

「…………」

　岡山というのは宇宙の特とく異い点てんなのか。そうだ。未開文明星せい域いきにあったから、今まで見過ごされていただけなのだ。だが、まさか、こんな、こんな展てん開かいになろうとは……。

「美星一級刑事!!」

　突然の署長の声に、美星は驚おどろいて飛び上がった。

「はいっ」

「早急に報ほう告こく書しよを送りたまえ。わしは本部庁長官殿に連れん絡らくを取る。樹雷皇家にも連絡せねばならん。阿重霞皇女！」

「はい？」

「父上から捜そう索さく願ねがいが出されておる。わしがそこに行くまで、一級刑事美星が警けい護ごにあたる。勝手な行動はなさらぬように。いや、えらいこっちゃ。宇う宙ちゆうがひっくり返るとはこのことだ。美星君。またやってくれたな」

　唐とう突とつに、アンシブルが切れた。

　皆、申し合わせたように顔を見合わせた。

　と、魎呼が文字どおり、宙に跳はね上がった。

「やばい！　ケーサツが来るのか。魎皇鬼……!!」

　消えようとしたところを阿重霞がジャスト・タイミングでタックルした。

　これが学習機能というものである。

「あなた、時じ効こうでしょ？　今更逃げ出すことなくってよ」

「な、何だよ。離せ。時効だろうと何だろうと、ケーサツは嫌きらいなんだ。根掘り葉掘り聞かれてたまるもんか！」

「神か我が人と事件の証しよう人にんですわよ。非協力的な態度は良くありませんわ。永久指名手配犯に格上げされても宜よろしいの？」

「魎呼。何おたおたしてんのよ？　あんたは現在、私の所有物なんだからね。母親の私に任まかせなさい」

「そーだよ。お姉ちゃん、随ずい分ぶん活躍したじゃない。捕つかまったりしないよ。砂沙美が保証してあげる」

　皆、口々に勝手なことを言い出し、魎呼は阿重霞の手を振ふり払う元気もなくなってしまった。

　ケーサツがあたしに親切にしてくれるだと？　どこにそんな保証があるってんだ？

　魎呼はちらり、と天地の顔を盗ぬすみ見た。

　天地は視線に気付き、にっこりと微笑ほほえみ返した。

　子どもの時と同じ、何の含みもない笑顔。

　こんな宝物を阿重霞などに渡す謂いわれはない。

　そう思い直した魎呼は、この笑顔の見えないところに行こうとしていた自分をののしった。

　いざとなりゃ、天地をさらって逃げればいい。

　魎呼は、宙を舞い降りて来て、愛する男にしなだれかかった。

「天地。お前を置いて逃げようなんて。あたしが悪かった。愛してるぜ」

　止とどめを刺そうとした阿重霞の顔が凍こおり付いたその時。

「ちょっと、静かにして下さいますぅ？　報告書送らないと私、クビになっちゃいますぅ」

　見たこともないような真剣な面おも持もちでアンシブルに向かう、美星の姿があった。

　署内の通常業務全てをストップさせたと伝えられる、前ぜん代だい未み聞もんの報告書である。







　「神か我が人と事件、解決！」







「神か我が人と事件、解決！　地球人少年、お手て柄がら」

「阿あ重え霞か皇おう女じよ、無ぶ事じ発見！　喜びに沸わき返る樹じゆ雷らい皇宮」

「現代の伝説！　樹雷皇家第一皇おう子じは生きていた！」

「難事件解決！　伝説の天才女学生、鷲羽現る」




　様さま々ざまな見出しが躍おどった。

　銀河連れん盟めい中心部から辺境まで、アンシブル・ネットワークを通して、銀河連合数百億の市民が熱狂した天地フィーバーは、こうして始まったのである。

　が。




「どうして極ごく秘ひコードで送ったものが、今朝の朝刊の一面を飾かざっとるんだ？」

　地球時間で一月二日の朝。ギャラクシーポリス本部庁の第一ロビーに緊きん急きゆう便びんで到着したばかりのアンダーソン署長は、野辺山課長の方に向き直り、次いで、美び貌ぼうの女刑事、清音の方に視線を移した。

「さあ、どうしてでしょうか」

　野辺山は、各星系の新聞を積み上げ、それにしても、マスコミの対応は早いですなあ、と、感じ入ったように呟つぶやいた。

「ま、めでたいことですし、別に宜よろしいんじゃないですか」

　ロビーの壁かべ一面を埋うめ尽くしているＡ・Ｎ受信システムは、各星系語と共通語のバイリンガルで、神我人事件解決の特報を流している。

「しかし、何ですな。神我人事件解決、樹雷皇家第一皇女及び第二皇女無事発見、第一皇子発見、天才女学生鷲羽発見、ニュー・ヒーロー天地誕生、と来れば、こりゃ、フィーバーするなという方が無理ですよ。何と言いますか、裏の畑で大判小判がざっくざく、て感じですもんねえ」

「何だ、そりゃ」

「いえ、地球の俗ぞく謡ようですよ。私は地球マニアでして」

　野辺山は一人頷うなずいた。

「美星君は昇進間ま違ちがいないですね。私の申し上げた通り、本部庁勤務ですよ。どうです、うまく行ったでしょ。今回の損失はパトロール船一隻せきだけですし」

　アンダーソン署長は、諦あきらめたように首を振ふると、黙って記事を読んでいた清音の肩をつついた。

「清音君。済すまないが、コーヒーを調ちよう達たつして来てくれないか。会議が始まる前に、頭をほぐしたい」

「はい、ただ今」

　清音は気の毒どくそうに署長を見ると、新聞を置いて立ち上がり、第二ロビーの方に詰つめ掛けている報ほう道どう陣じんを見み遣やった。

「極ごく秘ひコード解かい析せきマニュアルが出回っているそうですわ。由ゆ々ゆしき問題ですが、情じよう報ほうが漏もれたのは署長の責任じゃありませんよ。それよりも、これから先が心配です。恐らく、このお祭り騒さわぎに便びん乗じようする馬鹿どもが続出することでしょう。いくら金を積んでもいいから話題の主を一目見たいミーハーとか、密みつ航こう者しやとか、特別保護地域ツァーに紛まぎれこんだテロリストとか。第二、第三の誘ゆう拐かい事件が起きないとも限りません。しばらくは、地球周辺のパトロールだけでも手一杯になりそうですよ」

　清音はサーヴィス・ロボを呼ぶと、コーヒーを三つ、注文した。

「君の言うとおりだ」

　署長は熱いコーヒーを啜すすると、溜ため息をついた。

「だから、マスコミは嫌いやなんだ。煽あおるだけ煽って、何か起こればギャラクシーポリスの対応がまずいだの、遅いだの文句を言う。美星が来るまで、太陽圏分署は静かだった。定刻通り宿舎に帰れた。だが、もう遅いな」

「そのうち、静かな日々が戻もどって来ますよ」

　野辺山がのんきな顔で言った。

「ＶＩＰの皆さんがお帰りになれば。それより、私は地球の土を踏ふめるのが嬉うれしいですねえ。こんな時でもなければ、一生見れなかったでしょうからね。私、辺境文化人類学の通信講座、取ってるんですよ。憧あこがれのフィールド・ワークが出来ます。ね、清音刑事」

「はあ……」

　清音は曖あい昧まいな返事を返した。あの部下にして、この上司あり、だわ。それとも、美星の苦情処理ばかりしていたから、こういう性格になったのかしら。まあ、まともな神経じゃ、あの子の上司は勤つとまらないもんね。それにしても……。

「遅いですね」

　清音は回りを見回した。

「いつまで待たせるつもりかしら」

「マスコミの対応に追われてるんだろう」

　署長が二杯目のコーヒーを頼たのもうとした時だった。

「こんなところで何をのんびりしとる！」

　威い厳げんのある低音が響ひびいた。

「ほ、本部庁長官殿！」

　反射的に立ち上がった三人を手て招まねきしながら、ギャラクシーポリス最高責任者である九く羅ら密みつ長官は、ボディガードを従え、今降りて来た移動用シュートの方に歩き出した。

「か、会議があるとお聞きしたもんで……」

　小走りに駆かけ寄りながら、アンダーソン署長は長官を見上げた。

「会議？　会議は中止だ。地球にはもう会場設営係が行って、特殊フィールドを張っておる。わしは一刻も早く、孫娘の顔が見たい。大おお手て柄がらじゃ。君の教育の成果だと、感謝しておるぞ」

「はあ……」

　長官は豪ごう快かいに笑うと、大きな手で、アンダーソン署長の背をばんばんと叩たたき、それから声を潜ひそめた。

「樹雷皇家から大勢賓ひん客きやくが来とる。うるさくて会議どころじゃない。一刻も早く、娘たちの無ぶ事じを確かめたい、と言うんだ。樹雷星は古い歴史を持つ星だ。連盟評議会の創設者でもある。無視すると後が厄やつ介かいだ。樹雷皇おう宮きゆうは今、空からっぽなんじゃないかな。樹雷皇、皇妃以下、一いち族ぞく郎ろう党とう、側そつ近きん、親しん衛えい隊たい、使用人、料理人まで来とる。自分達の面めん倒どうは自分達で見る、世話はかけない、というわけだ。それに各星系代表のマスコミ連中。いや、まったくかなわん。だが、ギャラクシーポリスが樹雷皇家に牛ぎゆう耳じられていると思われちゃまずいからな」

「はあ」

　長官専用の移動用シュートに乗り込みながら、九羅密長官は嘆たん息そくした。

「とにかく、早く親子の対面を果たしてもらって、お帰り戴いただくのが一番だ。あんなところで何かあっては動きが取れん。しかし、そんな大事な跡あと継つぎを、どうして三人も宇う宙ちゆうに放り出すようなまねをするんだろう。わしには分からん」

「伝統なんじゃないですか。かわいい子には旅をさせろって言う……」

「伝統で振り回されちゃかなわん」

「失礼ですが」

　清音が口を挟はさんだ。

「私は樹雷星出身です。樹雷皇家には、一族の者しか使えない、専用船があります。本人か、皇家の血縁の者でなければ、足を踏ふみ入れることさえ出来ません。侵しん入にゆう者しやは自動的に抹まつ殺さつされます。外部の攻撃に対しては、光こう鷹おう翼よくというシールドが働いて、船を守ります。防ぼう御ぎよに関して言えば、事実上無敵です。皇家は、この船に絶対の信頼を置いているのです」

「ふむ。それが、バラバラになったという第一報が入ったのだからな。美星の報ほう告こくがなければ地球を覆おおい尽くすような捜そう索さく隊たいが派は遣けんされていたかも知れん。いや、樹雷皇家を悪く言うつもりはない。皇族の考えることは分からん、と言いたかっただけだ」

　清音はニコリともせずに長官を見返した。

「どうぞお気き遣づかいなく。私は平民出身です。皇政には様さま々ざまな問題があります。樹雷皇は善政を敷しいていますが、そう思わない連中も大勢います」

「どういう事かね？」

　長官は鋭するどく聞き返した。

　清音は声を潜ひそめた。

「樹雷皇家の一族は、寿じゆ命みようが長すぎるのです。銀河標準時間で二千年。平民は二百年。ほぼ十倍です。平民議会は、皇族議会に対して、事実上、何の力も持ちません。支配階級と、被支配階級の格差が大きすぎるのです。実際……」

　清音は僅わずかに言い澱よどんだ。

「過去に於おいて、何度か反乱がありました。反乱分子は今も潜せん伏ぷくしています。彼らにとって、これは二度とないチャンスでしょう。樹雷皇家の一族が集まるのです。しかも、特別保護条例によって、護身以外の一切の武装が禁じられているところに。反乱分子は樹雷星の者だけとは限りません。勢力拡大を狙ねらう他星系人や、海かい賊ぞくが手を貸しているかも知れません。長官。お分かりになりますか。これは、内政問題ではなくて、国際問題なのです。どうか……」

「確証があるのか？」

「いいえ。可能性を申し上げただけです」

「分かった。出来るだけのことはしよう」

　長官は、清音を励ますように頷き、問題を打ち切った。

「清音一級刑事。君は、愛国心があるのだな」

「いいえ。私は、テロリストが嫌きらいなだけです」

　素そっ気けない返答の裏に長官は何かを読み取った。

　他人には触ふれることの出来ぬ、傷のようなものを。

「わしの孫とコンビを組んで何年になる？」

　清音の顔が柔やわらいだ。

「二年になります」

「いろいろ面めん倒どうをかけたな」

「いえ。彼女の発想についていけない私が悪いのです」

　清音は微笑ほほえんだ。

　美星は確かに、優秀な刑事なのである。

　コンビを組んで、解決しなかった事件は一件もない。

　やり方が違うだけだ。

　普通の刑事は聞き込みと推理に頼たよるが、美星は第六感と運に従う。

　犯人は、向こうの方から歩み寄って来る。

　そして、角を曲がった瞬しゆん間かんに出くわすのだ。

　例えば、ブラスターのエネルギー・パックが切れ、絶体絶命になった瞬間。

　ニヤリと笑う犯人の頭上に植うえ木き鉢ばちが、あるいは洗せん濯たく物ものが落ちて来る。

　立ち食い蕎そ麦ばを啜すすっている時に、隣となりに割り込んで来たのが犯人だったこともある。

　あの時美星は、私がブラスターを抜く前に、丼どんぶりを投げ付けていた。

　丼は、ショック・ガンに相当する効果を上げた。

　美星はそういう刑事なのである。

「九羅密長官」

　清音はにっこり笑った。刑事にしておくのがもったいないような笑顔である。

「彼女は、私のような凡ぼん人じんとはスケールが違うようです。署の管理コンピュータもそう判はん断だんしています。予算の桁けたが違うと……あら」

　清音は、自分の失言に気付き、急に言葉を切った。

「申し訳わけありません」

　長官は笑い出した。笑いながら、清音の肩を叩たたき、構わんよ、と言った。

「美星をよろしく頼む。君のような相あい棒ぼうがいるからこそ、あの子も第一線でやっていられる。さてと」

　移動用シュートを降り、長い通路を速足で歩きながら、長官は、呟いた。

「出発の時間だ。ギャラクシーポリスの神に、無ぶ事じを祈るとしよう」

「何ですか、それ？」

　アンダーソン署長が聞き返した。

「幸運の女神さ。他に何がある？」

　この老人もまた、女神の寵ちよう愛あいを受けているのだろう。

　署長のけげんそうな顔を見、清音はふと、そう思った。

　美星と同じ、輝かがやきを感じる。それが何なのかは、うまく言い表せないが。

「成る程。さすがうまいことをおっしゃいますな。願わくば、配当がたくさんありますように」

　野辺山課長が軽口を叩いた。

「それは、諸君の心がけ次し第だいだ」

　長官が切り返した。

「まず、信じることだ。私には出来る、と。人生を愛し、希望を失わぬ者に、女神は微笑む」

　普通の人間が言えば鼻はな白じろむような言葉が、長官の口から出ると、真実の輝きを帯おびた。

　清音は、愛を感じた。祖父が孫に、孫の生きていく世界に贈る愛である。

　一いつ瞬しゆん、美星に、激しい嫉しつ妬とを覚えた。

　美星ってば、恵まれ過ぎよ。

　しかも、な～んにも考えていないんだから。

　向こうに着いたら、よおく言い聞かせてやらなくっちゃ。

　いいな。

　こんなに愛してくれる人がいて。

　私なんか……。




　清音は、その続きを、頭を振って追い出した。

　転移室の隔かく壁へきが、音を立てて開いた。







「でね、ピート。それだけの人数が来るとなると、母おも屋やの方には収まらないと思うの」

　カップ麵めんを啜すすりながら、美み星ほしはアンシブルのモニターに向かって、箸はしを振ふった。

　報ほう告こく書しよを送った後も、入れ代わり立ち代わり質問やら、打ち合わせやらが続いて、美星はここ、柾まさ木き家の地下にある鷲羽わしゆうの研究室から出られなかったのである。

　今、美星と話しているのは、本部庁管理課、会場設営担当のピーター・フィンレイという男であった。

「やっぱ、柾木神社の本堂がいいと思うわ。あそこなら、道場もあるし、百人でも入れるもの。でも、泊とまるつもりなら、布ふ団とんは持って来て戴いただかないとね。後は？」

「後は僕たちの方で準じゆん備びするから」

　モニターに映った、金きん髪ぱつのハンサムな男が答えた。

「僕は、本部庁の宴えん会かい係と呼ばれた男だよ。そこが銀河の崖がけっぷちであろうと、ドラゴンの腹の中であろうと、会場になる空間さえあれば、大だい丈じよう夫ぶ。それより、君の話が聞きたいな。君、まだ二十三でしょ？　そんな若いのに、あの、神か我が人と事件を解決するなんて凄すごいよなあ。さすが九く羅ら密みつ長官のお孫さんだ。ね、恋人いる？」

「え？」

　虚を突かれた美星は、箸を取り落としそうになり、慌てて持ち直した。

「本部庁勤務になるんだろ？　僕、嬉うれしいな。歓迎パーティーやっちゃうからね。あっ、もうそんな時間？　じゃ、そっちで直接話そう。悪いけど、転てん移いポイントまで行っててくれる？　ほら、特殊フィールドとか張はらなきゃならないから。じゃあね、ハニー」

　男は、時間を知らせに来た部下を、手を振って追い払い、しゃべるだけしゃべると、一方的にアンシブルを切ってしまった。

「あらあら……」

　美星は、ちょっとの間、呆ぼう然ぜんとアンシブルの前に座っていた。

　ハニー？

　何か勘かん違ちがいしてるんじゃないかしら。

　美星は、時計を見た。

　九時半になるところだ。

「せっかく休暇が取れると思ったのに、かえって忙いそがしくなっちゃったじゃない」

　美星はぶつくさ文句を言いながら、それでもコートを取りに、階段を上がって行った。

　居間の方から正月番組を見ているらしい笑い声が聞こえてくる。

「何だか、おおごとになっちゃったわね」

　美星は溜ため息をついて、会場設営、又は宴えん会かい場作りの為ために外へ出て行った。




　一月二日の朝。

　呼び鈴りんの音が柾木家中の人間を叩たたき起こした。

「美星さーん。皆さーん。起きて下さい。早く起きないと間に合いませんよ」

　呼び鈴と、その陽気な呼び声は、寝ぼけ眼まなこの一同が玄関に集まり、美星がドアを開けるまで続いていた。

「おはようございます。本部庁のピーター・フィンレイです。ピート、とお呼び下さい」

　金髪の男は、晴れやかな顔で続けた。

「私が、皆さんのお世話を致します。お支し度たくを済ませて、会場の方へお越し下さい。三時間後に関係者各位がご到着になる予定です」

「会場？　関係者各位？」

　天てん地ちが、この男はどこから涌いて来たんだろう、というような顔で聞き返した。

「おや、何もお聞きになっていらっしゃらない？」

　男は、相変わらず笑顔を浮かべたまま答えた。

「それは困りましたな。美星さん？」

「あら……えーと、私、昨日きのうは遅くなっちゃったから、早起きして伝えようと……」

　美星は、目め覚ざましを掛けるのを忘れていたことに気づいた。

「今、何時かしら。えっ、もう十時？　あのね、天地さん、ウチのおじいちゃんやら、阿あ重え霞かさんのご両親やらが来ることになってるの。だから、それを言っとかなきゃと思ってたんだけど……」

「今日？」

　と、天地。まだ、頭がぼーっとしている。

　昨日は大変な一日だった。魎りよう呼この一件があって、阿重霞と魎呼が喧けん嘩かして、鷲羽のアンシブルで美星がギャラクシーポリスに連れん絡らくを取って、俺おれは、夜は酔よっ払ってそのまま寝ちまって……。

　ギャラクシーポリス？

　急に目の前の男と、昨日の出来事がつながった。

　あの後、報告書を書いている美星の邪じや魔まをするのはかわいそうだから、と、みんなで居間の方に移って、それっきりだったっけ。

　昨日のうちに何があったんだ？

「あの、刑事さん？」

　天地は、恐る恐る声を掛けた。

「僕は刑事じゃないですよ。管理課の人間ですからね。ピートと呼んで下さい。出来れば、ピート・ザ・タイラーと呼んで欲しいな。僕ね、あの人尊敬してるんですよ。ほら、惑わく星せい宇う宙ちゆう連合軍の……」

「？？？」

　天地以下、その場にいる全員の顔にクエスチョン・マークが浮かんだ。

　ご存じの方もおありだろうが、あえて、この問題には触ふれないでおこう。きっと、この男の頭の中では、この宇宙と別の宇宙がつながっているのだろう。

　ともかく。

「ま、いいですよ。まだ十分時間はあります。申し訳わけないですが、コーヒーを一杯、戴いただけませんか。昨日は三時間しか寝てないもんでね」

　ピートの地球、それも日本の家屋に対する知識は、同時代の外人より正確で、彼はさっさと靴くつを脱ぬぎ、スリッパを自分で取って履はき替かえ、台所に向かって歩き出した。




「いやー、ありがとう」

　熱いコーヒーを一口啜すするなり、ピートはにっこり笑った。

「樹じゆ雷らい皇家の第二皇おう女じよ様、君は将来、いい奥さんになれそうだね」

　砂さ沙さ美みはにっこり笑って、特別サーヴィスにクッキーを出してやった。

「お兄ちゃん、誉ほめて戴いて嬉うれしいけど、砂沙美は天地兄ちゃんが好きなんだよ。砂沙美と遊んでくれるなら、ちょっと考えてあげてもいいけどさ」

「あは、は。こりゃ、手て厳きびしいね。何して遊びたいの？」

　ピートは遠えん慮りよなく、特別サーヴィスを口に放り込みながら聞き返した。

「うーん……遊園地とかさ。ゲームセンターとかさ。砂沙美たち、一回温泉行ったっ切りで、どこにも行ってないんだもん」

「そりゃ、ご両親に聞いてみないとなあ……。お許しが出たらね」

「なんだ、つまんないの」
















　砂沙美は、シリアルの箱を出すと、牛乳をかけ、食べ始めた。

「お兄ちゃんも食べる？」

　ピートが有り難がたそうに頷うなずいたので、砂沙美は深皿とスプーンをもう一つ出してやるはめになった。

　ピートは手て慣なれた様よう子すでシリアルを皿に盛り上げ、牛乳をかけると、たいしてうまくもなさそうに食べ始めた。

「お兄ちゃん。地球に来たことあるの？」

　砂沙美は、僅わずかに耳が尖とがっているところを除けば、ニューヨーカーといっても通りそうな金きん髪ぱつの男を、不ふ思し議ぎそうに見み詰つめた。

「いや。ないよ。何で？」

　食べながら、くぐもった声でピートが聞き返した。

「だって、うちのこと、何でも知ってるみたいだし、それだって、いつも食べてるみたいな食べ方だもん」

　ピートはシリアルを食べ終えて、そばにあったふきんで口を拭ぬぐうと、にっこり微笑ほほえみかけた。

「こういう、独身用の食べ物は、どこの星でもあんまり変わらないんだよ。僕の願いはね、こういう朝食から脱だつ却きやくすることなんだ。ドライ・フードにプロティン・ドリンク。自分で自分にエサをやってるようなもんさ。言うなれば、愛が欠けてるんだな」

「ふーん……」

　良くわかんないけど。と思いながら、砂沙美はコーヒーのお代わりを注ついでやった。

「砂沙美がお友だちになってあげようか？」

　砂沙美は、新しい遊び相手を見付けた嬉うれしさに、大変気前良く、こう付け加えた。

「朝ご飯作ってあげてもいいよ」

　ピートは危あやうくコーヒーをこぼしそうになり、危険のないところまでカップを押しやると、砂沙美に向かって指を振った。

「だめだよ。そういうことは、本当に大切な相手が見つかるまで、取っとかなきゃ。君は、樹雷皇家のお姫様だろ？　挨あい拶さつ代わりにそんなこと言ってたら、君に朝ご飯を作ってもらいたい人間がいっぱい来て、整理券を配らなきゃならないはめになるぜ」

　砂沙美はけらけら笑い出し、その無む邪じや気きな笑顔はピートの胸にも、ある希望をもたらした。

「砂沙美姫。お姉さんのこと、紹しよう介かいしてくれないかな。『ローマの休日』は無理でも、『岡山の休日』ぐらいなら何とかなりそうだからね」

「あっそれ、知ってるよ。この前ＴＶで見たもん。お兄ちゃんよく知ってるね」

「僕のライブラリーはちょっとカルトなんだ」

「でも、お姉ちゃんはだめだよ。お姉ちゃんは天地兄ちゃんが好きなんだから」

　ピートはがっかりしたふうでもなく、次の質問に移った。

「お姉ちゃんて、今までそんなふうに好きになった人、いた!?」

「ううん。お姉ちゃんて、ちょー堅いの。だから、一旦思い詰つめると大変なんだ。それで魎呼お姉ちゃんとケンカになるんだよ」

「魎呼お姉ちゃんて、元宇う宙ちゆう海かい賊ぞくの魎呼？」

「うん」

「魎呼も、天地兄ちゃんが好きなの？」

「うん……」

　砂沙美は急に真ま面じ目めな顔になると、ピートの方に身を乗りだした。

「お兄ちゃん。ギャラクシーポリスの刑事さんは、魎呼お姉ちゃんをタイホしたりしないよね？　時効って、もう大だい丈じよう夫ぶってことでしょ？　お姉ちゃんて、ほんとはいい人なんだよ。ちょっと怒りっぽいけどさあ。魎呼お姉ちゃんが捕つかまったりしたら、魎りよう皇おう鬼きちゃんだって、泣いちゃうよ。砂沙美だって泣いちゃうかも。だって、お姉ちゃん、好きなんだもん」

「うーん……」

　ピートは困こん惑わくして金髪を搔かき上げた。

　この少女を傷付けないように、噓うそをつくのは簡単だ。

　だが、噓だと知れた時、この子の心はもっと傷付くだろう。

　ピートは、折せつ衷ちゆう案あんを出すことにした。

「ギャラクシーポリスの偉い人たちはね、取り敢あえず、魎呼のことはどうでもいいと思ってるんだ。確かに、海賊時代の犯はん罪ざいは全て時効になってる。だから、逮たい捕ほされたりすることはない。ただ、不明な点は一杯残ってるから、ここにいればいろいろ聞かれることになるだろうね。悪くすると余よ罪ざいが出て来て、面めん倒どうなことになるかも知れない。でも、その後何にも悪いことしてなきゃ、大だい丈じよう夫ぶだと思うよ。逃げたりするのは、かえって良くないと思うね」

「お姉ちゃん、いろいろ聞かれるのはやだって言ってたよ。だったら、逃げるしかないじゃん」

「待って。まだ、続きがあるんだよ」

　ピートは指を立てて、にっこり微笑ほほえんだ。

「逃げるんじゃなくて、隠かくれてればいいんだ。偉い人たちは、いろいろ用事があって、忙しいだろうから、姿さえ見せなければ、多分魎呼のことは忘れたまんま帰っちゃうと思うよ。でも」

　ピートは囁ささやいた。

「魎呼の話はしないこと。他の人にも言っといた方がいいね。どう、出来るかい？」

「そりゃ、有り難がたいね」

　いきなり、何もない空間から声がしたかと思うと、テーブルの上に魎呼が姿を現した。

「魎呼お姉ちゃん!!」

　砂沙美が、呆あきれたように大声を出した。

「立ち聞きしてたの？　いけないんだよ。お姉ちゃんが言ってたよ」

　ピートは、強きよう靱じんなバネを秘めたプロポーションと、ややきつめの顔立ちを持つ、有名な宇う宙ちゆう海かい賊ぞくを見上げ、何と挨あい拶さつしたものかと思し案あんに暮くれた。

　魎呼は、ピートを無ぶ遠えん慮りよに眺め回した。

「罠わなに掛けようっていうんじゃないだろうな。あたしはギャラクシーポリスに捕つかまるような間ま抜ぬけじゃないぜ」

　ピートは、いささかむっとして答えた。

「とんでもない。僕は刑事じゃないって、何度も言ってるじゃないか。今、砂沙美姫に話したのは、全部本当のことだ。捕まりたいのなら、僕がいい刑事を紹しよう介かいしてやるよ」

　魎呼は、にやりと笑うと、いきなりピートの横に空間転てん移いした。

「悪かったな。ケーサツの人間が親切にしてくれるとは思わなかったもんでな」

「僕も、有名な海賊に会ったのは初めてなんでね」

　ピートは手を差し出した。

「驚おどろいたよ。超能力があるんだな。僕で良ければ、力になろう。たいした力じゃないけどね。もっとも、君なら手助けはいらないだろうな」

　魎呼は、神経質に、一いつ瞬しゆん握あく手しゆしただけで、さっと手を引っ込こめた。

　ピートは、そのしぐさを見逃さなかった。

「随ずい分ぶん潔けつ癖ぺきなんだな。僕がそんなに悪い奴やつに見えるかい？」

「管理課の人間が、何でブラスターを持ってるんだ？」

　ピートは、ゆったりした制服の下を押さえた。

「これかい？　官給品だよ。僕だって、身を護るものが必要だ。特別保護地域でも、護身用の武器の携けい帯たいは認められている。君は、透とう視し能力もあるのかい？」

　魎呼は、目を細めた。

　どうも気に入らないな。この男は、おちゃらけたふうを装よそおっているが、何か、危険な匂においがする。

　敵、ではない。だが、正体が分からない。

「……ま、そういうことにしておこうか」

　いきなり、魎呼の姿が消えた。

「お姉ちゃん？」

　砂沙美は驚いて、あたりを見回した。

「気にしないでね。魎呼お姉ちゃんて、あんまり礼儀作法を習わなかったみたいなの」

「気にしてないよ。いろいろ分かったんで、かえってほっとしてるんだ」

　ピートが答えた。

「うちの刑事連中なんかじゃ、手に負えないだろうな。海かい賊ぞくから足を洗ってくれて、ほんとに良かったよ」

　ピートは、立ち上がると、砂沙美に向かって手て招まねきした。

「会場の方へ行ってみるかい？　阿重霞姫はまだ支し度たくが終わらないんだろう？　やあ、ハニー。支度は済すんだのかい？」

　最後の言葉は、ちょうど台所へ入って来た、美星に向けられたものだった。

「ごめんなさい、ピートさん」

　美星は神しん妙みように頭を下げた。

「私、寝過ごしちゃって……」

「ああ、いいんだよ」

　ピートは軽く手を振って答えた。

「ところで君、料理は得意？」

「えっ？」

「いや、聞いてみただけだよ。阿重霞姫の警けい備びを頼たのむ」

　砂沙美が振り向いた。

「そうだ。魎呼お姉ちゃん、しばらく隠かくれてるって。天地兄ちゃんにも言っといて」

　二人は出て行った。

「何なの？」

　美星は、散らかったままのテーブルに向かって、呟つぶやいた。

　変な奴。

　私のこと、ナンパしてるつもりなのかしら？

　そりゃ、手て際ぎわの良いのは認めるけど。

　美星は、一大宴えん会かい場じようと化した本堂を思い浮かべ、思わず微笑ほほえんだ。

「まっ、いいか。別に害はないんだし」

　宴会場とピートを一いつ緒しよくたにして納なつ得とくした美星は、新しい深皿とスプーンを出して来ると、朝食を食べ始めた。

　さわやかな朝だった。




　一方、身み支じ度たくを済すませた天地は、父、信のぶ幸ゆきの部屋で、洋服だんすを前に腕組みしている父の後ろ姿をいらいらしながら見み詰つめていた。

「天地。やっぱり着物の方がいいかな。三が日から背広じゃおかしいよなあ」

「どっちでもいいよ」

　天地は素そっ気けなく答えた。

「一度、聞こうと思ってたんだけど、父さんは、じっちゃんのこと、知ってたの？」

「何だ？」

　着物に袖そでを通しながら、信幸は振り返った。

「じっちゃんが、遥よう照しようだったことだよ。俺おれが樹雷皇家の血を引いてるなら、父さんだってそうだろ？　父さんこそ、樹雷皇家の皇子になるんじゃないのか？」
















「そのことか」

　信幸はたんすに首を突っ込み、帯おびを探さがしながら答えた。

「勿もち論ろん、知ってたさ。だが、言ったところでお前を混こん乱らんさせるだけだと思ってな。母さんも、お前には言うなと言ってたしな」

「母さんが？　母さんも知ってたのか？」

「天地。何か勘かん違ちがいしてるようだな」

　信幸は、帯が見つからないので、あきらめて着物を脱ぬぎ始めた。

「俺は樹雷皇家とは関係ない。お前の母さんが、樹雷皇家の姫君だったんだ」

「母さんが!?」

　天地は思わず腰こしを浮かせた。

「母さんがじっちゃんの娘だったのか!?」

「そうだ」

　信幸は、下着姿のまま、着物を畳たたみ始めた。

「天地、ちょっと来い。着物の正式な畳み方を教えてやるから」

「そんなこと、どうでもいいよ。父さん。母さんはどうして黙ってたんだ？」

　信幸は、黙って着物を畳み終えると、たんすから、黒のハイネック・セーターと、ベージュのチノクロス、ヘリンボーンのジャケットという、仕事着を取り出した。

「母さんは、自分の命が長くないことを知っていた。地球の水が合わなかったらしい。俺も、その辺は良く分からん。ただ、お前には、余計な心配をさせたくなかったようだ。普ふ通つうの人間として、元気に育ってくれればそれでいいと言ってた。自分がいなくなった後のことを心配して、後ご妻さいを迎えてくれ、と何度も言ってた」

　やや、肩を落としたまま、信幸は呟つぶやいた。

「俺は、そんな気になったこともないし、これからも、そんな積もりはないがね。母さんにもう一度会えるなら、俺はこの首だってくれてやるよ」

　父さん……。

　天地は父の後ろ姿を見み詰つめたまま、言葉を飲み込んだ。

　そんなこと、考えたこともなかった。

　俺がいるから、再婚しないんだと思ってた。

　俺……なんて子どもだったんだろう。

「父さん。……ごめん」

「何だ。急に」

　信幸が振り向いた。

　妻を失った、長い年月の重みが、普ふ段だんは陽気な顔に陰かげを落としていた。

「俺、自分のことばっかりで……父さんの気持ちなんか、考えたこともなかった。今日だって、俺……不安だったんだ。ほら、阿重霞さんの両親が来るだろ。樹雷皇家の皇おうと皇おう妃ひっていうのは、俺の親族にあたるわけだろ。いきなり、お前は跡あと継つぎだ、樹雷皇家に来てくれ、なんて言われたらどうしようかと思って……」

　天地は、言い澱よどんだ。

　自分が、いかにも意い気く地じ無なしのように思える。

「あんまりだよな。今日から、お前は樹雷皇家の皇子です、なんて言われて、結婚相手まで決められたら……。俺、父さんなら、うまく話してくれると思って……いや、父さんに押しつけて、自分は逃げ出そうと思ってたんだ」

「天地」

　信幸の暖かい手が、肩にかかった。

「お前の、そういう優しいところは母さん似にだな。俺は、樹雷皇家の人間じゃないから、皇位継けい承しよう権けんだとか、そういう問題に関しては、何とも言えん。だが、自分で嫌いやだと思ったことは、はっきりそう言った方がいいんじゃないか。俺は、まだ十六になったばかりのお前を、他よ所そにやるつもりはない。それだけは、はっきり言おうと思ってる。じっちゃんも、そう思ってるんじゃないかな」

　天地は、はっと顔を上げた。

「女の子だって、一人に決めるこたあない。そのかわり、ファースト・キスの相手は良く選べよ。自分の首を絞しめることになるかも知れないからな。俺だったら、美星にするな。あの子はあれで、結構大人だ。お前も気が楽だろう。ま、そんなのは、それこそ自分で決めることだがな」

「父さん！」

　天地は、父親というものが、意外と息子のことを良く見ているものだということに気づき、赤面した。

　どうしてファースト・キスがまだだってことまで分かるんだろう。

　これじゃ、俺って、まるっきりガキじゃないか。

「そんなこと……」

「さて、飯でも食うか」

　天地は、結局何も言えなくなり、憮ぶ然ぜんと立ち上がった。

　と、信幸が、天地が今まで座っていた椅い子すを覗のぞき込み、呆あきれたように呟つぶやいた。

「こんなところにあったのか」

　クッションの上に、潰つぶれて平たくなった帯おびがあった。

「男おとこ所じよ帯たいはこれだからな」

　信幸は、ぶつくさ言いながら帯を掬すくい上げ、結局、丸めてたんすに放り込んだ。

「天地。お前は期待の星だ。婿むこなんかに行くんじゃないぞ。いい嫁よめさんを見つけて来い。出来れば、じっちゃんがボケ老人になっても、おかゆを食べさせてくれる、優しい嫁がいいな」

「父さんは？」

　天地は、噴ふき出しそうになりながら、ドアを開けた。

「俺か？　俺は、嫁さんのお尻しりを見ながら、幸せに浸ひたるんだ」

　天地の脳のう裏りに、ミニスカートを履はいた、幸せなお尻が浮かんだ。

　それは、魎呼や阿重霞とも違う、まろやかで、ふくよかなお尻だった。







　「阿あ重え霞か！」







「阿あ重え霞か！」

　柾まさ木き神社の境けい内だい、その中央に開かれたゲートに、長身の人物が実体化した。

「阿重霞!!」

　同じく、ほっそりした人影が実体化した。

「お父様！　お母様！」

　樹じゆ雷らい皇家の正装に身を包んだ阿重霞と砂さ沙さ美みが駆かけ出した。

「お会いしとうございました」

　豪ごう奢しやな衣い装しようを纏まとった、たくましい男の腕に抱かれ、阿重霞は不ふ覚かくにも、涙ぐみそうになった。

「ご心配かけて、申し訳わけありません。阿重霞は、この通り、元気です。砂沙美も……」

「おかあさま♡」

　砂沙美は、母である皇おう妃ひにだっこされて、世にも幸せそうな笑えみを浮かべていた。

「良い良い。お前の顔を見れば、何も案ずることのないのは、一いち目もく瞭りよう然ぜん」

　樹雷皇おうは、娘の艶つややかな髪かみを搔かき上げると、いとおしくてたまらないように、再び抱き締しめた。

「お父様、砂沙美ね。ここに来て、いっぱいお友だち出来ちゃったの」

　砂沙美は母の腕から滑すべり降りると、回りを取り巻くように並んでいる天てん地ちたちの方を指さした。

「天地兄ちゃんでしょ、美星さんでしょ、おじいちゃんでしょ、お父さんでしょ、魎りよう皇おう鬼きでしょ、魎りよう呼こお姉ちゃんでしょ、それから、ギャラクシーポリスのピートお兄ちゃん」

「何？　魎呼だと？」

　あっ、と砂沙美は口を押さえた。

　しまった。自分で、黙っててって、みんなに言ったくせに。

　樹雷皇は、厳きびしい顔で辺りを見回した。

「魎呼！　どこにいる？　顔を見せよ。さもなくば、樹雷皇、阿あ主ず沙さの名に於おいて、永久犯はん罪ざい人にんの烙らく印いんを押すことになるぞ！」

　居並ぶ樹雷皇家や、ギャラクシーポリスの面めん々めんはざわめいた。

　魎呼は、樹雷皇家にとっては、憎むべき犯罪者である。公式には逮たい捕ほ出来なくても、一ひと悶もん着ちやくあるに違いない。

　誰だれもが、そう思った。

　砂沙美は、自分の失言が大変な事態を呼び起こしたことを悟り、青くなった。

「お父様っ。魎呼お姉ちゃんを、捕つかまえないで。砂沙美のお友だちなの。阿重霞お姉様を助けてくれたんだよ。もう、悪い海かい賊ぞくなんかじゃないんだよっ」

　砂沙美は必死に、訴えた。

　阿重霞は驚おどろいて、妹を見み詰つめた。

　この子……。魎呼のこと、庇ってる。

　そりゃ、私だって、魎呼がギャラクシーポリスに見つかって困ればいいと思ってたけど、永久犯罪人にしようとまでは思わなかったわ。

　永久犯罪人になれば、宇う宙ちゆうの隅すみ々ずみまで追っ手を差し向けられることになる。時効はない。死ぬまで、いや、死んでも追われ続けるのだ。

　そして、永久犯罪人を追つい跡せきする為ためには、樹雷皇家独自の方法がある。

　思念感かん応のう波はという猟りよう犬けんが。

　思念感応波に距離や空間は存在しない。

　逃れた者はいない。

　樹雷皇家には、普ふ通つうの警察の外に、王家にだけ仕つかえる奉ほう仕し者しやがいる。

　感応士、と呼ばれる精せい鋭えいだ。

　阿重霞は、顔を見たこともないが、その存在は知っている。

　感かん応のう士しに追われることは、死の宣告と同じ意味を持つ。

　魎呼は大嫌いだが、それはあんまりだ。

　だって……。

　阿重霞は、不ふ承しよう不ぶ承しよう自分の気持ちを認めた。

　この私と喧けん嘩かの出来る相手がいなくなっちゃうじゃない。

　あの化ばけ物女だけだもの。私、この樹雷皇家第一皇女にへいこらしないのは。

　阿重霞が、不本意ながら、弁護の労を取ろうと決意した時。

　不意に、魎呼が樹雷皇の前に姿を現した。

「樹雷皇。ちょっと、それはないんじゃない？」

　幾いく分ぶん険けわしい顔で、腕組みをしたまま、魎呼は樹雷皇の前に歩み出た。

「樹雷皇宮を襲おそったのは、悪かったな。だが、七百年前の話だ。あたしは変わった。宇宙海賊だったのは、昔の話だ」

　魎呼は、樹雷皇の顔をまっすぐに見上げた。

「あたしを操あやつり、自由を奪うばっていた、最初で最後の男は、この宇宙から消えた。もう、海賊に戻もどる気はない。だけど、樹雷皇に頭を下げて、自由を賜たまわるつもりはないよ。あたしの言いたいことはそれだけだ」

　樹雷皇は、険しい顔で、魎呼を見返した。

「樹雷皇家の処刑人、感応士の話は知ってるか？」

「聞いている。死の猟りよう犬けんだな」

「永久犯罪人になれば、死ぬまで追われることになる。それでも、許しを乞こわぬと言うか」

「そうだ。あたしが死ぬ時は、死の猟犬も死ぬだろう」

「大した勇気だ」

　樹雷皇は、不意に魎呼の肩をつかむと、金色の眼を覗のぞき込こんだ。

「お前には、樹雷皇家始し祖その気き風ふうがある。何よりも、自由を愛した船乗りの精神が。どこで、そんなものを身につけた？　聞けば、お前は、造られた者だと言うではないか」

「確かに、そうだ。だが、こうして、二千年の時を生きて来た。あたしは一つの命だ。他に同じ者はいない。自由を失えば、あたしも又、消える」

　魎呼は、樹雷皇の、深しん紅くの瞳ひとみを見返した。

「命を賭かけて、勝ち取った自由だ。誰だれにも渡さない。その自由を捨ててまで、罪つみを贖あがなうつもりはないよ」

　魎呼の両肩をつかんだ手に、ぐっと力が込められた。

　と、不意に手が離れ、魎呼はよろけそうになった。

「良かろう。魎呼よ。お前の罪は問わぬ」

　樹雷皇は、一同の前に向き直り、大声で告げた。

「今より、この者は、樹雷皇の友として迎えられる。客人にふさわしい扱あつかいをせよ」

　居並ぶ樹雷皇家の面々はざわめいた。

　宇う宙ちゆう海かい賊ぞくの前科を持つ者が、許され、友と呼ばれたのだ。

「お父様！」

　砂沙美は、顔を輝かがやかせて、父に駆かけ寄った。

　樹雷皇の力強い手が、軽々と砂沙美を抱き上げた。

「砂沙美。そんなに嬉うれしいか？」

　砂沙美は、父の首に腕を巻きつけ、感謝のキスを贈った。

「ありがとう、お父様」

「お前の為ために許したのではない」

　樹雷皇は言いかけたが、その瞳は優しげに細められた。

「あの者が、己おのれの度量で勝ち取ったのだよ。お前の友としてふさわしい勇気を示したのだ。魎呼！」

　樹雷皇は、砂沙美を降ろし、意外な展てん開かいに驚おどろいている魎呼の手を取った。

「共に光の歩む道を祝し、裏切りの暗い影が落ちぬことを祈ろう」

　魎呼は、はっとした。

　この男は、友と呼ぶことによって、あたしに償つぐないを約束させてしまったのだ。

　樹雷皇家に、害を為なさぬことが、友という言葉の全てなのである。

　その言葉を裏切れば、この男は何憚はばかることなく、追っ手を差し向けるだろう。

　魎呼は、王たる者の器うつわを悟り、舌を巻いた。

　阿重霞とはえらい違いだ。悔くやしいけど、しょうがない。

　まっ、いいか。どうせ、海かい賊ぞくは止めたんだし。

　その、複ふく雑ざつな思いが顔に出ていたのだろう。

　樹雷皇は魎呼の顔を見てにやりと笑うと、さっと腫きびすを返し、九く羅ら密みつ長官に向かって優ゆう雅がに会え釈しやくした。

「詰つまらぬことでお待たせして、誠に申し訳わけなかった。宴うたげの席では私がお相手務め申す。さ、美み星ほし殿も」

　天地は、祖父と父の間に挟はさまれたまま、この一連のやりとりを呆ぼう然ぜんと見ていた。

　樹雷星って、どんな星だか分からないけど、全土を治おさめる王っていうのは凄すごいもんだな……。

　その、素そ朴ぼくな感想が、称しよう賛さんに変わりかけた時、不意に魎呼が天地の右に割り込んで来て、横腹をつついた。

「天地。しっかりしろよっ。おめー、あのおやじが何と言おうと、婚こん約やくなんかするんじゃないぞ。樹雷皇家に幽ゆう閉へいされたまんま、二度と戻もどれなくなっちまうぞっ」

「な、何だよ？」

　天地は辺りを見回した。

「魎呼。変なこと言うんじゃない。聞こえるじゃないか」

　と、樹雷皇が振ふり向いた。

「息子たちよ。来るがいい。遠く離れていた永の年月を埋うめようではないか」

　樹雷皇は、一人一人の顔を順に覗のぞき込んだ。

「遥照。そして天地よ。娘を守り、無ぶ事じ、私の手に連れ戻してくれた。礼を申さねばならぬ。天地」

　樹雷皇は、呼び掛けた。

「樹雷皇家の血、そして影の星の力を引く者よ。私と共に来て、話して欲しい。お前がどのように、神か我が人とを倒したかを」

　父の後ろに控えていた阿重霞は、誰にも言わずに暖めていた計画を行動に移す時が来たのを知った。

　父の言葉を遮さえぎるように、阿重霞は天地に近づき、その手をとって樹雷皇の前に引き出し、そして誇らしげに天地の左ひだり隣どなり、樹雷皇家でいうところの妻の座に立った。

「お父様。彼こそ、私の愛するお方にてございます。どうか、結婚の約束をお許し下さい」

「まあ、阿重霞！」

　皇おう妃ひが驚おどろいて両手を上げた。

「あ、あの……」

　天地は、この爆弾声明に仰天し、言葉を失ったまま阿重霞の顔をちらりと盗ぬすみ見た。

　阿重霞は、反対側にいる魎呼に見せつけるように、天地にぴたりと寄り添い、その手を取って、自分の手で包み込んだ。

「天地様は、兄、遥照の血を引くお方。そしてこの方こそ、私の命を救って下さった方。このお方より他に、夫とするにふさわしい人はございません。阿重霞は、このお方について行きとうございます。どうか、娘の心をお察し下さいまし」

　阿重霞は優ゆう雅がに一礼した。

　反対側にいる魎呼の髪かみが逆さか立だった。

　畜ちく生しよう、こいつ……。

　いやにおとなしいと思ったら、こういう魂こん胆たんだったのか。

　お、おのれェ……。

　宇う宙ちゆうの果てまで追われることになっても、ブチ壊こわしてやるっ。

　怒りに拳こぶしを震ふるわせている魎呼の顔を見、阿重霞はあでやかに微笑ほほえんだ。

　その微笑みは、何よりも雄弁に、阿重霞の心中を物語っていた。

　ふふん。

　私が黙ってやられていると思ったら大おお間ま違ちがいよ。

　お父様にはうまく取り入ったようだけど、この私は違うわ。

　魎呼さん。

　私を見くびっていたようね。

　娘の、勝ち誇ったような顔と、天地の呆ぼう然ぜんとした顔を見比べながら、樹雷皇は、思わず後じさった。

「美み砂さ樹き。皆さんをお連れ申せ。宴うたげの用意をせよ」

　皇妃と、供の者に手を振って合あい図ずをしながら、樹雷皇は、必要以上にせわしげな様よう子すで、本堂の階段を上がって行った。

「ささ、天地様」

　阿重霞が天地の手を引いた。

「ちょっと、阿重霞さん！」

　我に返った天地が、阿重霞の手を振り払おうとした時である。

　怒ど濤とうのごときマスコミ陣が押し寄せ、天地の周りを取り囲んだ。

「天地さん。今のお気持ちはっ？」

「阿重霞皇女の心を勝ち取ったのはいつだったんですか？」

「樹雷皇家の血を引いているというのは本当ですか？」

「樹雷皇家の跡あと継つぎとなったご感想を」

「阿重霞皇女、こっち向いて下さいっ」

　フラッシュがたかれ、カメラがまわされた。

「ま、待って、待って下さい……」

　天地は、それでも、取材陣から阿重霞を守りながら、逃げ道を求めて辺りを見回した。

　当の阿重霞はぴたりと天地に寄り添って、取材陣の求めに応じて笑顔を振ふり撒まいている。

「皆様、天地様はお疲れですわ。どうか、後で父から正式な発表があるまでお待ち下さいな。ここでぐずぐずしていては、父に叱られてしまいます。道を空けて下さいまし」

　阿重霞さん、もう一言……などと喚わめいている取材陣をさばきながら、阿重霞は天地の手を取って、足早に本堂の階段を上がり出した。

　たちまち、樹雷皇家の近この衛え兵へいたちが駆かけ寄って来て、記者連中を締しめ出した。

「お姉ちゃん、やっちゃったね～」

　九羅密長官と何事か話し合っている母のそばを離れて、砂沙美が本堂に向かって歩き出した美星と並んだ。

「美星さん、ごめんね。お姉ちゃんがあんな過か激げきなことやるなんて、砂沙美、思わなかったよ。天地兄ちゃんも、怒ってるんじゃないかなあ」

「うん……」

　美星にしては、力ない返事を聞いて、砂沙美は足を止め、この年上の友人の顔を見上げた。

「いいの。砂沙美ちゃんが悪いんじゃないわよ」

　気落ちした声で、美星は、それでも砂沙美に笑いかけた。

「魎呼お姉ちゃん、髪の毛逆さか立だってたね」

「うん……」

「砂沙美、考えたくない」

「私も」

　美星が答えた。

　この騒さわぎで、魎呼はまた、消えてしまったようだ。

　美星は、辺りを見回した。

　と、取材陣と揉もみ合いながら、何やら大声で相手を罵ののしっている清きよ音ねの姿が目に入った。

「砂沙美ちゃん、先に行ってて」

　美星は、言うなり踵を返して駆け出した。

　私、阿重霞さんと天地さんが並んでいる隣となりに座って、愛あい想そう笑わらいしてるなんて、耐えられない。

　清音がいなくちゃ。

　清音にあれこれ言われてた方がましだわ。

　アンダーソン署長と、野の辺べ山やま課長も、呼んで来よう。

　そうすれば、私、刑事らしく、しゃんとして話せるわ。

　視界が、不意に霞かすんだ。

　こんなの、ちっともフェアじゃない。

　樹雷皇の娘に太た刀ち打うち出来る人なんていやしないもの。

　だが、美星は、自分も九羅密長官の孫娘であることを思い出した。

　美星は、ちょっと冷静になって、足を緩ゆるめ、制服の袖そでで涙を拭ぬぐった。

「こんな顔見せたら、また清音に何か言われちゃうわ。おじいちゃんにも」

　美星はけなげにも、頭を振って微笑ほほえみを浮かべると、真っすぐ前を見て歩き出した。

　一方、美星にいきなり置き去りにされた砂沙美は、誰だれも自分の相手をしてくれそうな人間がいないことに気が付いた。

「ったく、阿重霞お姉ちゃんのバカ」

　砂沙美は仕方なく、本堂の階段を上がろうとして、急に、新しい友達のことを思い出した。

「ピートお兄ちゃん。どこ？」

　砂沙美は、辺りを見回した。そして、転てん移いゲートが開き出してから、ピートの姿を見ていないことに気が付いた。

「あの人、どこ行っちゃったんだろう？」

　溜ため息をついて、砂沙美は本堂の扉とびらを開けた。

　本部庁管理課のピーター・フィンレイ、自称ピートが、ある特殊な使命を帯おびて動き回っていることなど、砂沙美も、いや、この混こん乱らんの中にいる誰も、知りようのないことだった。







　宴うたげが始まった。







　宴うたげが始まった。

　ピートのチームと、樹じゆ雷らい皇おう家けの使用人たちが協力して整えた本堂は、樹雷式の、美しい調ちよう度ど品ひんと、色いろ鮮あざやかな大量の布ぬので彩いろどられていた。

　壁かべには、微び妙みように色調の違うタペストリーが優ゆう美びなドレープをもって掛けられ、何層にも折り重なって、まるで、花咲き乱れる春の森にいるような感かん慨がいを抱かせる。

　客席は、柔やわらかな円形の絨じゆう毯たんと、その上に置かれた低い円えん卓たくで構成され、上座から順に、不規則に並べられていた。

　人々が、円卓の周りに集つどい、宴に興きようじて揺ゆれ動く姿は、木こ漏もれ日の中に浮かぶ、様さま々ざまな花を思わせる。

　ギャラクシーポリスの無ぶ粋すいな制服ですら、その中にあると、この異国の森を訪おとずれた風変わりな客人のように見えた。

　だが、半透明のドレープの影に目を凝こらせば、樹き々ぎのように佇たたずむ樹雷皇家の忠実な近この衛え兵へいたちの姿があり、この森が、剣と忠誠で守られていることに気づくのである。

　本堂の外では、ギャラクシーポリスの警けい備び隊たいが要所要所を固め、宴が何者にも邪じや魔まされぬよう、気を配っていた。

　もっとも、１キロ四方を覆おおっている特殊フィールドのお陰かげで、柾まさ木き家と、柾木神社は、無人のように見えるはずなので、あえて近付く者もいない。

　警備隊員たちは、いささか退たい屈くつそうに、ひっそりと立っていた。

　と、そこに、金きん髪ぱつの男が現れ、警備員の一人に声を掛けた。

「やあ、お役目ゴクローさん。不ふ審しんな者はいたかい？」

「いえ」

　若い警備員は、素そっ気けなく返答した。

　彼は、この男が好きではなかった。

　舌先三寸で九く羅ら密みつ長官に取り入って、長官の行くところ、どこへでもついて回っている。それも、宴えん会かい係という、ふざけた名目でだ。

　女と見れば、独身という身分を最大限活用して、誰だれにでも声を掛ける。

　非売品、売約済ずみ、関係なしだ。

　この男の目には、若い女全てが、ＳＡＬＥの札をぶら下げているように見えるのだろう。

「何の御用ですか？」

　用事がないなら、早く行ってくれ、という声で警備員は聞き返した。

「いや、別に。いい天気だねえ」

　ピートは、一向にこたえていないような顔で、ぶらぶらと裏手の方に歩み去って行った。

　警けい備び員いんは、その後ろ姿を冷ややかな目で見送ると、再び、退たい屈くつな仕事に戻もどった。

　彼は、気づかなかった。

　一いつ瞬しゆん、陽が陰かげったように、冷気が流れ込こんで来たことに。

　その冷気は、警備員たちから死角になっているところに澱よどむと、朧おぼろげな姿を作り出した。

　それは、しばらく本堂の方を窺うかがうように、そこに佇たたずんでいた。

　そして、流れるように消え去った。

　再び、穏おだやかな午後が戻って来た。




　天てん地ちは、左半身が硬こう直ちよくしてしまったような気分で、樹じゆ雷らい皇おうのジョークを聞いていた。

「イカと言えば……子どもの頃、良くやったもんだ。もう、イーカい？　なんちゃって」

　誰も笑わないので、樹雷皇は、更に付け加えた。

「いっか団だん欒らん！　台風いっか！　夏にはスイカ！」

　円卓に沈黙が訪おとずれた。

「大だい魔ま神じん、イカる！　ペレストロイカ！　イカ省略！」

　沈黙は、更に深まった。

「……イーカげん、疲れた。イカンに思うぞ」

　しばらく待った後、樹雷皇は、ぽつりと呟つぶやいた。

「まっ、いーか」

　円卓を囲んでいたその場の半数がひっくり返った。

「あはは、は。……」

　天地は、ＨＰが一ケタになってしまったような気がした。

　自分でも、顔が引きつっているのが分かる。

　先程の、阿あ重え霞かの痛つう恨こんの一撃だけでも相当参っているのに、その本人が隣となりに座って、自分の肩にしなだれかかっており、加えて、今のイカシャレ攻撃である。

　これ以上ダメージを食らったら、カント寺院でも生き返るかどうか。

　俺おれ、まだレベル、低いもんな。

　天地は、ヤケになって杯さかずきを干し、やや生気を取り戻した。

　向かいあって座っている樹雷皇の顔を見る度に、左肩に触ふれる柔らかい頰ほおの感かん触しよくや、膝ひざに置かれた手の存在を意識してしまうのだ。

　更に悪いことに、天地だけは、正座のままだった。

　日頃修しゆ行ぎようを積んでいるとは言え、こんなに精神が千ち々ぢに乱れていては、その修行も効果がない。

　足が痺しびれてきた。だが、隣にいる阿重霞のことを思うと、身じろぎする気にもなれない。

「そうだ。樹雷皇家に伝わるジョークをもう一つ、教えてやろう。ある日、樹雷皇家に、差さし出だし人にん不明の小包が送られて来た。侍じ従じゆう長ちようが、不ふ審しんに思いながら、小包を開けると、中から粗そ末まつな箱が出て来た。箱を開けると、中には、一枚の紙が入っていた。その紙には、こう書かれていた」

　樹雷皇は、歌い出した。

「はぁ～るばる、来たぜ、はぁ～こだけぇ～」

　隣で、身を乗り出して聞いていた九く羅ら密みつ長官がひっくり返った。

「あなたっ」

　左に座っている皇おう妃ひが、夫に氷のような視線を向けた。

「お酒を召し上がると、いつも、こうなんですからっ」

「美砂樹。そう怒るな。たまの息抜きだ」

　樹雷皇は、口の中で呟つぶやくと、ついでに、長官を助け起こしてやった。

「樹雷皇さまって、恐い人かと思ったら、結構、親しみやすい性格だったんですね～」

　と、長官のそのまた隣に座っている美み星ほし。

　先程の、阿重霞の爆弾声明のショックから、少しは立ち直ったようである。

「そりゃ、わしの実の父じゃからのお」

　天地の右隣で勝かつ仁ひとが引き取った。

　地球で過ごした七百年のお陰かげで、自分の父親よりじいさんになってしまい、若い頃は、母に似て真ま面じ目めだった性格も、すっかり元に戻ってしまったようである。

「あの親にして、このじっちゃんあり、か」

　天地は、樹雷皇の顔を見、皇妃の顔を見た。

　阿重霞が、母親似なのは間ま違ちがいない。顔が、ではなく、性格が、である。

　幸いと言うべきか、不幸と言うべきかは、まだ分からないが。

「天地様。何をぼんやりなさっているのです？」

　阿重霞が擦すり寄って来た。

　体重が掛かり、天地の足に、気持ちの悪いむず痒がゆさが走った。

「あ、阿重霞さん。そんなに寄り掛からないで下さい。俺おれ、足が……」

「え？」

「足が……」

　天地は、膝ひざに掛かった阿重霞の手をつかんだまま、バランスを崩くずし、隣となりに座っていた勝仁の膝に、阿重霞もろとも仰あお向むけに倒れ込んだ。

「きゃ！」

　二人は、縺もつれ合ったまま、身をもがいた。

　まわりに誰もいなければ、そして、ここが勝仁の膝の上でなければ、ここから先の場面はカットされて、しばらくこの本も真っ白なページが続くことになり、そこに各おの々おの好きなように書き込んでもらうことになるはずである。

　残念なことに、勝仁のにやにや笑いが割り込んだ。

「二人とも、ちと気が早いぞ」

　勝仁は、耳まで赤くなっているお姫様と、瀕ひん死しの皇おう子じを助け起こした。

「ご、ごめんなさい」

「いや……」

　天地は、まだじんじん痺しびれている足を、危険のないところまでそろそろと伸ばしながら、頷うなずいた。

　駄だ目めだっ。

　こんなところにいたら、廃はい人じんになってしまう。

　俺は、次々と墓ぼ穴けつを掘り続けるような呪のろいを掛けられてるんだろうか。

「天地様、もっと召し上がらなくては、お体に毒どくですわ」

　阿重霞は、今の一件をうやむやにするつもりらしく、妙にかいがいしい様よう子すで、天地の世話を焼き出した。

「お姉様ってば、何やってんの」

　砂沙美が呆あきれたような声を上げた。

「つまり、あれ、いわゆるひとつのパターンっていうやつね」

　平然と、鷲羽わしゆうが感想を述べた。

「清きよ音ねちゃん、それでさあ、さっきの話は何だっけ？」

「美み星ほし。いいからもっと飲みなさいよっ」

　先程、傷心のいきさつを聞かされた清音は、美星の引きつった笑顔を見、付け加えた。

「休暇よ、休暇。私たち、働き過ぎだわ。二人で、休み取って、ジュラク・ラインの温泉でも行きましょう」

「そう言えば、ここ何年も、家庭サービスしてないな」

　アンダーソン署長が続けた。

「ここで休暇を取るっていうのはどうです？　確か、この星には有名な温泉があったはずですよ。ほら、美星君が行ったという……」

「上かみ竹だけ温泉ですよ」

　野の辺べ山やま課長の疑問を信のぶ幸ゆきが引き取った。

「あそこはいいですよ。その、署長さんはちょっと、そのお顔では無理ですけど、皆さん普ふ通つうの恰かつ好こうさえしてもらえれば、うまい地じ酒ざけ飲みながら、温泉につかるという、最高の贅ぜい沢たくが出来ますよ」

「まあ、おじさま。嬉うれしいですわ」

　阿重霞が、改めて天地に寄り添いながら、頰ほおを染そめて俯うつむいた。

　皆、和気あいあいとしゃべり出した。

　魎りよう呼こは、一人、さっきから一言も言わず、料理にも手を付けずに暗雲のような顔でヤケ酒を飲んでいた。

　何なんだ。この雰ふん囲い気きは。

　アットホームな、まるで、人類皆、樹雷一族みたいなムードは。

　特にあの、雛ひな段だんに飾かざり付けられたような、天地とくそ阿重霞のツーショットは。

　魎呼の目付きが険けわしくなり、瞳ひとみが金色のスパークを放った。

「温泉だと？　阿重霞、もう一回思い出させてやろうか。今度こそ、おめーがひっくり返るような魑ち魅み魍もう魎りようを呼んでやるからなっ。おめーのその、思い上がった面をお湯の底まで沈めてやるぜっ」

　樹雷皇との約束のことなど、とっくに頭から消し飛んでいた。

「あら、あの面おも白しろい見世物のこと？」

　阿重霞が、肩を聳そびやかした。

「まだ、お分かりになってらっしゃらないようね。誰もあなたに来てくれなどとお願いしてなくってよ。いいこと？　お呼びじゃないの。お断り。お邪じや魔まよ」

　阿重霞は、思う存分、復ふく讐しゆうの美酒に酔よいしれた。

　魎呼の顔が怒りと悔くやしさで青ざめていく。

「阿重霞！　はしたないことを言うんじゃありません。魎呼さん、どうか許して下さいね」

　皇妃は、女のカンで、嚙かみ付く寸前の窮きゆう鼠そから娘を救おうとした。

　その時。

「温泉？」

　美星が、ぽつりと呟つぶやいた。

「上竹温泉……？」

　不意に、美星は泣き出した。

「ふえ～ん、天地さあん。私、私だって天地さんのこと、好きだったのにぃ。休暇が取れたら、もう一度、上竹温泉に行こうと思ってたのにぃ……。あんまりだわ。告白もしてないのに、失恋しちゃうなんてぇ～」

　美星は、とめどもなく溢あふれ出る涙を、隣に座っている清音の制服の肩で拭ぬぐいながら、啜すすり上げた。

「こ、これ、美星。何を言っとる！」

　九羅密長官は、仰ぎよう天てんして、孫娘の肩に手を掛けた。

「いやっ。私なんか、どーせ、ドジでノロマなカメなんだわっ。せっかく、せっかく好きな人が出来たのに、目の前で、トンビにさらわれちゃうんだわ」

　美星は、清音をひしと抱き締しめた。

「いーのよっ。私、仕事に生きるんだから。清音っ、一いつ緒しよに、清く正しい一生を送りましょうね。抜ぬけ駆がけしたら許さないわよぉ」

「ちょ、ちょっと待ってよ。アタシ、そんなことまで約束して……」

「ないって言うの？　え～い、薄はく情じよう者ものぉ」

「美星さんっ、もしかして、トンビって、私のこと？」

　阿重霞が、柳りゆう眉びを逆さか立だてた。

「あははははっ、こりゃいいや。おい、阿重霞っ。おめーなー、ほんっとに天地がおめーなんか選ぶと思ってんのかよ。あたしの天地はな、自分の恋人は、自分で選ぶんだ。そーだろ、天地？」

　魎呼が、悪意剝むき出しの顔で、天地を見た。

「う……」

　俺は、油揚げか。

　俺が油揚げで、阿重霞さんがトンビなら、魎呼は一体、何なんだ？

　ハゲ鷹たかか？

「天地様っ。あんなこと、言わせといていいの？　何とか言ってよ！」

「え～ん、天地さんのバカッ。バカバカッ」

「阿重霞！　これはどうしたことだ。お前は、相手の気持ちも確かめずに、結婚するつもりか？」

「天地さん！　あなたまさか、娘をたぶらかして……」

「へっへっへっ、樹雷皇。天地はこの魎呼がいただくぜっ」

　逆ぎやく上じようは伝でん染せんする。

　これを、逆上の第一法則と言う。

　混こん乱らんは、混乱を呼ぶ。

　これを、混乱の第二法則と言う。

　このままいくと、混乱は、血の雨を呼びそうだった。

「待てっ。みんな、俺の話を聞いてくれ。畜ちく生しようっ、聞けって言ってんだ!!」

　天地は、思わず怒ど鳴なった。

　一いつ瞬しゆん、争いが止んだ。

「俺は、まだ十六歳なんだぜ。どうして婚こん約やくだの、結婚だの、そんな大事なことを今決めなきゃならないんだ？　阿重霞さんも阿重霞さんだけど、魎呼も魎呼だよっ。俺の気持ちも聞かずにあれこれケンカすんのは止めてくれっ。美星さんも、鷲羽わしゆうさんもだ。俺は、確かに優ゆう柔じゆう不ふ断だんかも知れない。でも、みんな、大好きなのに、そん中からたった一人を選べって言われても、無理なんだ。頼たのむから、俺のことは放っといてくれ。それがダメなら、俺は、この家から出てくからなっ！」

　天地は、言葉を切って、息を整ととのえた。

「樹雷皇。済すまない。でも、信じてくれ。俺は、阿重霞さんに、指一本触ふれてないし、何の約束もしてないんだ。阿重霞さんが嫌きらいなんじゃない。だけど、自分が何者なのかも分からないのに、恋だとか、結婚だとか、そんなこと考えられるわけないじゃないか。分かってくれ」

「天地様……」

　阿重霞は、呆ぼう然ぜんと天地を見み詰つめた。

「ひどい……。私を守って下さるって言ったのは、噓うそだったの？　阿重霞は、天地様をお慕したいしておりましたのに……天地様のことだけを考えておりましたのに……」

　阿重霞の目に、見る見るうちに涙が盛り上がった。

「卑ひ怯きよう者ものっ」

　阿重霞は、立ち上がり、だっと駆かけ出した。

「阿重霞!?」

　樹雷皇が叫んだ時にはもう、阿重霞は、本堂の扉とびらを守っていた近この衛え兵へいを突き飛ばし、外に走り出ていた。

「あの、我がまま娘が！」

　樹雷皇が、娘を追おうと立ち上がった時だった。

「陛へい下か、危ない!!」

　男の声と同時に、唸うなりを立てて、包ほう丁ちようが飛んで来て、はっと振り向いた樹雷皇の上腕を切り裂さいた。

「あなた！」

　驚きよう愕がくした皇おう妃ひが立ち上がろうとした時、再び、声が響ひびいた。

「みんな、伏せて！」

　何が何だか分からないまま、本能的に体を投げ出した一同の目の前で、樹雷皇家の使用人の服を着た男の頭部が爆ばく発はつした。

　その体は、手にもう一本の包丁を握にぎったまま、二、三歩歩くと、天地の目の前に倒れた。

「何者だ!?」

　九羅密長官以下、ギャラクシーポリスの刑事たちが跳はね起きて、ブラスターを構えた。

　勿もち論ろん、美星も、清音も、樹雷皇を取り囲むようにして、守りを固めている。

「陛へい下か！　お怪け我がは？」

　近この衛え兵へいたちが駆かけ付けて来た。

　その後ろから、見み慣なれないヒート・ガン・タイプのブラスターを構えたピートが現れた。

「たいしたことはない。これは、うちの料理人だ。一体、何な故ぜ……」
















　樹雷皇が、首なし死体を呆ぼう然ぜんと見み詰つめ、言った。

　ピートは、別人のような険けわしい表情で死体の上に屈かがみ込むと、首を振った。

「陛下。この者は、操あやつられていたのです。取りついていたものは、逃げてしまいましたが、いつ現れるか分かりません。ご注意下さい」

「取りついていたもの？　何者だ？」

　樹雷皇が、鋭するどく問い返した。

「邪じや悪あくな精神体の一種です。宇う宙ちゆうには、この種の精神体が漂ただよっています。何か、適当な宿主を見付けて寄生することもあるし、強力な精神体は、自分で現うつし身みを作り出すこともある。神か我が人とがそうでした」

　ピートは、天地の方を仰ぎ見た。

「これに取り付いていた奴やつには、そんな力はないでしょう。悪あく霊りよう、とでも言うところでしょうか。だが、逃げ足の早い奴だ。固定しようと思った時には、もう間に合わなかった」

　ピートは、疲れたように立ち上がった。

「生きている奴の方が簡単だ。脳を破は壊かいすれば、それで済すむ。この悪霊には、形がない。誰だれかの脳に取り付いた瞬しゆん間かんに、固定しなければ、逃げられてしまう。この男は、災さい難なんでした」

　樹雷皇は、死体から目をそらした。

「反乱分子の仕し業わざか？」

「恐らく、そうでしょう。ここには、通常の方法では入り込めない。それで、こんな手を思いついた。逆も考えられますけどね。反乱分子の主格に、悪霊が取り付いて、手下を送って来た」

　ピートは、ブラスターをホルダーに収め、近この衛え兵へいの一人を招まねいた。

「済まないが、こいつを片付けてくれ。もう、危険はない。調べることもない」

　呼びつけられた、若い近衛兵が気け色しきばんだ。

「ギャラクシーポリスに命令される謂いわれはない。お前は何者だ？　刑事でもないだろう？」

「止さないか。この男は、感かん応のう士しだ」

　樹雷皇の言葉に、近衛兵はぎょっとした。

「お前が……？　処刑屋の犬か？」

　近衛兵は、汚いものを見たような顔で、後ずさった。

　感応士。樹雷皇家の懐刀と呼ばれ、死の猟犬と呼ばれ、だが、その真実を知っている人間はほとんどいない。

　何故なら……若い近衛兵の脳裏に、仲間内で聞いた様々な噂話が蘇った。

　感応士の真の姿を見た、次の瞬間にやって来るものは、死であるからだ。

　家族もない。親はあっても、能力が目覚めた瞬間から引き離されて独自の訓練所に送られ、生涯、対面することはない。……全ての情は、任務の妨げとなるからだ。

　当然、恋をすることもないかわりに、徹底したシミュレーションによって心理学を叩たたき込まれる。

　全ての感情は利用する為ためにあるのだ。

　敵を追い、殺す為に。

　処刑屋の犬め。覗のぞき屋め。お前は感情も暖かさもない、化ばけ物だ。

　俺に近付くな。俺は何も、悪いことはやってない。駄目だ、考えるな。樹雷皇の前だぞ。こんなこと考えてるのを知られたら、近衛兵の地位もおしまいだ。早く、どっかへ消えてくれ。猟犬なら猟犬らしく、走っていけ……。

　ピートの唇くちびるが寂しげに歪ゆがんだ。

　わざわざ心を読まなくても、ピートにはこの近衛兵の思いが手に取るように分かった。

　嫌きらわれたもんだな。

　まっ、しょうがないか。僕みたいな変わり種がいることは知らないだろうし、感応士のほとんどは、こいつが思ってる通りの連中なんだから。

「大分、買いかぶられているみたいだな」

　ピートの言葉に、近衛兵はびくっとして、動揺を悟られまいと顔を背そむけた。

「僕は、ある事情があって、何年も樹雷皇家を離れていた。感応士は、君が考えているような処刑人ばかりじゃない。君と同じように、自分の持って生まれた能力を磨いて生き残ってきた連中さ。君がやってくれないなら、僕が片づける」

　ピートは、タペストリーを毟むしり取ると、死体を覆おおった。

「九羅密長官。美星さんを連れて、お帰り下さい。陛へい下かも、皇おう妃ひ様と、お嬢様方を連れて、お戻りになった方がよろしいでしょう。樹雷皇宮は、結けつ界かいに拠よって守られています。あそこは安全です」

　天地は、はっとした。

「阿重霞さんは？」

「私、見て来ます！」

　美星と清音が駆かけ出した。

　その二人の姿をちらりと見やって、ピートが後を続けた。

「長官。取りあえず、取材陣と、警けい備び員いんたちを帰して下さい。陛下も、他の方々をお願いします。犠ぎ牲せいは、少ない方がいいですからね。申し訳ありませんが、警備員も、近衛兵も、役に立ちません」

　皇妃は、蒼そう白はくな顔で砂沙美を抱き寄せた。

「私たちは、どうすればよろしいの？」

「結界を張はりましょう」

　ピートは、皇妃を慰めるように近づき、小声で囁ささやいた。

「皇妃様のお力は、存じております。お気を楽に。御家族だけになったら、本堂を封ふう鎖さして下さい。阿重霞姫が戻られるまで、結界を保てますか？」

　皇妃は、頷うなずいた。

　ピートは、皇妃のそばを離れ、樹雷皇に向かって一礼した。

「陛下。僕は、奴を探します。魎呼さん、一いつ緒しよに来てくれないか？」

　ピートは、驚おどろいて抗議の声を上げようとした魎呼の腕をつかんで、引き寄せた。

「君の力が必要だ。樹雷皇家の為ためじゃない。君の愛する男の為だ」

　その囁きは、魎呼の心に直接響ひびいて来た。

　腕を振りほどこうとしていた魎呼の動きが、一いつ瞬しゆん止まった。

「私も行くわ」

　今まで、一言も発せず成行を見ていた鷲羽が進み出た。

「私、この子の母親なの。協力するわ」

　ピートは、この天才科学者の顔を、値ね踏ぶみするように見み詰つめた。

「お願いしよう。あなたは……いや、止そう」

　ピートは、一瞬、戸惑ったように鷲羽の顔を見下ろしていたが、やがて、にっこり微笑むと、鷲羽の手を取り、囁いた。

「感謝しますよ。教授プロフエツサー」

　ピートと魎呼、鷲羽の三人は、本堂から出て行った。

　天地は、客たちに対する退避要請や、部下に飛ばす鋭い指令の声や、説明を求める声などが飛びかい、騒然となった本堂の様子を、突っ立ったまま、為なす術すべもなく見詰めていた。

　悪あく霊りようだって？

　感かん応のう士し？

　混こん乱らんした頭に、反乱分子、いう単語がひらめいた。

　俺おれが、テロリストなら、樹雷皇家の全ての血を絶やすだろう。

　と、いうことは……。

　俺や、じっちゃんや、父さんの命も狙ねらわれてるってことか。

　天地は、不意に、何も武器を持っていないことを思い出した。

　どうしよう……。

　これじゃ、足手まといになるだけだ。

　自分の身さえ守れないのに、砂沙美ちゃんや、王妃が狙われたら……。

　天地は、津つ名な魅みのことを思い出した。

　ご自分の力を信じて、と言っていた。

　だが、どうやって？

　あの力が自由に呼び起こせるわけではない。

　それどころか、方法すら分からないのだ。

　天地は、意を決した。

「樹雷皇。天地剣の代わりになるようなものはありますか？　俺、戦いもせずに殺されるのはいやです」

「天地!?」

　近衛隊長に指示を与えていた樹雷皇は、その声に振り向いた。

「ここへ参れ。話したいことがある」

　樹雷皇は、近衛隊長に向き直ると、厳しい顔で指令を発した。

「今から十分以内に、転移ゲートで全員を退避させるのだ。済み次第、お前も退避せよ。では、行け！」

　樹雷皇は、踵きびすを返すと、天地の腕をつかみ、タペストリーの陰に引き込んだ。

「聞いて置かねばならぬことがある。お前は、神我人を倒したと言っていたな。どうやって倒したのだ？　天地剣ではあるまい。樹雷皇家の命運に拘わることだ。もし、お前が私の思った通りの人物なら、悪霊の狙いは、阿重霞ではなく、お前にあることになる」

　樹雷皇は、言葉を切り、じっと天地を見詰めた。

「どういうことです？」

　天地は、樹雷皇の心中を測りかねて問い返した。

「お前が、本当の皇子か、ということだ。だが、まずは話を聞こう。お前は、我が樹雷皇家始祖の船、津名魅の精霊を知っているか？」

　津名魅？　それではやはり、あれは皇家の力なのか？

　天地は、ここで初めて、自分が樹雷皇家の跡継ぎとして試されていることを悟った。







　「阿あ重え霞かさんがいないのっ」







「阿あ重え霞かさんがいないのっ」

　美み星ほしが、真っ青さおな顔で天地たちだけになった本堂に飛び込こんで来た。

「どうしましょう。家出しちゃったみたいなの。ああっ、私のせいだわ。私が、気をつけてれば、こんなことにはならなかったのにぃ……」

「ご自分の部屋に、樹じゆ雷らい皇おう家けの正装が脱ぬぎ捨てられていました。普ふ段だん着ぎで、出て行かれたようです」

　遅れて入ってきた清きよ音ねが、沈着な顔で付け加えた。

「見つけ出せ!!」

　樹雷皇おうが思わず腰こしを浮かせた。

「娘の足だ。まだ、そんなに遠くまで行っていまい。連れ戻もどせっ」

　怒ど鳴なってしまってから、樹雷皇は、ギャラクシーポリスの刑事に命令していることに気付いた。

「……どうか、お願いしたい」

　清音と美星は一いつ瞬しゆん、顔を見合わせた。

　樹雷皇が、一いつ介かいの刑事に頭を下げて頼たのんでいる。

　二千年の時を生き、この宇う宙ちゆうに知らぬ者はいないと言われる樹雷皇も、人の親なのだ。

　だが、言わないわけにはいかなかった。

「家の方にあった車がなくなっているのです」

　清音は、努めて、冷静な声で話し始めた。

「恐らくもう、この辺りにはいないでしょう。陛へい下か。私たちはギャラクシーポリスの法に縛しばられております。特殊フィールド外に出るには、評ひよう議ぎ会かいの許可が必要です」

　清音が息を継ついだ時、九く羅ら密みつ長官が遮さえぎった。

「緊きん急きゆう事態だ。特別法を適用する。美星。清音刑事。阿重霞皇おう女じよを捜さがしたまえ。太陽圏分署に応援を要よう請せいする」

「しかし、長官。特別保護条約が……」

　アンダーソン署長が狼狽の色を見せた。

　いくら樹雷皇家の皇女と言えども、そこまで大掛かりにしては、この地だけでなく、地球全土に及ぶ混乱を招まねくことになる。

　だが、誰だれが樹雷皇を、説得するのだろう？

　娘の身が危険にさらされているというのに？

「俺おれが行きます！」

　天地の声が、彼を内心の葛藤から引き出した。

「こうなったのも、俺のせいです。俺が、あんな、思いやりのないことさえ言わなきゃ、阿重霞さんは……」

「いや、天地」

　樹雷皇が遮さえぎった。

「君の態度は立派だった。あの我がまま娘が一人、思い込んでいたのだろう。済すまなかった」

「あなた、そんなこと……あの子は船もなく、供ともも付けずに一人でいるのですよ」

　皇おう妃ひが、思わず夫の腕をつかんだ。

「天地。お前に行かせるわけにはいかぬ」

　樹雷皇は、厳きびしい顔で天地を見た。

「神か我が人ととの戦いで、光こう鷹おう真しん剣けんを使ったと言っていたな。そして、まだ、呼び出す術すべも、制せい御ぎよする術も知らぬと」

　天地は、はっとした。

　樹雷皇が何な故ぜ、話がある、と言って、神我人との戦いの様よう子すを詳くわしく質問したのか。

「光鷹真剣は、樹雷皇家最強の技。全ての船の王たる精せい霊れい、津つ名な魅みより宇う宙ちゆうのエネルギーを引き出す剣だ。天地剣のような媒ばい体たいはない。予言により選ばれし者、その血がキイとなり、力を引き出すのだ」

　樹雷皇は、天地の額に手をかざし、樹雷皇家古代の言葉で何事か唱となえた。

　と、天地の額に、津名魅の印しるしが浮かび上がった。

「皇おう子じよ。感じるだろう。私たちの、血のつながりを。もし、お前がこの結けつ界かいの外に出て、悪あく霊りように支配されれば、お前は、私たち一族を滅ほろぼすことになる」

「俺が……」

　樹雷皇は、手を降ろした。と、共に、額の印も消えた。

「光鷹真剣は、神我人のエネルギー中和フィールドの中でさえ、船を真っ二つに切り裂さく程の力を持っている。制御なしに使えば、この星をも滅ぼすだろう。天地、いや、皇子よ。私は、樹雷皇家の為ためにも、お前を守らねばならぬのだ」

　皇妃がはっと顔を上げた。

「あなた！　阿重霞は……」

「この国では、二十歳はたちを迎えた者を、大人と見なすそうだな。阿重霞は、龍りゆう皇おうの中でまどろんでいた時を除けば、ちょうど二十歳だ。あの子はもう、子どもではない。自分の行いに、責任を持たねばならぬ。ましてや、樹雷皇家第一皇おう女じよなら、なおさらのこと」

　樹雷皇は、堅かたく閉ざされた本堂の扉とびらを見み遣やった。

「……あの子が戻もどって来ても、迎えてやれぬかも知れぬ。あの、悪霊の力がどれ程のものか分からぬが、迷い乱れる心は、恰かつ好こうの餌え食じきであろう」

　沈黙の影が落ちた。

　誰だれも、一言も口をきかなかった。

　いや、言えなかったのだ。

　怒りと悲しみを抱かかえて、一人、走り出ていった阿重霞。

　悪霊に支配され、精神を食らい尽くされて変へん貌ぼうしていく姿がまざまざと脳のう裏りに浮かび上がる。

　今、出来ることは、祈ることだけだった。

　悪あしき霊が、いけにえを見出さぬことを。

　この宇う宙ちゆうにしろしめす神に、皇おう女じよの守しゆ護ごを。

「私、行きます」

　美星が、静かに歩み出た。

「阿重霞さんは、私の大切な友達ですもの。幸運の女神と、自じ前まえのカンで、きっと見つけ出してみせるわ。ねっ、清音ちゃん」

　清音は、咄とつ嗟さに返事が出来なかった。

　皇女の潜せん在ざい能力を知っていたからである。

　素す手でで、衝しよう撃げき波はを操あやつる能力を。

　もし、既すでに悪あく霊りように支配されていたとすれば、ブラスターなど、何の役にも立たない。まともに衝撃波を食らえば私も、そして美星も、一いつ瞬しゆんのうちに消しよう滅めつしてしまうだろう。

　それは、美星だって知っているはず……。

　と、美星が近づいてきてそっと清音の腕に触ふれた。

「じゃね。清音ちゃん、そのスカーフ、きれいね」

　美星は、清音のラベンダー色のスカーフを見て、にっこり微笑ほほえんだ。

　その目は、こう言っているようだった。

　良く似合うわ。清音ちゃん、初めて、私の忠告を聞いてくれたわね、と。

「待って！」

　清音は、美星の腕をつかみ、思わず引き留とめた。

「きれいね、じゃないわよっ。一人で行くつもりなの？　アンタなんか、アタシがいなきゃ、何にも出来ないくせに！　大体、先せん輩ぱいのことチャンづけで呼ぶ奴やつなんか一人もいないわよ。何よっ。人のこと、薄はく情じよう者ものなんて言っといてっ」

　そうやって怒ど鳴なり散らしていないと、涙が溢あふれだしてしまいそうだった。

「まあ、清音ちゃん、落ち着いて。私、神か我が人との船からちゃんと生きて帰って来たじゃない。帰れないかも知れない、なんて、これっぽっちも思わなかったわ。私、信じてるの。神様が私達の手から、阿重霞さんを奪うばうはずがないって。天地さんがいなくなった時だって、心のどこかで信じていたわ。樹雷星の皇おう子じ様だもの、きっと、きっと帰って来るって……」

　美星は、清音の顔を覗のぞき込こんだ。

「その通りになったでしょ？」

　清音は、唇くちびるを嚙かみ締しめ、咽のどのつかえを無理やり飲み下した。

　美星ってば、どうしようもないノーテンキだわ。

　アタシがアンタを一人で行かせると、本気で思ってんの!?

　清音は目をしばたたき、語尾が震ふるえたりして話を台なしにしないだけの決心がつくまでの二、三秒、黙って目を伏せた。

　そして、顔を上げ、先輩刑事の顔で微笑んだ。

「美星。捜そう査さの基本を忘れてるわよ。単独で行動していいのは、宿舎に帰る時だけよ。私達、コンビでしょ？　一いつ緒しよに行くのよ。ギャラクシーポリスの神に誓ちかって！」

　美星は、清音の顔を見、これ以上言っても無む駄だだと気付いた。

「さあ！」

　やっぱり、清音ちゃんて、私の言うこと聞いてくれないんだわ。

「美星!!」

「うん……」

　美星は、諦あきらめた。

「ギャラクシーポリスの神に誓ちかって！」

　二人はにっこり微笑み合い、パン、と音を立てて手を合わせると、九く羅ら密みつ長官の方に向き直った。

「美星一級刑事！」

「同じく、清音一級刑事！　ただ今より、捜査に入ります！」

　二人は、凜りんとして敬礼すると、封印された扉とびらの方へ歩き出した。

　不意に、砂さ沙さ美みが泣き出した。

「魎りよう皇おう鬼きちゃんは？　魎皇鬼ちゃんはどこ？」

　砂沙美は、皇妃の胸に顔を埋うずめて啜すすり泣いた。

「みんな、行ってしまうの。砂沙美を置いて」

「そんなことないわ、砂沙美」

　皇妃は砂沙美を抱き締しめ、その細い肩を撫なでた。

「お母様がいるわ。お父様も。阿重霞は戻もどって来る。悪あく霊りようなんかに取りつかれるものですか！」

　美星は、本堂の扉に手を掛け、ちらりと後ろを振り返った。

　ここにも、すがるような気持ちで、それでも神を信じる者がいる。

「砂沙美ちゃん。待っててね。大だい丈じよう夫ぶ。お姉様は無ぶ事じよ」

　美星は、晴れやかな笑顔を残し、出て行った。

　その輝かがやきが、つかの間、残された者たちを照らし出した。




　阿重霞は、美星の持っていた普ふ段だん着ぎ、セーターにミニ・スカート、それにコートを羽は織おった恰かつ好こうで、ハンドルを握にぎり、県道を走っていた。

　みんなで温泉に行った時のワゴン車ではなく、天地の父、信のぶ幸ゆきが普段仕事用に使っている白い乗用車だった。

　白い乗用車など、ありふれたものだ。この服も、美星がここに来てから、買ったものである。不ふ審しんに思われる心配はない。

　車の運転は、やったことはなかったが、実際動かしてみると、そんなに難むずかしくはなかった。

　樹雷星で使われている、競技用のマシンに良く似ている。

　阿重霞は、マシン好きの近この衛え兵へいたちと、何度も競きそい合ったことがある。

　あの、高性能のマシンから比べれば、今乗っている車は反はん応のうが鈍にぶく、その代わり、それ程神経を使わずに済すむ。

　考える時間はたっぷりあった。

　車の往来は少ない。

　阿重霞は、脇わき道みちにそれ、繁華街に向かうことにした。

　車のボックスの中には、岡山県の道路情報地図、仕事の書類、その他、細こま々ごましたものが雑然と入っていた。

　走り出す前に地図を眺ながめ、必要な分だけ記憶してしまったので、改めて見直すこともない。

　激はげしい衝しよう動どうが収まった後、阿重霞の心はそのエネルギーの分だけ空くう虚きよになってしまったようだった。

　もう、一秒だってここにいたくない。

　そんな思いが阿重霞を追い立て、だが、頭の片すみでは妙に冷静に、阿重霞は服を着き替がえ、車のキイを捜さがし、姿見で全身を点検までして、出て来たのだった。

　エアコンを効きかせているのに、阿重霞は妙に寒いような気がした。

　いいえ、違うわ。

　寒いんじゃない。頼たよりないんだわ。

　樹雷皇家の女は、足首まで届く衣きぬを纏まとうことになっている。人前に足をさらすことなど、ないと言って良い。

　阿重霞は、シートに座っている状態なので、太股ぎりぎりまで切れ上がっているミニ・スカートを見下ろした。

　何だか、変な気分だわ。

　足を出しただけで、皇女の枷が外れるなんて。

　ストッキングって、おかしなものね。

　私は、裸足はだしなのよって、言ってるみたい。

　地球の女の子って、みんな、こんな恰かつ好こうをしているのかしら。

　阿重霞の脳のう裏りに、父や、母の前で、はっきりと自分のことを拒きよ絶ぜつした、天地の顔が浮かんだ。

　阿重霞は、怒りを搔かき立てようとしたが、もうあの激しい感情は涌わいて来なかった。

　代わりに、沈み込むような悲しみが広がった。

　悲しみは、音もなくひたひたと押し寄せて来て、阿重霞という容いれ物を満たし、神経を麻ま痺ひさせてしまった。

　どこへ行こう。

　阿重霞はぼんやりと思った。

　何もかも、忘れてしまえるところがいいわ。

　こんなに頭が重いんですもの、お酒でも飲めば、きっと、全てを忘れられる。

　繁華街の明かりが見えて来た。

　だが、店は余り開いていないようだった。

　阿重霞は、無む意い識しきに車を路ろ肩かたに寄せて止め、暮くれ始めた街まちを歩き出した。

　何な故ぜ？　何故こんなに寒いのかしら、と、虚うつろな心で繰くり返しながら。

　その後ろで、亡ぼう霊れいのような影が揺れた。

　影は、阿重霞の背後から、たゆたうようについて行き、やがて、一軒の店の前で足を止めた。

　阿重霞と影は、ほとんど重なるように、暗い階段を降りていった。




　同じ頃ころ、ピートは、魎りよう呼こと鷲羽わしゆうを従えて、神社付近の山林を歩き回っていた。

　歩きながら、彼は、全方位に感かん応のう波はの網あみを張はり、悪あく霊りようの気け配はいを探さぐっていた。

　転てん移いゲートをくぐっていった者たちの中には、怪しい気配はなかった。

　当たり前だ。

　悪霊は、逃げ出した後、気配を読まれぬように拡かく散さんして、再び誰かに取り付く機会を狙ねらっているに違いない。

　ピートは、柾まさ木き神社の方を振り返った。

　神社は、青いオーラのような結けつ界かいに包まれていた。

　この星の人間には見えないが、魎呼と鷲羽には見える、エネルギー結界である。

　だから、この二人を連れて来たのだ、とピートは思った。

　この星のものではないエネルギー反はん応のうが近くにあれば、敏感に察知するだろう。

　二人とも、少なくとも魎呼は感応士ではないし、そのような能力もないが、それで十分だ。

　彼らの後から、魎りよう皇おう鬼きがちょこちょことついてくる。

　生きたアンテナ、コンピューターユニット、記憶装置、高速再生増ぞう殖しよくユニット。

　鷲羽に聞いた話の内、分かり易やすい部分をまとめると、そういうことになる。

　生きている宇う宙ちゆう船せん、ということだ。

　この、ネコウサギのような姿から、瞬しゆん時じにして巨きよ大だいな宇宙船になるという。

　その変へん容ように必要なエネルギーたるや、ちょっとした新星の爆ばく発はつなみになるだろう。

　恐らく、別の次元からエネルギーを引き出しているのだ。

　魎呼の手首についている宝玉も、エネルギー変へん換かん装置の一種らしい。

　それ以上のことは、ピートの頭ではお手上げだった。

　ただ、これだけは言える。

　魎呼と魎皇鬼を作ったのが鷲羽なら、その技術水準は、現在の宇う宙ちゆう連れん盟めい諸国の科学を遥はるかに凌りよう駕がする。

　それは、樹雷皇家の力、光こう鷹おう翼よくにも言えることで、解明不可能という点では、どちらも同じだ。

　たいがいの生命体はそれを神の力と呼ぶだろう。

　ピートの見方は、もう少し、核かく心しんを突いていた。

　この、十次元宇宙を自由に行き来できる、高次元生命体の存在である。

　鷲羽は、それに近い。魎呼は、そのダミーである。

　確信があるわけではないが、鷲羽の心を覗のぞきかけた時、そう感じたのである。

　これは、この世のものではない、と。

　悪あしき精神体の中にも、それに近いものがある。

　次元の壁かべを越えて、存在するものが。

　そういうものたちには、通常の物理法則など通用しない。

　だが、そんなものがどうしてこんなところにいるのか。

　ピートは、神に存在意義を問うようなものだと思い、その答えを追及するのを諦あきらめた。

　この二人は、少なくとも敵ではない。

　敵に回る、即すなわち、精神を乗っ取られることもない。

　それだけで満足すべきだ。

　この、小娘みたいな二人を見ていると、とてもそのような、高次元の存在には見えないけどな。

　ピートは、歩き回るのに飽あきて、不ふ機き嫌げんな顔をしている魎呼と、涼しい顔で周しゆう囲いを観察している鷲羽を盗ぬすみ見た。

　僕も、そう見えないという点においては同じか。

　感かん応のう士し連中は、地味で、控ひかえ目で、目立たない奴やつが多いから。

　もっとも、それは、職業的態度と呼ぶべきものなのだが。

　だが、テレパス（天地という少年は、感応士をそのように理解していた）だって、例外というものがある。

　仕事の時は、たいてい命を賭かけることになるから、ふざけてはいられないけど、いつもいつも苦虫を嚙かみ潰つぶしている必要はない。

　そんなことしてたら、女の子が逃げちゃうじゃないか。

　例えば、美星のような。

　ピートの思いが仕事からそれ、代わりに、美星の暖かい笑顔が浮かんだ。

　美星さん……。

　君の笑顔は朝の匂いがする。

　目覚めて、ああ、今日も生き伸びたのか、次の朝まで生き残れるだろうか、と、索さく漠ばくたる気持ちで考えずに済む朝。

　入れたてのコーヒーと、シリアルじゃない朝食のある朝。

　何も言わずに、微笑みだけで心が通じるような朝。

　それが僕のものになるのなら、感応士なんか止めたっていい。

　ピートは、感応士にあるまじき空想に浸ひたった。

　だからお前は二流なのさ、という仲間たちの嘲笑を脳裏に聞きながら。

　嘲笑は、波のようにうねりながら高まっていき、耐え難いまでの不快感に変わった。

　その時。

　不意に、阿重霞のイメージが心を貫いた。

　虚うつろな表情で歩く阿重霞の姿。

　路上の風景と、その背後に口を開け、襲おそい掛かろうとしている深しん淵えん。

　しまった。

　皇おう女じよ……！

「魎呼さん、鷲羽さん、来てくれ！」

　ピートは叫んだ。

「今度は何なんだ？　何か、見つけたか？」

　あからさまに不ふ機き嫌げんな顔で、魎呼が近付いて来た。

「阿重霞皇女が危ない。僕は、うまく騙だまされていたんだ。悪あく霊りようは、ここにはいない。どこか、離れたところで皇女を乗っ取ろうと狙ねらっている」

「騙されていた？　どういうことだ？」

「いや、違う。あいつの力を見くびっていた。あいつは、ここを離れる時、近くに隠かくれているようなイメージを仕掛けていったんだ。皇女の後をずっとつけていたのだろう。エネルギーを使わずに乗り移れるような隙すきを狙っているんだ。ここから離れるように皇女を誘ゆう導どうしたのかも知れない。今、感じたんだ。あいつは、はっきりと、意志を現した」

　ピートの顔が、怒りと悔くやしさで歪ゆがんだ。

「街だ。方角は、北西。明かりと、店の看かん板ばんが見えた。地下に降りていく階段。後は分からない。僕には、止められない……」

　ピートは、顔を上げた。

「魎呼さん、行ってくれないか？　もう間まに合わないかも知れない。だが、悪霊を追えるのは君だけだ」

「え!?」

　唐突な言葉に、魎呼は驚いてピートを見返した。

「魎呼。行っておやり」

　鷲羽が進み出た。

「私は今、悪霊と戦うような力は持っていないんだ。お前を作った時、そういう力は全て、お前に託たくしたんだから」

「えっ？」

　魎呼は戸と惑まどった。

　こいつ……この、鷲羽って奴は何なんだ？

　あたしを作ったって言ったり、母親だって言ったり。

「知らなくていいんだよ。お前にはお前の役割があるからね。言えば、未来を変えることになる。消えてしまうよ。お前も、この宇う宙ちゆうも、天地も」

　鷲羽は、にこっと笑った。

「なーんちゃってね。んなことあるわけないじゃん。お前も少しは人の役に立たなくっちや。散さん々ざん、悪いことして来たんだから」

　魎呼は、ピートと一いつ緒しよにひっくり返った。

「……あたしが一番、貧乏くじ引いてるような気がするな」

　魎呼は、腰こしをさすりながら起き上って、ピートを睨にらみつけた。

「くそ阿重霞を連れ戻もどせばいいんだろ？　分かったよ。行くよっ」

　魎呼はピートの顔に拳こぶしを突き付け、唐とう突とつに姿を消した。

「ほんっとに、誰に似たんだか」

　魎呼が消えた後の空間を眺めていた鷲羽が、涼しい顔で歩き出した。

「さ、行くよ。これから忙しいからね」

　ピートは、自分まで鷲羽の子どもになってしまったような、妙な気分で、慌あわてて後を追った。




　阿重霞は、ほとんど客の入っていない暗い店の中で、グラスを持ったまま、なみなみと酒が注つがれるのを黙って見ていた。

　酒を注いでいるのは、隣となりに座っている男だ。

　中年の、厭いやな感じがする男である。

　顔は……顔の印象が定まらない。

　もう、随ずい分ぶん前からここに座っているような気がするのに、この男がいつ、隣に来たのか覚えがない。

　酔よっているせいだわ。

　阿重霞は、酒を飲みほし、音を立ててグラスを置いた。

「お嬢ちゃん。いい飲みっぷりじゃないの」

　男は、笑った。

「もっといきなよ。厭なことでもあったんだろ？　こんなとこに一人で来るぐらいだもんねえ」

　グラスに又、酒が注がれた。

「恋人に振ふられたの？　バカな奴だね、あんたみたいなきれいな子を振るなんてさ。話しちゃえよ。そうすりゃ気が楽になるだろ？　お嬢ちゃん、なんて名前だ？」

「……阿重霞」

　阿重霞は奪うばい取るようにグラスをつかむと、一気にあおった。

「どうでもいいんですわ、そんなこと。私、忘れる為ためにここに来たの。名前も、家のことも、何もかも」

　そう、みんな、遠くに思えるわ。

　天地様の顔が遠くに見える。

　お父様も、砂沙美も、お母様も。

　もっと、離れてしまえばいい、と阿重霞は思った。

　独ひとりでいたい。みんな、消えてしまえばいい。

　それが何を意味するのか、今の阿重霞には考えられなかった。

　阿重霞は、不意に何もかも厭いやになって、席を立とうとし、ぐらりとよろけた。

「おっと、危ない」

　男が、素早く立ち上がり、阿重霞を支えた。

「酔よってんだろ？　少し休んだ方がいい。俺おれの知り合いの店に行こう。歩けるかい？」

　言いながら、男は阿重霞を引きずるように出口の方へ歩き出した。

「離してっ」

　阿重霞は、脅おびえながら、自分が何か、わけの分からない力に引きずられて行くのを感じ、必死に、その流れに逆さからおうとした。

　店内が、ぐらりと反転した。

　阿重霞は今まで壁かべだったところに投げ出され、自分の上に男が覆おおいかぶさって来るのを見た。

　男の顔は、悪あつ鬼きのようだった。

　人間らしい感じがまるでない。

　皮一枚を隔てて、阿重霞と向かい合っているのは、中身のない、空虚な代しろ物ものだった。

　男の体から、冷気が染み出して来た。

　これは、人間じゃないわ。

　神我人に似ているが、それとも違う。

　形がない。だが、恐ろしい力を持っている。

　人を食らう、化ばけ物!?

　でも何な故ぜ、私を？

　まさか、私の心を……？

　阿重霞がはっと気づいた時は、既に遅かった。

　お前を裸はだかに剝むいてやる。という声が、耳みみ障ざわりなノイズと混じって、二重に頭の中に響ひびいて来た。

　お前の身体からだは、お前の心は、さぞ、うまかろう。お前と俺とは、一つになるのだ。さあ、足を開け。心を開くのだ……。

「止めてっ」

　脅え切った阿重霞の手から、衝しよう撃げき波はが放たれた。

　男の上半身が爆ばく発はつすると同時に、阿重霞の一いつ瞬しゆん空白になった心に、痺しびれるような冷気が入り込んだ。

　阿重霞の精神は、意識を失って凍とう結けつ状態にされ、活動領りよう域いきの全ての部分を悪あく霊りようの意識が覆い尽くした。

　やがてそれは、神経組織に及び、肉体に新たな指令を与えた。

　悪霊に支配された阿重霞は、死んだ男の上にふわりと浮かび上がると、瞬しゆん間かん、勝利の笑みを浮かべ、そして、搔かき消えた。




「清音ちゃん、もっとスピード出せないの？」

「これ以上出したら、この星のケーサツに捕つかまっちゃうわよ！　ギャラクシーポリスが現地のケーサツに現行犯でタイホされるなんて、笑い話にもならないわよっ」

　私服の清音は、借りて来たワゴン車の運転席で喚わめいた。

「大体、アタシはどこへ向かってるかも分からないんだからねっ。アンタがこっちだ、こっちで間ま違ちがいないって言うから、走ってるだけなんだから」

「だって、そう思ったんだもの」

　同じく、私服の美星は首を縮めた。

「一度、聞こうと思ってたんだけど、一体何の根こん拠きよがあって？」

　清音は頭ごと美星の方へ向けると、答えるまでは絶対目を離さない、という顔で睨にらみつけた。

「き、清音ちゃん、前、前！」

「大丈夫よっ。こんなの、目をつぶったって運転出来るわ。それより、ほんとにこっちでいいんでしょうね？」

　そう言いながら、清音は対向車のライトに気づいて、顔を前に戻もどした。

「うーん……分かんないけど、こっちのような気がするの」

　清音は、ついに、爆ばく発はつした。

「時間がないのよっ。こんなことやってる間に、阿重霞皇おう女じよが襲おそわれちゃったらどうするのっ？　コックリさんの方がまだましだわ。ふらふら走ってるうちに、悪あく霊りように乗っ取られた皇女にバッタリ、なんていうのはイヤですからねっ」

「そんなこと言ったって……」

　美星は、やっぱりこいつ置いてくれば良かった、と一いつ瞬しゆん思った。

「走れ、走れって、私の心が言ってるんですもの。あの、街の明かりに向かって走るのよって……」

「アンタは蛾がなの？」

　清音は、怒りの余りハンドルに拳こぶしを叩たたきつけ、車は一瞬蛇だ行こうした。

「わ、私のことはいいから運転を……」

　美星がそう言った時だった。
















　ワゴン車のフロント・グラスを通して、信じ難がたいものが見えた。

「美星……。皇女だわ。皇女が……」

　ヘッドライトに阿重霞の姿が浮かび上がった。

　清音は思わず、急ブレーキをかけ、本能的にハンドルを逆に切った。

　ガードレールにこすりつけるようにして止まったワゴン車の脇わきを、後続車がクラクションを鳴らしながら通り過ぎた。

　阿重霞は、宙に浮いたまま、嘲あざわらうように二人を見、フロント・グラスを抜けて、不意に搔かき消えた。

　運のいい刑事どもめ。

　阿重霞の声で、だが、凍こおりつくような思念が、二人の脳のう裏りに直接響ひびき、去って行った。

　清音は、しばらく、呆ぼう然ぜんと宙を見み詰つめていた。

　もう、駄だ目めだ。止められない。

　あたし達、負けたんだわ。

　と、強い力で揺さぶられ、清音ははっと我に帰った。

「何やってるの？　追うのよ！　天地さんたちが危ないわ!!」

　美星が、真剣な顔でこっちを見ていた。

　敗北など、みじんも感じられない声だった。

「そう。そうだわ。戻らなきゃ！」

　清音は、鮮あざやかに車をターンさせ、今来た道を走り始めた。

　やっぱ、あんたは、最高の刑事よ。

　清音は、美星の強きよう靱じんさに舌を巻いた。

　悪あく霊りようの撹かく乱らんなど、ものともしない。

　清音の心に、本来の冷静さが戻もどって来た。

「美星、あいつは皇女を乗っ取った。でも、全てじゃない。何か、そうする理由があるんだわ。皇女を無む傷きずで置いときたいわけが」




　街の近くに転移した魎呼は、阿重霞の、恐きよう怖ふの叫びを心の内に聞き取り、間まに合わなかったことを悟った。

　悪霊は、阿重霞の心を乗っ取った。

　今更追っても、相手を警けい戒かいさせるだけだ。

　ならば、先回りしてやろうじゃないの。

　魎呼は思った。

　あいつが次に行くところは、決まっている。

　柾まさ木き神社の本堂だ。

　悪霊は、必ず、樹雷皇家全ての血を絶やしに来るだろう。

「天地!!」

　魎呼は絶叫した。

　天地の乗った龍りゆう皇おうが、双そう蛇じやの主しゆ砲ほうに貫つらぬかれ、爆ばく散さんした時。

　龍皇の残ざん骸がいの中に、天地が額に巻いていた、血ち染ぞめの手て拭ぬぐいを見付けた時。

　あの時の、背骨が凍こおりつくような恐きよう怖ふを、魎呼は思い出していた。

　もう、二度と、あんな思いはしたくない。

　阿重霞であろうと、悪霊であろうと、天地に近づく奴やつは、みんな殺してやる。

　魎呼は、怒りの余り、殺意の塊かたまりのようになって、再び空間転てん移いした。

　青い結けつ界かいに包まれた本堂の前に現れた魎呼は、焦あせる余り、背後の警戒を忘れていた。

　その時。

　凄すさまじい衝しよう撃げき波はが魎呼を襲おそった。

　衝撃波は、結界に弾はじかれて二重に魎呼の全身を切り裂さいた。

　普通の人間なら、分子レベルまで分解されていたところだ。

　魎呼は、位相を定める間もなく、空間転移して逃がれようとし、力を失って地面に叩たたきつけられた。

「馬鹿な奴だ」

　声が響ひびいた。

　悪霊は、阿重霞の顔と、姿で、魎呼を見下ろしていた。

「そのざまでは、もう戦えまい。そうでなくとも、お前など、所しよ詮せん、この私の相手ではないがな」

　阿重霞は、ふわりと宙に浮かび上がると、悪意剝むき出しの顔で、笑った。

「死ね。死んでしまえ。どうせお前など、エネルギー変へん換かん装置に過ぎん。自分は生きている、などと思うから余計な感情に悩ませられる。その、女の形を脱ぬぎ捨てて、本来の姿に戻るがいい。私が、手伝ってやろう」

　魎呼は、自分の体が薄れ行くのを感じた。

　宝玉のない方の腕が消えて行く。

　跳はね起きようとして、足の方を見ると、既に膝ひざから下が消えていた。

　これでは、動きが取れない。

　地面につけた方の腕が透すけて、宝玉の輝かがやきが強まっていくのが見えた。

　自分の意志ではない。

　宝玉が、エネルギーを、意識を、吸い取ろうとしている。

　魎呼の喉のどから、獣けもののような声がほとばしった。

　違う。

　これは、幻げん覚かくだ。

　阿重霞に、こんな力があるはずはない。

　だが、視界が閉ざされ、声を奪うばわれ、実際に五感を失いつつある。

　魎呼は、意識の中で、恐きよう怖ふの叫びを上げた。

「天地！　助けて……。あたしは、消えてしまう!!」

　宝玉が、あたしを取り込もうとしている。阿重霞に取りついた悪霊は、あたしの意識を消して、力を利用しようとしている。

　天地……助けて。あたしを助けて……！

「魎呼！」

　天地の声がしたように思った。

　天地が、あたしを助けに来てくれる。

　走って来るのが見える。

　魎呼は、動かぬ手を差し延べようとし、手そのものが消えていることに気づいて、絶望の底に突き落とされた。

　幻覚なのだ。

　自分の願望が作り出した幻覚──。

　魎呼の、見えない目に、涙が溢れた。

　馬鹿よね、何も見えないのに。

　何も聞こえないのに。

　もう、駄目だ……。

　あたしもヤキがまわったね……。




　不意に、鷲羽の姿が浮かんだ。

　どこか、見知らぬ星で、生まれたばかりのあたしを見下ろしている。

　その両脇わきに、二人の人物が立っている。

　一人は、始まりの船、津つ名な魅みの名を持つ精せい霊れい、津名魅。

　もう一人は……見知らぬ顔だ。

　額に宝玉。透き通るような、緑の瞳ひとみ。

「この者に、力を与えよう」

　鷲羽の声だ。

「私は、名を」

　津名魅の涼しい声。

「では、私は、心を。いつか、この者が、愛を知り、守るものを知るように」

　三人の声が一つになった。

「目め覚ざめよ。魎呼。我ら、三み柱はしらの精霊の名に於おいて」




　突然、全ての感覚が戻もどって来た。

　阿重霞と、魎呼の間を、光こう鷹おう翼よくが遮さえぎっている。

　その、光鷹翼の眩まばゆい輝かがやきの中にいるシルエットは……。

「天地!!」

　魎呼の声に気づき、天地が振り返った。

「早く、本堂の結けつ界かいの中に入るんだ。あれはもう、阿重霞じゃない。結界をくぐることは出来ない」

「そう思うか」

　阿重霞がふわりと舞まい降りて来た。

　邪じや悪あくな笑みを浮かべたまま、阿重霞は天地に近づいて来た。

「お前の大事な阿重霞姫は、私の中で眠っている。私は、阿重霞だ。この、心も体もな」

　阿重霞は手を上げると、天地を押し退のけた。

　その手は、血が通っているように、暖かかった。

「馬鹿な……」

　天地の、光鷹翼の輝きが薄れた。

「人を食らい尽くす、化ばけ物のように思っていたか？」

　阿重霞は、天地の方を振り向いた。

「阿重霞の皮を被かぶった化け物だと。お前は何も知らぬ。私の力も、星々の世界も。私は、新たな力を生み出すものだ。形に囚とらわれぬ、新しい力をな」

　阿重霞の手が、結界を通り抜け、本堂の扉とびらを押し開けた。

「待て！」

　天地が弾はじかれたように、後を追った。

　その時。

「死ねいっ、悪あく霊りよう！」

　気合と共に、樹雷皇が阿重霞の頭上に剣を振り降ろした。

　本堂の中から、重なりあった悲ひ鳴めいが上がり、一いつ瞬しゆん、阿重霞の姿が消えた。

「阿重霞っ」

　天地は、本堂の中に駆かけ込み、辺りを見回した。

　阿重霞の姿はどこにもなかった。

　消えてしまったのだ。

　樹雷皇の、光鷹剣の力でか。それとも悪霊の力で逃れたのか……。

「樹雷皇！　阿重霞さんはっ」

　樹雷皇は、血の気の失うせた顔を上げ首を振った。

　その時。

「自分の娘を殺すとはな」

　宙より、嘲あざけるような声が響ひびいた。

「樹雷皇。そんなに自分の命が大事か？」

　と、同時に阿重霞の姿が二人の頭上に現れた。

「私が転てん移いしなかったら、皇おう女じよは消しよう滅めつしていたところだ。まだ、分からないのか。私が、皇女の心と体を守っているのだ。樹雷皇。お前と、お前の一族の大事な命をくれるなら、皇女を無む傷きずのまま、生かしておいてやろう。この体はみずみずしく、美しい。お前たちの力を取り入れるにはちょうどいい。だが、お前たちの意識が邪じや魔まだ」

　阿重霞の周りの空気が揺らぎ、暗黒が現れた。

「そうだな。一度、死んでもらおうか。再構成し易やすいように」

　次の瞬間阿重霞の全身から、凄すさまじい思念が放たれた。

　それは、死の刃やいばと言うより、全てを搔かき消し、飲み込む暗黒神のような力、凍こおりつくような闇やみの思念だった。

　その邪悪な力の前で一人、また一人と、意識の光が消えていった。

　樹雷皇、阿あ主ず沙さ。皇おう妃ひ、美み砂さ樹き。九羅密長官と、その部下たち。

　天地自身の意識も消えかかろうとしていた。

　光こう鷹おう翼よくには、この思念を遮さえぎる力はなかった。

　これは、通常のエネルギー波ではない。魎呼を襲おそった感かん応のう波はでもない。

「くっ……」

　天地は、それでも、必死に抗あらがおうとした。

　怒りが、意識の最後の光を保っていた。

　天地は、光鷹真剣に意識を集め、阿重霞の形をした暗黒に切り掛かろうとした。

「阿重霞さんから出ていけっ！　お前の思い通りになど、なるものかっ」

　阿重霞は、うっすらと笑ったようだった。

「天地よ。お前は、私の皇おう子じとなるのだ。暗黒のな」

　エネルギーを孕み、生き物のようにうごめく暗黒の中心で、阿重霞は、はっきりと邪悪な笑いを浮かべた。

　その言葉と共に、凄すさまじい冷気が天地の全身を包み、意識を凍りつかせた。

　同時に、光鷹真剣からふっと光が消えた。




　息急き切って、神社の石段を駆かけ上がって来た美星と清音は、境内に入るなり、本堂の様子がおかしいのに気づいた。

　結けつ界かいの代わりに、闇やみが、すっぽりと本堂を覆おおっている。

「美星さん！」

　駆け出そうとした美星を待ち構えていたように、蒼そう白はくな顔をしたピートが遮さえぎった。

「行くな。行っても、僕らに出来ることはない。これは、悪あく霊りようなんてものではない。暗黒そのものだ。分からないか？　この、凄まじい思念が」

　清音が、ブラスターを構え、美星の肩にもう一方の手を掛けた。

「行くのよ。私たちは、感かん応のう士しじゃない。入れるわ」

「消されるだけだ。中にいる者たちの意識は、ほとんど消えかけている。やがて、ここも、闇に取り込まれるだろう。このゲートから転てん移いするんだ。僕も行く。感応士たちを呼び集めれば、封ふうじられるかも知れない。あるいは、何か、物理的な方法で。警告する人間が必要だ。ここで、取り込まれるのを待っていても仕方がない」

「いいえ、行くわ。あそこには、天地さんがいる。おじいちゃんも。消え失うせたわけじゃないわ。一人でも、助けたいの」

　美星は、ブラスターを取り出した。

「私は、刑事よ。何も方法がなくても、逃げ出したりしないわ。警告は、あなたがして」

　美星は、ピートを見つめ、にっこり笑った。

「私だって、悪霊の気をそらすぐらい出来ると思うの。それに、天地さんの力を信じているもの」

「…………」

　ピートの顔に、激しい葛藤が浮かんだ。

　行くな！

　行けば、君は声を立てる間もなくやられてしまうんだぜ。

　消滅してしまうんだ。

　あの中にいる皇族たちとは違う。

　無駄死にだ。

　だが、喉まで出かかった言葉が、美星の笑顔の前では何故か、言えなかった。

　言葉など、何の意味もない。

　美星。

　僕は……、本当は、君をさらって、この場から逃げ出したいんだ。

　力ずくでも。

　出来るなら、とっくにそうしてるさ！

　ピートは俯き、唇をきつく嚙み締めた。

　清音が、慰なぐさめるように声を掛けた。

「ピート。自分を責めちゃ駄だ目めよ。アタシたち、自分の意志で行くんだから。でも、あなたが感応士だったとは、驚おどろきだわ。残念。いろいろ面おも白しろい話が聞けたところなのに」

　その時、耳元で、天使が囁いた。

「ギャラクシーポリスの神に祈ってくれる？」

　ピートは、驚いて顔を上げた。

　美星の、空を映したような青い瞳がピートを覗き込んでいた。

　ピートは、何も言えずに美星の手を取ると、堅く握り返した。

　それを見ていた清音の頰に、めったに見せない優しい笑みが浮かんだ。

「さ、行くわよ。美星」

　美星は、頷くと、踵を返した。

　ピートは黙ってその二人の後ろ姿を見送り、不意に背を向けて転移ゲートの方へ歩き出した。

　僕はやっぱり、二流の感応士だったな。

　ピートは、暗澹たる気持ちで考えた。

　二流の感応士どころか、二流の男だ。

　彼女は一流の刑事だ。

　僕なんかには、眩しすぎる。

　お笑いさ。

　二流の感応士が、一流の刑事に恋をするなんて……。

　ピートは転移ゲートの入り口に立ち、足を踏ふみ出せぬまま、本堂の方を振り返った。

「畜ちく生しよう！　僕だけ生きてて何が面白いもんか！」

　ピートは、踵きびすを返し、二人の後を追っていった。

　美星の、あの輝かがやくような笑顔を奪うばうような奴やつは、殺してやる！

　僕だって、阿重霞さんの頭をふっ飛ばすぐらいのことは出来る。

　ここに至っちゃ、樹雷皇家も忠誠の誓いも関係ないや。

　潔いぎぎよく、戦おうぜ！

　彼は、闇の中に入って行った。







　バン、と音を立てて本堂の扉が開き、美星、清音、ピートの三人が左右に別れて転がり込んだ。

「悪霊め！　覚悟!!」

　本堂の中央で振り向いた阿重霞に向かって、清音がブラスターを連射した。

　ブラスターの射線は、阿重霞の結界に阻まれ、かすりもしなかった。




「天地さん、しっかり！」

　本堂の床ゆかに倒れた天地を抱き起こしながら、美星は、天地の脈みやくを探さぐった。

　生きている。

　気を失っているだけだ。

　そう思った美星は、何か、気付かせるようなものはないかと、服を探った。

「あ～ん。みんな、制服のポケットに置いてきちゃったわ」

「刑事どもが。性しよう懲こりもなく、来おったか」

　阿重霞が、清音に向けて衝しよう撃げき波はを放った。

　間かん一いつ髪ぱつ、清音が避さけた。

「そこをどけ。邪じや魔まをするな」

　阿重霞は、美星の肩をつかむと、本堂の壁に向かって軽々と投げ飛ばした。

　美星は激しく壁に打ちつけられ、そのまま気を失って崩れ落ちた。

「食らえっ」

　叫び声と共にピートの、ヒート・ガンの射線が阿重霞の頭部を直ちよく撃げきした。

「愚おろか者が。お前のような二流の感かん応のう士しのやることなど、全て読めるわ」

　全身を円柱状の結けつ界かいで包んだ阿重霞が、ゆっくりと無む傷きずで振り向いた。

「お前は目め障ざわりだ。刑事どもを消す前に、お前を消してやる。感応士にふさわしい死に方をさせてやろう。自分で、自分の頭を吹き飛ばすがいい」

　阿重霞の方から、全身を締しめ付けるようなおぞましい感応波がやって来た。

　ピートの手が、意志に反して上がり始めた。

　銃口が、少しずつ、こちらを向き始める。

　ダメだ。相手の力が強すぎて、ガード出来ない。

　引き金にかかった指が引き攣った。

　ブラスターの銃口は、意志を持った生き物のように、ピートの額に向かって、黒々とした口を開けながら震えた。

　ダメだ。僕は勝てない。

　もうすぐだ。

　こいつがほえれば、僕の存在は消え去るだろう。

　昔、僕が、幾多の永久犯罪人にしてきたように。

　ピートは、死を覚悟した。

　ごめんよ、美星さん……。

　僕は、君の役に、いや、誰の役にも立てなかったね……。

　ピートは目を閉じた。




　開け放たれた扉の陰から、滑るように忍び込んで来た人影を見たものは、誰もなかった。

　猫のような、しなやかな人影は、一旦消え、いきなり天地のそばに実体化して、精神凍結状態になった天地の体を抱き上げた。

「天地っ。あたしのエネルギーをやる！　目を、覚ませっ!!」

　魎呼だ。

　戦闘服に身を包んだ魎呼は、天地を抱き締め、額と額をつけて、力のエネルギーを送り込んだ。

　阿重霞が恐ろしい形相で振り向き、そのまま搔き消えた。

　ピートから、ふいと感応波がそれ、両手が自由になった。

「来たか、魎呼。余計なことを……」

　声と共に、阿重霞が二人のそばに実体化した。

「皇子も、眠っておれば苦しまずに済んだものを。だが、仕方がない。生きたまま、融合してやろう。意識を食い尽くされるのがどれ程の苦痛を引き出すか、良く見ているがいい！」

　阿重霞の髪かみが逆さか立だつように広がった。

「どけ！　魎呼!!」

　阿重霞の手が、いや、手の形をした闇やみが、天地の額に伸びて来た。

「どくもんかっ！」

　魎呼が、宝玉の輝かがやく腕を上げ、その手をつかんだ。

　一いつ瞬しゆん、宝玉が凄すさまじい光を放ち、そして、砕くだけ散った。

　その衝しよう撃げきに、天地が、はっと意識を取り戻もどした時。

　全てのエネルギーを失った魎呼の体が、阿重霞の前に崩くずれ落ちた。

「魎呼っ!!」

　天地の手に、光こう鷹おう真しん剣けんが戻って来た。と、同時に、全ての雑念が、天地の中から消えた。

「たああああっ」

　そのまま、天地は跳ちよう躍やくし、阿重霞の頭上から、光鷹真剣を振り降ろした。

「馬鹿な！」

　悪あく霊りようは、この少年を、見くびっていたことを悟った。

　何の惑まどいもない。

　まるで、光そのもののようだ。

　闇を貫つらぬき、駆かけ抜ける、光。

　これでは、消しよう滅めつ……。

　悪霊が、阿重霞の体から逃れようとした刹せつ那な。

　光鷹真剣が闇を切り裂さいた。

　光と、闇は、持てるエネルギーの全てを相そう殺せいし、そして。




　静せい寂じやくが戻もどった。

　天地の手から、光鷹真剣が消えた。

　それにも気づかぬまま、天地は静かに跪ひざまずき、魎呼の体を抱き起こした。

　魎呼の体は、冷たかった。

　その全身に、衝撃波の傷きず痕あとが刻きざまれていた。

「魎呼」

　それ以上、言葉が続かなかった。

　天地は、魎呼の体を抱き締め、肩を震ふるわせた。

　こんなことに、何の意味があるんだ。

　魎呼も、阿重霞さんも、みんな死んでしまった。

　誰だれも、生き残った者はいないだろう。

　俺おれだけが、こうして生きている。

　何な故ぜ？　一体、何の為ために？




「絶望するのは、まだ早いわ」

　鷲羽の、凜りんとした声が響ひびいた。

「光の皇おう子じ。あなたは良くやった」

　天地は、訝いぶかしげに顔を上げた。

　砂沙美を抱いた鷲羽が、魎皇鬼を連れて、開け放たれた扉とびらから差し込む月光に照らし出されていた。

「悪あく霊りようは、消え去った。みんなの凍とう結けつされた心も、じき元に戻もどるわ」

「阿重霞。阿重霞さんは？」

　天地は、死んだように倒れている阿重霞の方を見た。

「大だい丈じよう夫ぶ。あいつは、本当にこの体を利用しようと、無む傷きずで守っていた。目め覚ざめるまで少し、時間がかかるかも知れない。でも、必ず、目覚める」

　鷲羽は、微笑ほほえみを浮かべて、腕の中で眠る砂沙美を見下ろした。

「この子は私が守ったの。津名魅の力を受け継つぐ子だけど、まだ幼いから」

「津名魅？　光こう鷹おう真しん剣けんは、津名魅の力じゃないのか？」
















　鷲羽は、そっと砂沙美を降ろすと、天地に近づき、その額に指を当てた。

「あなたは、まだ知らなくていいわ。いつか、本当に、目覚める時が来るまで」

　鷲羽は、ふっと視線をそらすと、天地の腕に抱かかえられた魎呼を見み詰つめた。

「馬鹿な子ね。でも、偉かったわ」

　魎呼の体が、天地の手を離れ、宙に浮かび上がった。

「今、呼び戻してあげる」

　鷲羽は、両手を延べて叫んだ。

「来たれ。力よ。汝なんじを名づけし者と、心を与えし者と共に」

　鷲羽の両脇わきに、美しい女の姿が現れた。

　一人は津名魅、もう一人は、見知らぬ女だった。

「鷲羽。津名魅。訪と希き深み。我ら、三み柱はしらの精せい霊れいの真ま名なにおいて、暗黒の狭はざ間まより、蘇よみがえれ!!」

　魎呼の体が眩まばゆい光に包まれた。

　唇くちびるが開き、最初の息を吸い込んで、あえいだ。

　その胸が、ゆっくりと上下し始めた。

　魎呼は、光に包まれたまま、ゆっくりと降りて行き、その腕に、宝玉の輝きが戻って来た。

　天地は、息を詰つめたまま、この信じられない光景を瞬またたきもせずに見詰めていた。

　誰かの暖かい指が、そっと天地の額に触ふれた。

「忘れなさい。今かいま見た、全てのことを。今はまだ、早い。皇子でいる内は」

　天地の目が、自然と閉じた。

　母の胸に抱かれた幼な子のような安らぎが、天地の全身を浸ひたした。

　もう、眠ってもいいんだ。

　精せい霊れいたちが、全てを癒いやしてくれた。

　鷲羽。津名魅。そして、訪希深。

　あれ？

　俺おれは、何を言っているんだろう。

　鷲羽さんは、天才科学者じゃないか。

　魎呼の母親だっていう……。

　津名魅は、船の精霊だ。

　でも、魎呼を……。

　魎呼？

　魎呼が、どうしたんだ？

　そう言えば、阿重霞さんに悪あく霊りようが取り付いて……。

　そして、俺が倒したんだっけ。

　津名魅の力、光こう鷹おう真しん剣けんで。

　もう一人、誰かいたような気がするな。

　額に宝玉。透すき通った、緑の瞳ひとみ。

　あれ？

　夢だったのかな？

　まあ、いいや。

　目が覚めれば、きっと思い出すだろう。

　それまで……。

　この、暖かい、闇やみの中で……。







　天地は、自分のベッドで目を覚ました。







　天地は、自分のベッドで目を覚ました。

　久し振りに、熟じゆく睡すいした気分だ。

　天地は、布ふ団とんの中で、うーんと体を伸ばし、はっと目を見開いた。

　隣となりに誰だれかいる。

　それも、女だ。

　天地は、恐る恐る布団を持ち上げ、そして、絶句した。

「魎呼!!」

　その声に、魎呼が目を覚ました。

「天地ぃ」

　魎呼はにっこり笑い、天地の首に腕を巻きつけて、自分の方へ引き寄せた。

「キスして」

　ば、馬鹿な！

　これは、夢だ。そうに違いない！

「ま、待てっ」

　天地は無理やり、魎呼の腕を引き剝はがすと、布ふ団とんを撥はね除のけて跳とび起きた。

「待たない」

　魎呼が天地の腕を引っ張ぱった。

「魎呼、待てっ。わっっ！」

　バランスを崩くずした天地が、魎呼の上に倒れ込んだ。

　と、その時。

「おはようございま～す！」

　やけに明るい二重唱と共に、バン、とドアが開かれた。

「天地さん、いかが……まああっ!!」

　美星と、清音が、刑事とは言い難がたいポーズで手を握にぎりあった。

「どうしたの？　一体、何がまあ、なんですの？」

　二人の後ろから、阿重霞が首を出し、その二人が見たものを、見た。

「きゃあああっ！」

　阿重霞は、美星と清音を押し退のけて、ベッドの反対側に上がり込んだ。
















「天地様っ！　これは一体、どういうことなんですのっ。納なつ得とくがいくように、ちゃんと説明して下さいましっ。どうして、どうしてこの化ばけ物女がここに居るんですっ？」

「何だ。どうしたんだ、騒そう々ぞうしい」

　信幸が、隣となりの部屋から出て来て、天地の部屋を覗のぞき込こんだ。

「おっ……」

　父親の顔が、思わずにやけた。

「おーい、じっちゃん。早く来いよ。今、見なくちゃ、一生見れないかも知れないぞっ。天地と魎呼が、裸はだかで……」

「うん？　天地と魎呼がどうしたって？」

　二階のトイレから出て来た勝かつ仁ひとが、すたすたと天地の部屋に入って来て、止める間もなく、二人の下半身を隠かくしていた布団をめくり上げた。

「何じゃ。両方とも、パンツ履はいとるじゃないか。詰つまらん」

　勝仁は、それだけ言うと、再び、すたすたと出て行った。

「遥よう照しようお兄様っ。何て下品なっ。いつからそんな性格になってしまったんです??」

　耳まで赤くなった阿重霞の怒ど鳴なり声がその後ろ姿を追い掛けた。

「阿重霞。何をしてるの？　さっきからお父様が呼んでいらっしゃるのに」

　樹じゆ雷らい皇おう妃ひ、美み砂さ樹きと、痺しびれを切らせた樹雷皇、阿あ主ず沙さが階段を上がって来た。

「これは、何の騒さわぎですの？　阿重霞はどこ？」

　二人は、天地の部屋を覗のぞき込み、途と端たんに絶句して立ちすくんだ。

「樹雷皇。今後の予定をですな……」

　九羅密長官と、アンダーソン署長と、野辺山課長が、書類を持って、慌あわただしく階段を上がって来た。

　そして、同じように絶句し、階段を駆かけ降りる途と中ちゆうで、ちょうど上がって来た、ピートとぶつかった。

「ピート。見ちゃいかん。いや、邪じや魔ましちゃいかん」

「えっ？　何を？　誰をです？」

　ピートは、飛ぶように、階段を駆け上がっていった。

「誤ご解かいだああっ」

　天地の絶ぜつ叫きようが一階の居間で、天てん井じようを見上げている鷲羽の耳をつんざいた。

「俺おれは、何にもしてないっ！　やましいことは、何にもしてないぞっっ！」

「やましいことって、な～に？」

　隣となりでみかんを食べていた砂沙美が、鷲羽の顔を覗き込んだ。

「いーのいーの、砂沙美ちゃん。あんたは鷲羽のそばでいい子にしてればそれでいいの」

「へ～んなの。砂沙美だって、もう子どもじゃないのにさ」

　砂沙美はむくれて、魎皇鬼の食べていたにんじんをさっと取り上げた。

「そうでしょ？　お返事ぐらいしなさいよ。ねっ、魎皇鬼ちゃん？」

「みゃ～～!!」

　魎皇鬼が目を潤うるませて、抗議の声を上げた。

「いやー、びっくりした」

　信幸が階段を降りて来て、二人と一匹を見つけると、向かい側のソファに、どっこいしょ、と腰こしを降ろした。

「鷲羽さん。もし、女の子が生まれたら、阿あ知ち花か、なんていうのはどうかな？」

「女の子？　なあに、それ？」

　砂沙美が身を乗り出した。

　信幸は、鷲羽の目つきを見、自分の失言を悟った。

「なに、砂沙美ちゃん。阿知花っていうのはだな、天地の母さんの名前さ。じっちゃんの娘でね、とってもきれいなひとだったんだ……」

「ひとだった？　その人、もしかして、砂沙美たちの姪めいになるんじゃない？　その人、今、どこにいるの？」

　信幸は、内心、ほっとしながら砂沙美を招まねき寄せ、膝ひざに抱き上げて話し始めた。

「その人はね、今、お花がいっぱい咲いてて、小鳥が歌っている、高い高い空の上にいるんだ」

「分かった！　それ、樹雷皇おう宮きゆうのそばの、天あまつ原はらのことでしょ？　あれ？　変だなあ……」

「別のお話をしようか。あるところにおじいさんとおばあさんがいました。おじいさんは、山へ柴しば刈かりに、おばあさんは、川へ洗せん濯たくに……」

　鷲羽はふっと微笑ほほえんだ。

　みんなの記憶、消し過ぎちゃったような気がするな。

　まっ、いいか。

　この、岡山の小さな世界には、こんな平和が一番似合ってるから。

　鷲羽は、信幸の語る『桃太郎』を聞きながら、いつしかうとうととまどろんでいた。




　そして、柾まさ木き家の外では……。

　並んで、門柱がわりになっている、阿重霞のガーディアンの阿あ座ざ化かと火か美み猛だけが、のんびりとおしゃべりを楽しんでいた。

「そう言えば、今回は出番がありませんでしたなあ」

「そうですな。こんなに平和だし、きっと、忘れられてるんですよ」

「忘れられる程、みんなそれぞれ忙しい、ってわけですか」

「そうですな。お陰かげで、こうしてのんびり、話が出来ますよ」

「何に、そんなに忙しいんでしょうねえ」

「そうですな。二階の方から、何だか、大おお騒さわぎが聞こえますよ。いつものことじゃないですか」

「いつものことですか」

「そうですな。あれですよ。ほれ、阿重霞皇女と魎呼さんが……」

「天地さんと……」




　騒ぎはまだ聞こえていたが、阿座化と火美猛の話題は、毎朝、新聞で読む、プロ野球と、大おお相撲ずもうのことに移っていた。

　二体のおしゃべりはいつ果てるともなくうららかに晴れ渡った空に吸い込まれていった。


〈『天地無用！　魎皇鬼』千客万来編「愛のヘクサグラム」完〉









　あとがき







　始めまして。ＯＶＡ『天地無用！』第一話～第六話の脚本を書いていた長谷川です。

『天地』も、こうしてめでたく本になりました。

　私にとって、これが初めての小説です。（あの、『ドラゴンランス』シリーズを出している富士見書房から本を出して戴いただけるなんて……感無量！）

　思えば、色々なことがありました。

　一昨年の暮れ、『天地』の脚本担当として参加した時には、監督の林宏樹さん、総作監＆キャラクターデザインの梶島正樹さんによる原案が既にできており、第一話については、絵コンテまでできておりました。

　で、絵コンテから脚本を起こすという、冗談のような作業をしながら、作者は思ったのでした。これから先、一体どういうことになるんだろう……。

　実際、シナリオ作業に入った第二話から最終話までは、原案通りには行かず、すったもんだのあげく、皆さんご存じのような形にまとまったわけですが、その中には、知られざる話、実はこうだったんだ話、裏設定話と言うのが色々あったわけなんですよね。

　小説の方では、その辺の話を拾いながら、とにかく楽しく読めるラブコメをモットーに、（作者の思い入れも混ぜて）書いたつもりです。

　読み終わって、主人公の天地が余りにも情けないじゃないか、と思ったあなた。人間、持って生まれた性格というのは、そう簡単に変わるもんじゃありません。

　阿重霞と魎呼は何故あんなにケンカばかりしているのか、と思ったあなた。この二人が仲よくなったら、何か不吉なことが起こると思いませんか？

　美星は運が良すぎるんじゃないかと思ったあなた。それは、ひとえに作者が美星を深く愛しているからで、その辺、愛情の配分に不公平があったかも知れません。（お陰で阿重霞はかわいそうなことになりました）

　新キャラの清音ちゃん。ピート君。物語を搔き回してくれてありがとう。ほんの思いつきがどういう結果を引き起こすことになるか、作者にはよ～く分かりました。

　もちろん、殆ほとんど思いつきと物語の快感だけで書いている、作者が一番いけないのですが……。（人はこれを、な～んにも考えていない性格、と呼ぶ）

　と、いうわけで、あとがきでなくては書けない、お世話になった方々へのお礼の言葉を、この場を借りて書かせて戴きたいと思います。

　監督の林宏樹さん。楽しい挿絵をありがとう。この人は、絵も描けて、才能もあって音楽にも詳しいという、性格が美星に似てさえいなければ、とっても恵まれた人物です。

　総作監＆キャラデザイン＆原案の梶島正樹さん。最終話で忙しいところを、色々質問で悩ませてごめんね。ここでちょと暴露話をひとつ……。

　小説も後半になって、一枚のイラストが作者のもとに送られて来ました。イラストには、樹雷皇、阿あ主ず沙さと皇妃、美み砂さ樹き、それに命めい主しゆ、訪と希き深み、と書かれた女性の横顔が……。

長谷川「梶島先生、この、命主、訪希深って言うのは何ですか？」

梶島「あ、これですか。これはね、女神様なんですよ。この宇宙には三人の女神がいましてね、津名魅、訪希深、鷲羽っていうのが女神トリオなんです」

長谷川「えっ……？　（津名魅は知ってるけど、訪希深は今初めて聞いたぜ。鷲羽も？　鷲羽は天才科学者じゃなかったっけ？？）」

　作者は青くなりました。

長谷川「もう、小説半分書いちゃってるんですよね。その、三人トリオって、本当なんですか？」

梶島「（きっぱりと）本当です！」

長谷川「……そーなんですか？　（あたしゃ知らなかったぜ）」

梶島「そーなんです!!」

長谷川「…………（困った。後半どーしよう!?）」

　シナリオ作業の時もそうでしたけど、梶島先生！　いつもいつも、天地がひっくり返るような助言をありがとう。お陰で神の不条理を知りました。

　まあ、考えて見れば、『天地』世界を作った人なんだから、何でも知ってて不思議はないわけなんですけど……。

　最後になりましたが、小説を書く機会を与えて戴きました、編集長の安田さん、担当の森山さん、本当にお世話になりました。

　人が歯医者に通っている最中に、奥歯を掘り起こしてスプラッターになった話とか、生き霊りように首を絞められた話とか、楽しいお話を色々聞かせて戴きまして、作者は殆ど生きた心地がしませんでした。（ね、森山さん）

　そして、読者の皆様へ。ＯＶＡの方でも続編が決定、まだまだ続く『天地』の世界を、もっともっと楽しんで戴ければ、と思っています。




　　一九九三年　皐月


長谷川　菜穂子
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